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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

「
不
当
労
働
行
為
制
度
」

(二)
(完)

の
形
成

道

哲

F由

幸

日

次

第
二
款
-
一
ラ
七
条
例
の
立
法
過
程

第
三
款
全
国
労
働
局
の
設
置

第
四
款
公
共
決
議
第
四
四
号

第
五
款
全
国
労
働
局
及
び
全
国
労
働
関
係
局
の
裁
定
原
則

第
六
款
ワ
グ
ナ

1
法
へ
の
影
響

第
二
節
ワ
グ
ナ
i
法
の
成
立

第
一
款
提
出
時
の
法
案
内
容

第
二
款
法
案
に
対
す
る
賛
否
の
意
見

第
三
款
法
案
の
立
法
過
程

第
三
節
ワ
グ
ナ
l
法
合
憲
判
決

第
一
款
一
九
三
七
年
ま
で
の
状
況

第
二
款
ワ
グ
ナ
l
法
合
憲
判
決

結

語

は

じ

め

に

第
-
章
団
結
権
制
約
法
制

第
一
節
総
論

第
二
節
争
議
行
為
に
対
す
る
規
制

第
三
節
団
結
、
団
交
活
動
に
対
す
る
規
制

第
二
章
団
結
権
保
障
法
制

第
一
節
団
結
権
保
障
法
制
の
二
潮
流

第
二
節
鉄
道
労
働
法
制
の
展
開

第
三
節
団
交
制
度
の
確
立
を
め
ざ
す
立
法
(
以
上
二
四
巻
二
号
)

第
一
一
一
章
不
当
労
働
行
為
制
度
の
確
立
(
以
下
本
号
)

第
一
節
全
国
産
業
復
興
法
七
条
例

第
一
款
ニ
ュ

l
デ
ィ
l
ル
労
働
政
策
の
基
調
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料

第
三
章

不
当
労
働
行
為
制
度
の
確
立

資

本
章
で
は
、
ニ
ュ
l
デ
ィ
l
ル
期
に
労
使
関
係
を
規
制
し
た
全
国
産
業
復

興
法

(zaFOE-HEESYHNmnosq
〉
円
件
以
下
、
ニ
ラ
、
と
よ
ぶ
)
七

条
例
の
運
蛍
及
び
ワ
グ
ナ

l
法
の
立
法
経
過
並
び
に
そ
の
合
憲
判
決
を
検
討

す
る
。二

章
に
お
い
て
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
団
結
権
、
団
交
権
の
観
念
は
、

一
九
三

O

速
の
鉄
道
労
働
法
制
に
よ
っ
て
次
第
に
形
成
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
、

年
の
鉄
道
労
働
法
合
憲
判
決
に
よ
り
間
結
権
、
団
交
権
保
障
規
定
の
合
憲
性

も
承
認
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
「
団
交
の
た
め
の
代
表
者
選
出
の
権
利
」

を
中
心
に
し
た
間
結
権
、
同
交
権
の
観
念
は
、
ニ
ラ
七
条
同
と
ワ
グ
ナ
l
法

に
強
い
影
問
問
げ
を
与
え
、
ワ
グ
ナ
l
法
に
よ
り
不
当
労
働
行
為
制
度
及
び
交
渉

単
位
制
度
と
し
て
具
体
化
さ
れ
た
。

三
ブ
及
、
ひ
ワ
グ
ナ
[
法
は
、
ニ
ュ

l
デ
ィ

1
ル
政
策
の
一
環
と
し
て
立
法

化
さ
れ
、
労
働
者
の
交
渉
力
強
化
に
よ
る
賃
金
増
加
、
そ
の
結
果
た
る
大
衆

購
買
カ
の
矯
強
に
よ
っ
て
不
況
を
克
服
す
る
と
い
う
目
的
を
有
し
て
い
た
。

団
結
権
、
団
交
協
和
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
況
を
克
服
し
経
済
の
安
定

化
を
め
ざ
す
と
い
う
か
よ
う
な
考
え
方
は
、
ニ
ュ
l
デ
ィ
!
ル
以
降
も
ア
メ

リ
カ
労
使
関
係
法
を
支
え
る
基
本
的
な
経
済
理
論
に
な
る
に
い
た
っ
た
。

以
下
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
労
使
関
係
法
の
基
礎
を
形
作
っ
た
と
い
わ
れ
る

ニ
ラ
七
条
例
及
び
ワ
グ
ナ
l
法
を
順
次
考
察
す
る
。

第
一
節
全
国
産
業
復
興
法
七
条
例

ニ
ュ

1
デ
ィ

I
ル
労
働
政
策
の
基
調

第
一
款

ニ
ラ
七
条
同
及
び
ワ
グ
ナ
l
法
は
、
ニ
ュ

i
デ
ィ
l
ル
労
働
政
策
の
一
環

と
し
て
、
不
況
を
克
服
す
る
と
の
至
上
目
的
か
ら
立
法
化
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
立
法
の
具
体
的
検
討
に
は
い
る
前
に
ニ
ュ

1
デ
ィ

l
ル
労
働
政
策
の
概
要
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

一
九
二
九
年
一

O
月
二
四
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
に
お
け
る
株

価
大
暴
落
に
端
を
発
し
た
大
恐
慌
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
経
済
を
根
底
か

ら
動
揺
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
一
一
月
に
大
統
領
に
当
選
し

た
ロ

l
ズ
ヴ
エ
ル
ト
は
、
未
曾
有
の
経
済
破
綻
か
ら
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
経

済
を
再
生
さ
せ
る
日
的
を
も
っ
て
ニ
ュ

i
デ
ィ
l
ル
政
策
を
開
始
し
、
金
融

政
策
、
農
業
政
策
、
産
業
政
策
、
労
働
政
策
等
多
様
な
政
策
を
と
っ
た
。
大

恐
慌
の
主
要
原
肉
と
し
て
、
生
産
と
消
費
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
つ
ま
り
、
生

ハ
2
〉

産
自
旦
の
拡
大
に
購
買
力
が
追
い
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
、

労
働
者
の
購
買
力
の
滑
強
を
は
か
る
労
働
政
策
は
、
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
政
策

中
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

こ
の
時
期
の
労
働
政
策
は
、
一
服
用
の
増
大
と
組
織
労
働
者
の
地
位
強
化
に

よ
り
、
労
働
者
に
令
巴
賃
金
・
を
得
さ
せ
、
も
っ
て
大
衆
購
買
力
を
明
強
し
、

~t法24(3 ・ 164)582



前
述
し
た
生
産
と
消
費
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
是
正
し
、
不
況
を
克
服
す
る
こ

【

q
d
}

と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
は
次
の
三
政
策
が
採
ら

れ
た
と
レ
わ
れ
る
。

第
一
は
、
失
業
者
対
策
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
失
業
者
対
策
事
業
及
び
緊
急

公
共
事
業
等
で
雇
用
の
拡
大
を
は
か
り
、
民
生
の
安
定
に
努
め
る
こ
と
を
け

的
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
立
法
が
な
さ
れ
た
。
一
九
三
三
年
、

一
舟
植
林
救
済
法
(
問
。
日
2
2昨日
t
cロ
列
島
ぬ
町
〉
円
円
〉
、
同
年
、
連
邦
緊
急
救
済

(つ完

法

(FrE-
開
吉
司
開
命
日
可
問
。
}
町
民
〉
円
持
)
、
同
年
、
全
国
職
業
紹
介
所
設
立

法
、
同
年
、
ニ
ラ
第
二
部
「
公
共
事
業
及
び
建
設
計
画
」
、
一
九
三
五
年
、
緊

急
救
済
支
出
金
法
宵
5
2四
gn可
河
己
主
〉
宅
B旬
E
t
g
〉
巳
〉
。
こ
れ

ら
の
対
策
に
よ
っ
て
救
済
で
き
な
い
者
は
、
直
接
救
済
の
対
象
と
な
り
、
そ

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

の
施
策
の
た
め
に

一
九
三
五
年
に
社
会
保
障
法

(
ω
R
E
ω
0
2号
可
〉
♀
)

が
立
法
化
さ
れ
た
。

第
二
の
対
策
は
、
労
働
条
件
の
規
制
で
あ
る
。
最
長
労
働
時
間
の
規
定
及

び
年
少
者
の
労
働
禁
止
の
規
定
に
よ
り
雇
用
の
増
大
が
は
か
ら
れ
た
。
ま

た
、
最
低
賃
金
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
労
働
者
の
購
買
力
増
強
も
は
か
ら
れ

た
。
そ
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
立
法
が
な
さ
れ
た
。
一
九
三
一
一
一
年
、

フ

七

条
例
の

ω、

一
九
三
六
年
、
ゥ
ォ
ル
シ
ュ
・
ヒ
l
リ
!
公
契
約
法
〈
認
可
匂
r
r
I

国

g
-
a
F
r
z口
(
リ
。
三
B
2
〉
円
同
)
、
一
九
三
八
年
、
公
正
労
働
基
準
法
〈

F
R

戸内

wr-2ω
宮
口
《
甘
み
ω

〉円丹)。
一
一
ラ
七
条
同
及
び
ワ
グ
ナ
l
法
に
よ
る
労
使
関
係
の
規

制
で
あ
る
。
団
結
権
、
団
交
権
を
保
障
し
、
組
織
労
働
者
の
地
位
強
化
を
は

第
三
の
対
策
は
、

か
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
衆
購
買
力
を
増
強
し
、
も
っ
て
不
況
を
克
服
す
る
と

の
政
策
で
あ
る
。
こ
の
政
策
の
前
提
に
は
、
労
使
間
の
交
渉
力
の
不
平
等
ゆ

え
に
賃
金
が
相
対
的
に
低
く
お
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
低
賃
金
が
不
況
の

有
力
原
因
の
一
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
。
大
衆
購
買
力
の
増
強
に
よ
る

不
況
の
克
服
と
い
う
の
が
労
使
関
係
規
制
政
策
の
主
要
な
目
的
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
は
、
そ
の
他
に
、
国
家
機
関
に
よ
る
団
交
機
構
の
整
備
に
よ
り
労

使
紛
争
及
び
労
労
紛
争
を
回
避
、
調
整
し
、
円
滑
な
商
品
流
通
と
生
産
活
動

を
確
保
す
る
と
の
日
的
を
も
有
し
て
い
た
。
特
に
ニ
ラ
七
条
例
に
関
し
て
は

そ
の
よ
う
に
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ニ
ラ
七
条
例
と
ワ
グ
ナ
l

法
の
立
法
目
的
に
は
多
少
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
後
述

す
る
。(

1
〉
ニ
ュ

l
デ
ィ
l
ル
政
策
、
特
に
経
済
政
策
に
関
し
て
は
、
ァ
メ
リ

カ
経
済
研
究
会
編
『
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
の
経
済
政
策
』
(
一
九
六
五
年
〉

が
詳
細
で
あ
る
。

(
2
)

新
川
健
三
郎
『
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
』
(
一
九
七
三
年
)
九
頁
。

ガ
ル
プ
レ
イ
ス
『
大
恐
慌
』
(
一
九
七
一
年
〉
二
五
九
頁

i
一
一
六
一
頁

(
』
・
問
。
L
r
s
E
f
、円宮

O
B色
。
自
任
・
小
原
敬
土
訳
)
。

北法24(3・165)583



本ヰ

(
3〉
ア
メ
リ
カ
経
済
研
究
会
編
・
前
掲
書
三

O
六
頁
。

(
4
)

向
上
書
、
二
八
八
頁
の

E
j
2
1
1
「
ニ
ュ
l
デ
ィ

1
ル
労
働
政

策
の
展
開
」
参
照
。

(
5
)

巧
m
m
Z
T
F宮
内
円
〉
与
と
よ
ば
れ
る
。

資

ニ
ラ
七
条
同
の
立
法
過
程

ニ
ラ
は
、
一
九
三
三
年
六
月
十
六
日
に
成
立
し
た
二
年
間
の
時
限
立
法
で

あ
り
、
第
一
次
ニ
ュ

1
デ
ィ

1
幻
り
最
も
代
表
的
な
立
法
と
い
わ
れ
る
。
そ

第
二
款

の
目
的
は
、
「
企
業
の
自
己
規
制
、
過
剰
生
産
の
削
減
、
賃
金
の
引
上
げ
、
労

(
2
v
 

働
時
間
の
短
縮
、
物
価
騰
貴
な
ど
の
導
入
」
に
よ
る
産
業
復
興
の
促
進
で
あ

〔

3
X
4
)

る
。
随
策
の
実
施
機
関
と
し
て
全
国
復
興
庁

(
Zえ
Z
E
-
月
2
2
2可
〉
ι
l

ヨ
5
U
H
E
t
g
以
下
、

N
R
A
と
よ
ぶ
〉
が
設
置
さ
れ
、

N
R
A
の
指
導
と

監
督
の
下
、
各
産
業
毎
に
公
正
競
争
規
約

(g母
え

E
:
9
5匂
Z
E
S
)

が
作
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
七
条
例
の
団
結
権
、
間
交
権

保
証
条
項
及
び
労
働
基
準
条
項
は
、
そ
の
規
約
中
に
挿
入
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
さ
れ
た
。
因
に
、
七
条
例
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
本
章
の
下
で

承
認
さ
れ
、
規
定
さ
れ
、
発
行
さ
れ
た
す
べ
て
の
公
正
競
争
規
約
、
協
定
、

免
許
は
次
の
事
項
を
含
む
も
の
と
す
る
。

ω被
用
者
は
問
結
し
、
自
ら
、
選
ん

だ
代
表
者
を
通
じ
て
団
交
を
す
る
権
利
を
有
し
、
且
つ
、
同
体
交
渉
、
そ
の

他
の
相
互
扶
助
若
し
く
は
保
護
を
目
的
と
す
る
代
表
者
の
選
出
、
自
主
的
団

結
〈

Eh--円m
g
F
E
Z
O口
)
、
そ
の
他
の
団
体
的
行
動
(
門
司
口
門
司
件

a
R
t
i
t
g
)

に
お
い
て
、
使
用
者
若
し
く
は
そ
の
代
理
人
に
よ
る
干
渉
、
制
限
、
強
制
か

ら
自
由
で
あ
る
も
の
と
す
る
。
判
総
て
の
被
用
者
若
し
く
は
求
職
希
望
者

は
、
雇
用
条
件
と
し
て
会
社
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
若
し
く
は
自
ら
選
ん
だ

労
働
組
合
に
加
入
し
、
こ
れ
を
組
織
し
又
は
援
助
す
る
こ
と
を
や
め
る
よ
う

要
求
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

ω使
用
者
は
、
大
統
領
が
認
可
し
又
は
規
定

す
る
最
長
労
働
時
間
、
最
低
賃
金
、
そ
の
他
の
雇
用
条
件
を
尊
守
す
べ
き
も

の
と
す
る
」
。

以
下
、
七
条
同
の
立
法
経
過
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
経
過
に
お
い

て
い
か
な
る
修
正
が
な
さ
れ
た
か
を
あ
き
ら
か
に
し
、
労
使
双
方
が
七
条
例

に
い
か
な
る
期
待
を
か
け
た
か
を
検
討
し
た
い
。

付

提
出
時
の
法
案
内
容

三
ブ
七
条
例
の
立
法
化
の
主
体
と
な
っ
た
の
は
、

ワ
グ
ナ

l
上
院
議
員
と

統
一
鉱
山
労
働
組
合
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ル
イ
ス
(
』
c
r
ロ
ピ
三
ω
)

に

率
い
ら
れ
た
統
一
鉱
山
労
働
組
合
は
、
以
前
か
ら
団
結
権
、
団
交
権
保
障
立

法
の
実
現
に
は
熱
意
を
示
し
て
い
た
。
統
)
鉱
山
労
働
組
合
は

一
九
二
八

年
に
す
で
に
、
製
造
者
の
販
売
独
占

2
3
E
2九
百
}
}
吉
岡
田
出
↑
C
}
ω
)

を
反

ト
ラ
ス
ト
法
の
対
象
外
に
置
く
と
と
も
に
労
働
者
に
団
結
権
を
保
障
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
石
炭
産
業
の
安
定
化
を
め
ざ
す
ワ
ト
ソ
ン
・
ワ
ス
ポ

l
ン
法
案

北法24(3・166)584



(43仲
間
己
ロ
毛
主

F
G
E
E
-
)
を
作
成
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九

三
二
年
に
は
ワ
ト
ソ
ン
・
ワ
ス
ボ
l
ン
法
案
と
同
内
容
の
デ
イ
ビ
ス
・
ケ
-

リ
l
石
炭
安
定
化
法
案
〈
D
2
2
1穴
ぬ
一
一
可
。

s
-
ω
g
rロ
~
E
Z
G
D
日
比
}
}
〉
が
統

一
鉱
山
労
働
組
合
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
。
ワ
ト
ソ
ン
・
ワ
ス
ボ

l

ン
法
案

は
、
構
想
に
お
い
て
ニ
ラ
と
非
常
に
類
似
し
て
お
り
、
団
結
権
に
関
し
て
、

労
使
双
方
の
団
交
義
務
、
他
方
か
ら
干
渉
を
う
け
な
い
労
働
者
の
代
表
者
選

(ゴ完

出
の
自
由
、
黄
犬
契
約
の
違
法
化
等
ユ
ラ
七
条
例
に
具
体
化
さ
れ
る
諸
規
定

(
6
d
 

を
有
し
て
い
た
。

A
F
L
は
、
七
条
例
の
法
案
作
成
過
程
に
は
深
く
関
与
し
な
か
っ
た
が
、

七
条
例
の
修
正
過
程
に
お
い
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
重
要
な
役
割
一
を
担
っ

た。

アメリカにおける「不当労働行法制度」の形成

一
九
一
一
一
一
一
一
年
(
以
下
、
本
款
で
使
う
年
代
は
す
べ
て
何
年
〉
五
月
一
七
日
、

ニ
ラ
法
案
を
議
会
に
提
出
し
た
。
提
出
時
の

ロ
ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト
大
統
領
は
、

七
条
同
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
修
正
後
の
内
容
に
比
し
か
な
り
簡
単
な
も

の
で
あ
っ
た
。
「
本
章
の
も
と
に
承
認
さ
れ
、
規
定
さ
れ
、
発
行
さ
れ
た
す
べ

て
の
公
正
競
争
規
約
、
協
定
、
免
許
は
次
の
事
項
を
含
む
も
の
と
す
る
。
川
W

被
用
者
は
団
結
し
、
自
ら
選
ん
だ
代
表
者
を
通
じ
て
団
交
を
す
る
権
利
を
有

す
る
も
の
と
す
る

Dω
総
て
の
被
用
者
及
び
求
職
希
望
者
は
一
雇
用
条
件
と
し

て
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
若
し
く
は
自
ら
選
ん
だ
組
合
に
加
入
し
な
い
こ
と

を
要
求
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

ω略」。

iす

下
院
に
お
け
る
修
正

五
月
一
八
日
か
ら
二

O
日
ま
で
下
院
歳
入
委
員
会
(
民

2
自

巧

ミ

ωgι

冨
2
5
(
U
C
E
E
M
2
2〉
に
お
い
て
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
主
張
さ
れ

た
A
F
L
議
長
グ
リ
ー
ン
〈
巧
・
の

2
8〉
の
修
正
案
が
委
員
会
に
よ
り
承
認

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
修
正
に
よ
っ
て
団
結
権
、
団
交
権
の
内
容
は
か

な
り
明
確
に
さ
れ
た
。
修
正
の
第
一
と
し
て
、
七
条
例

ωの
条
文
の
後
に
、

「
(
被
用
者
は
)
同
交
そ
の
他
の
相
互
扶
助
若
し
く
は
保
護
を
目
的
と
す
る
代

表
者
の
選
出
、
自
主
的
団
結
、
そ
の
他
の
団
体
的
行
動
に
お
い
て
、
使
用
者

若
し
く
は
そ
の
代
理
人
に
よ
る
干
渉
、
制
限
、
強
制
か
ら
自
由
で
あ
る
も
の

と
す
る
」
と
の
規
定
が
付
加
さ
れ
た
。
こ
の
修
正
は
、
鉄
道
労
働
法
制
に
よ

っ
て
次
第
に
形
成
せ
ら
れ
た
団
結
権
、
団
交
権
の
観
念
を
再
確
認
し
た
も
の

で
あ
る
。
使
用
者
に
よ
る
干
渉
か
ら
の
自
由
を
団
結
権
、
団
交
権
の
基
礎

に
置
く
か
よ
う
な
考
え
方
は
、
ま
さ
に
不
当
労
働
行
為
制
度
を
支
え
る
も
の

と
い
え
よ
う
。
修
正
の
第
二
と
し
て
、
七
条
例
叫
の
「
:
:
:
雇
用
条
件
と
し

て
組
合
に
加
入
:
・
・
」
は
「
雇
用
条
件
と
し
て
会
社
組
合
に
加
入
:
:
:
」
と

変
更
さ
れ
、
会
社
組
合
以
外
の
自
主
的
組
合
へ
加
入
す
る
こ
と
を
雇
用
条
件

ハ
8
M

と
す
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ョ
ッ
プ
の
合
法
化
が
意
図
さ
れ
た
。

か
よ
う
に
下
院
段
階
で
は
、
団
結
権
、
団
交
権
の
内
容
が
明
確
化
さ
れ
、
七
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事}

条
同
一
に
対
す
る
使
用
者
側
の
反
対
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
使
用
者
側
の
反

対
が
な
か
っ
た
原
因
と
し
て
、

A
F
L
と
使
用
者
側
の
利
益
団
体
た
る
商
工

資

会
議
所
(
(
リ
Z
B
σ
2
9円
台

o
g
B
2
2
)
と
の
聞
に
、
カ
ル
テ
ル
承
認
条
項

ハ
9
v

と
七
条
例
の
相
互
支
持
の
約
束
が
存
し
て
い
た
こ
と
、
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

委
員
会
は
、
修
正
済
の
法
案
を
五
月
二
三
日
に
本
会
議
に
提
出
し
た
。
七

条
例
は
本
会
議
に
お
い
て
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
五
月
二
六
日
に
ニ
ラ
は

三
二
五
対
七
六
で
下
院
を
通
過
し
た
。

同

上
院
に
お
け
る
修
正

五
月
一
一
一
一
一
日
か
ら
六
月
一
日
に
か
け
て
上
院
財
政
委
員
会

3
3巳
ゅ
の
?

5
5
5
2
8
E
E
R
司
)
に
お
い
て
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
公
聴
会

に
お
い
て
、
全
国
製
造
業
者
協
会

(
Z邑
5
E
]
〉
自

S
E
-
-
2
0町
宮
E
E
F
?

吉
Z
B
)
に
結
集
し
た
使
用
者
は
、
七
条
例
の
骨
抜
き
を
め
ざ
し
て
多
く
の
修

正
案
を
提
山
し
切
そ
の
内
容
は
、
会
社
組
合
及
び
オ
l
プ
γ
シ
ョ
ッ
プ
制

の
維
持
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
全
国
製
造
業
者
協
会
の
顧
問

弁
護
土
た
る
エ
メ
リ

lc-
〉

何

E
q
己
は
、
労
働
条
項
の
内
容
を
「

ω

使
用
者
及
び
被
用
者
は
、
間
結
し
自
ら
選
ん
だ
代
表
者
を
通
じ
て
互
い
満
足

す
べ
き
あ
ら
ゆ
る
形
態
で
団
交
を
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

ωい

か
な
る
被
用
者
及
び
求
職
希
望
者
も
雇
用
条
件
と
し
て
適
法
な
音
性
江
口
互
に

総
合
に
加
入
又
は
加
入
し
な
い
よ
う
要
求
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。
ま
た
、

何
人
も
個
人
的
又
は
集
団
的
に
交
渉
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
も
の
と
す

る
」
と
す
べ
し
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
全
国
製
造
業
者
協
会
会
長
ル
ン
ド

(見

-
F
-
F
E
L
)
や
鉄
鋼
業
界
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
た
る
ホ

1
ク
(
の
・
同
N

E
g
r〉
も
現
存
す
る

「
満
足
す
べ
き
」
労
使
関
係
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る

と
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
の
提
案
は
、

A
F
L
を
代
表
す
る
ル
イ
ス
の
強
行
な

反
対
な
ど
も
あ
り
後
述
す
る
ク
ラ
l
ク
(
己

R
5
議
員
の
そ
れ
を
除
い
て

採
用
さ
れ
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ル
イ
ス
は
、
産
業
界
と
の
妥

協
と
し
て
、
七
条
湖
は
会
社
組
合
自
体
を
禁
止
し
た
も
の
で
は
な
く
会
社
組

合
加
入
を
雇
用
条
件
と
す
る
こ
と
の
み
を
禁
止
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
述
ベ

(
H〉た

。
当
時
の

A
F
L
は
、
会
社
組
合
規
制
に
関
し
か
な
り
あ
い
ま
い
な
態
度

を
と
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

委
員
会
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
ク
ラ
l
ク
の
修
正
案
は
、
七
条
例

ωの
文

言
の
後
に
次
の
規
定
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
但
し
、
本
章
で
は
、
特

定
の
工
場
及
び
会
社
の
被
用
者
は
、
賃
金
、
労
働
時
間
そ
の
他
の
労
働
条
件
に

関
し
て
使
用
者
と
間
交
を
す
る
日
的
を
持
っ
て
団
結
す
る
権
利
を
有
す
る

と
(
限
定
的
な
)
解
釈
が
な
さ
れ
る
べ
き
そ
あ
り
、
特
定
の
工
場
及
び
会
社
の

使
用
者
・
被
用
者
間
の
現
存
の
満
足
す
べ
き
(
2
5
江
口
問
g
p
p
a
2
己
関

係
を
強
い
て
変
更
す
る
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
。
こ
の
規
定

は
、
ほ
ぼ
使
用
者
の
主
張
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
.
六
月

北法24(3・168)586



七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
上
院
本
会
議
に
お
い
て
ノ
リ
ス
議
員
ら
の
反
対
に
会

い
四
六
対
コ
二
で
そ
の
削
除
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
ノ
リ
ス
議
員
は
、

ク
ラ
I
ク
修
正
案
は
会
社
組
合
を
助
長
し
、
結
局
、
七
条
例
の
越
己
H
を
没
却

(日
v

せ
し
め
る
と
キ
張
し
た
。

(斗完

本
委
員
会
で
は
七
条
同
に
対
す
る
使
用
者
側
の
攻
撃
が
織
烈
を
極
め
て
い

た
が
、
他
方
、
団
結
権
、
間
交
権
を
よ
り
保
障
す
る
修
正
も
な
さ
れ
た
。

A

F
L
の
支
持
を
得
た
ウ
オ
ル
シ
ユ
(
巧
ω]my
〉
議
員
の
修
正
(
案
)
は
、
七
条

同
仰
を
、
「
総
て
の
被
用
者
及
び
求
職
希
望
者
は
、
履
用
条
件
と
し
て
会
社
組

合
に
加
入
す
る
こ
と
若
し
く
は
自
ら
選
ん
だ
労
働
組
合
に
加
入
し
、
こ
れ
を

組
織
し
又
は
援
助
す
る
こ
と
を
や
め
る
よ
う
要
求
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
」

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

と
変
更
し
傍
点
部
分
を
付
加
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
修
正
は
、
ク
ラ
|

ク
修
正
案
と
は
呉
な
り
本
会
議
で
削
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
よ
う

な
立
法
経
過
を
経
た
後
、
六
月
一
六
日
に
ニ
ラ
は
大
統
領
の
署
名
を
経
て
成

立
し
た
。

以
上
初
介
し
た
よ
う
に
、
議
会
は
、
か
な
り
明
確
に
問
結
権
、
同
し
父
権
の

保
障
を
望
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
グ
リ
ー
ン
及
び
ウ
オ
ル
シ
ュ
の

修
正
案
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
七
条
例
は
次
の
よ
う
な
欠
点
を
も
有
し
て
い
た
よ
竺
に
、
七
条
同
は
、

同
結
権
、
団
交
権
を
具
体
的
に
保
障
す
る
機
構
に
関
す
る
定
め
を
な
ん
ら
有

(
日
〉

し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
機
構
上
の
不
備
は
、
七
条
例
の
運
常
を
大
い
に
妨

げ
、
ワ
グ
ナ
l
法
は
、
こ
の
不
備
の
是
正
を
主
な
目
的
と
し
て
立
法
化
さ
れ

る
に
い
た
っ
た
。
第
二
に
、
七
条
凶
は
、
会
社
組
合
規
制
に
関
し
明
確
な
態

度
を
と
ら
な
か
っ
た
。
立
法
者
の
意
凶
は
、
会
社
組
合
の
維
持
を
目
的
と
す

る
使
用
者
側
の
諸
修
正
案
を
こ
と
ご
と
く
否
決
し
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
会
批
組
介
の
八
千
面
的
温
存
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
と
い
っ
て
も
、
立

法
者
は
、
会
社
組
人
口
自
体
の
違
法
性
ま
で
も
ゑ
認
し
た
訳
で
は
な
く
、
会
社

組
合
加
入
を
医
用
条
件
と
す
る
こ
と
の
み
を
違
法
と
み
な
し
た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
ル
し
た
、
か
つ
て
、
七
条
例
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
使
用
者
に
よ
る
組
合

〈
同
〉

支
配
及
び
会
社
組
合
の
設
債
を
十
分
に
は
禁
止
し
え
ず
、
自
主
的
問
結
の
保

障
と
い
う
七
条
例
本
米
の
け
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
立
法
者
の
あ
い
ま
い
な
態
度
に
も
由
来
し
て
い
た
。

(
1
)

第
一
次
ニ
ュ

i
デ
ィ
1
ル
と
は
、
一
九
一
一
一
一
一
一
年
の
「
百
日
議
会
」

に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
諸
政
策
で
あ
り
、
政
府
は
、
民
間
企
業
と
の

緊
衡
な
協
力
に
よ
っ
て
張
気
の
回
復
を
も
と
め
た
。
一
方
、
第
三
次

ニュ

l
デ
ィ
ー
ん
と
は
、
一
九
三
五
年
に
始
ま
っ
た
諸
政
策
で
あ

り
、
政
府
は
、
め
ぐ
ま
れ
る
こ
と
の
少
な
い
集
団
に
購
買
カ
を
汁
代
入

し
、
且
つ
社
会
保
障
を
通
じ
て
彼
ら
の
将
来
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
不
況
の
恒
久
的
回
復
を
め
ざ
し
た
。
フ
ォ
ー
ク
ナ
l
『
ア
メ
リ
カ

経
済
史
(
下
〉
』
(
一
九
六
九
年
〉
八
四
七
頁
(
出
向
。
E

C

3
己

E
F
北11;24(3・169)587



キト

〉
ヨ

2
2
Z
何

2
5
5田
町
田
昌
吉
弓
小
原
敬
土
訳
)
。

(
2
)

同
上
書
八
六

O
頁。

(
3
)
-一
ラ
に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
研
究
会
編
・
前
掲
書
第
一
部
、

第
二
阜
、
全
国
産
業
復
興
法
の
成
立
と
そ
の
背
景
、
第
二
章
、
全
国

産
業
復
興
法
の
も
と
で
の
産
業
政
策
の
展
開
、
第
三
章
、
全
国
産
業

復
興
政
策
の
評
価
、
が
詳
細
で
あ
る
。

(
4
)

ニ
一
フ
一
条
に
お
い
て
宣
言
さ
れ
た
立
法
目
的
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。
「
前
略
・
:
・
(
本
法
の
目
的
は
)
事
業
者
団
体
公
E
含

m
E
I

C
℃ω
)

の
協
同
的
行
為
を
目
的
と
す
る
産
業
の
組
織
化
を
促
進
し
、

政
府
の
適
切
な
認
可
(
宮
口
円

tg)
と
監
督
の
下
に
労
使
間
の
協
同

行
為
を
促
進
、
維
持
し
、
不
公
正
な
競
争
を
除
去
し
、
産
業
の
現
有

生
産
能
力
を
最
大
限
利
用
で
き
る
よ
う
促
進
し
、
生
産
に
対
す
る
不

当
な
制
限
を
避
け
、
購
買
力
を
増
強
す
る
こ
と
に
よ
り
産
業
及
び
農

業
生
皮
物
の
消
費
を
高
め
、
失
業
者
を
減
少
、
救
済
し
、
労
働
条
件

を
改
善
し
、
産
業
を
復
興
し
、
自
然
資
源
を
保
全
し
て
一
般
福
祉

(
間

2
2牛
耳

己

F
3
)
を
増
進
す
る
こ
と
で
あ
る
」
。

(
5
)
か
よ
う
な
規
定
方
法
は
、
一
見
聞
結
権
、
団
交
権
の
保
障
が
企
業

相
互
間
の
公
正
競
争
維
持
政
策
の
一
環
と
し
て
定
め
ら
れ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
「
強
化
さ
れ
た
労
働
者
組
織
の
承
認
が
直
按
購
買
力
の

維
持
、
増
強
に
と
り
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
遊
び
に
か
か
る
労
働
者

組
織
の
協
力
な
し
に
は
事
態
の
解
決
さ
ら
に
は
制
度
の
維
持
そ
の
も

の
が
凶
難
で
あ
る
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
、
そ
れ
自
体
単
な
る
副
次

的
ハ
目
的
に
と
ど
ま
り
え
な
い
独
自
の
意
義
と
重
要
性
を
担
う
も
の
で

'ii 

あ
っ
た
」
。
片
凶
恩
「
不
当
労
働
行
為
論
序
説
斗
」
法
学
論
叢
六
八
巻

四
号
(
一
九
六

O
年
)
六
九
頁
。

(
6
)
H
H
2コ
回
目
。
門
口
凹
宮
古

w
z
g〈
ロ

g-
の

c-ra同
〈
何
回
日
mmwFE口町

同

ν
G
一回円可(一回印〔}〉匂℃・
M
ω
i
i
N
ム・

(
7
)

ニ
ラ
の
草
案
は
、
大
別
し
て
次
の
三
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
た
と
い
わ
れ
る
。
第
一
は
、
産
業
界
の
利
議
代
表
、
組
織
労
働
者

の
利
益
代
表
、
公
共
事
業
計
画
を
強
調
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
含
む

ワ
グ
ナ

l
上
院
議
員
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
。
第
二
は
、
商
務
次

官
J
・
デ
ィ
ツ
キ
ン
ソ
ン
(
』
・

E
n
r
5
8る
を
中
心
と
し
農
務
次

官
タ
グ
ウ
ェ
ル

(
H
N

吋
c

m

君
。
}
]
)
労
働
長
官
パ

l
キ
ン
ス
(
m
J
H
V
T

H
E
E
)
な
ど
を
含
む
高
官
グ
ル
ー
プ
。
第
三
は
、
後
に

N
R
A
の
長

官
に
な
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、
ザ
ッ
ク
ス
や

リ
ッ
チ
パ
l
グ
(
り
・
問
-
E
n
r
r
o片
岡
〉
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
。
シ
ヨ
ン
ソ

γ
は
、
ロ
l
ズ
ヴ
エ
ル
卜
大
統
領
か
ら
草
案
作
成
の

委
託
を
う
け
た
モ

l
レ

l

(
月・

ζ
♀
弓
)
か
ら
の
再
委
託
を
う
け

て
草
案
を
作
成
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
経
済
研
究
会
編
・
前

掲
喜
四
二

l
四
三
頁
。

(
8
)
回
2
5
Z
E唱己目】・
2
?
"
司・

ωム・

(
9
)
-
E
L
J
可・

2
・
u
ζ
m，
m
w
-
m
g
L
E
L
F
-
O日
仏
D
P
の
2
2
=ヨ
g

昨

ω=門
】
〉
ヨ
司
同
門
知
口
開
円
。
ロ
O
B可
・
(
一
∞
士
)
同
)
・
印
吋
ム
!
・

(
旧
)
∞
2
5
Z
E
-
-℃
-
n
-
7
3・
2iω
吋
・
パ
l
ン
ス
タ
イ
ン
は
、
使

用
者
側
の
態
度
、
か
急
変
し
た
原
因
を
な
ん
ら
あ
げ
て
い
な
い
。

FσFL
、同)同】・

ω
印1
l
ω
白

北法24(3・170)588

(
日
)



アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成(斗完

(
ロ
)
こ
の
提
案
は
、
一
九
二
六
年
鉄
道
労
働
法
の
起
草
者
た
る
リ
ッ
チ

パ

1
グ
及
び
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
支
持
を
う
け
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

(

門

川

〉

図

司

E
Z
5・
0
甘

-
n
F
p
w
旬・

8
・

(
M
門
)
-
一
ラ
の
審
議
期
間
は
、
五
月
一
七
日
か
ら
六
月
一
六
日
ま
で
と
非

常
に
短
期
間
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
団
交
制
度
全
般
に
つ
い
て
の

十
分
な
論
議
は
な
さ
れ
ず
七
条
例
は
簡
単
な
規
定
に
と
ど
ま
っ
た
。

(
日
)
円
巧
E
9
C
G
2
5
5
2凶
作

山

昆

nc一一
E
M
Z
Fぬ
丘
三
お
・

(一一山印一〉司・一由国・

(
山
山
〉
ワ
グ
ナ

l
は
、
ヮ
グ
ナ

i
法
の
立
法
に
際
し
、
七
条
例
の
最
大
の

欠
点
と
し
て
「
そ
の
裁
定
を
執
行
す
る
こ
と
が
実
際
上
不
可
能
で
あ

る
」
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

(
U
C
ロ叫
-
H
N
m
g
E
W
H
K
}内
M
H
U
F
同

ω
ご

(
行
)
一
九
三

O
年
の
鉄
道
労
働
法
人
口
憲
判
決
の
よ
う
に
、
七
条
例
の
解

釈
に
よ
っ
て
実
質
的
に
会
社
組
合
を
規
制
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ

た

(
同
)
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
に
会

社
組
合
組
合
員
数
は
一
二
六
万
人
か
ら
二
五

O
万
人
へ
と
激
増
し

た。

第
三
款

全
国
労
働
局
の
設
置

七
条
例
の
文
言
は
か
な
り
簡
単
な
も
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
き
多
様
な
解

釈
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
労
使
双
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
達
に
都
合
の

良
い
よ
う
に
七
条
同
を
解
釈
し
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
新
た
に
労
使
紛
争
が
頻

発
し
た
。
使
用
者
の
多
く
は
、
七
条
同
に
よ
っ
て
会
社
組
合
加
入
を
雇
用
条

件
と
す
る
こ
と
及
び
労
働
組
介
に
加
入
し
な
い
よ
う
強
制
す
る
こ
と
だ
け
が

禁
止
さ
れ
た
と
み
な
し
た
。
さ
ら
に
、
使
用
者
の
中
に
は
、
公
正
競
争
規
約

内
に
団
体
交
渉
機
構
と
し
て
従
業
員
代
表
制
や
オ
ー
プ
ン
シ
ョ
ツ
プ
制
を
規

定
す
る
者
さ
え
あ
ら
わ
れ
た
。
一
方
、
労
働
組
合
側
は
、
七
条
例
に
よ
っ
て

自
主
的
な
労
働
組
合
運
動
が
全
面
的
に
保
障
さ
れ
た
と
み
な
し
、
組
合
承
認

を
求
め
る
争
議
で
使
用
者
に
対
応
し
た
。
か
よ
う
に
七
条
例
を
め
ぐ
っ
て
労

使
関
係
が
混
乱
し
た
が
、
ニ
ラ
の
政
策
実
施
機
関
た
る

N
R
A
は
、
こ
れ
ら

の
争
議
を
十
分
に
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

大
統
領
は
、
こ
れ
ら
の
争
議
に
よ
っ
て
復
興
計
画
が
遅
れ
る
の
を
危
倶

し
、
労
働
及
び
産
業
諮
問
委
員
会
(
ピ

Z
Z
E
E
E弘
司
〉
《
玄
白
々
∞

S
丘
)

の
勧
告
に
基
づ
長
二
九
三
三
年
八
月
五
日
に
争
議
調
整
機
関
た
る
全
国
労
働

局

(
Z
ω
t
o
g
-
h
m戸
}
】
耳
切

g
三
以
下
、

N
L
B
、
と
よ
ぶ
)
を
設
置
し
た
。

〔

2
〉

N
L
B
は
三
者
構
成
で
あ
り
、
公
益
委
員
と
し
て
ワ
グ
ナ

l
、
ウ
オ
ル
マ
ン

〔

3
v

(
「
看
守

-2ロ
)
及
び
テ
イ

1
グ
ル

(
4
く
・
討
を
ゆ
)
、
使
用
者
代
表
と
し
て

組ス
イ7 ウ

代オ
炎!
とプ
し(
ての
グ
リ玄
l ♀ 
ン~

5某
ノレ y 

iユ
ス

と
タ

の
イ

メ
ン

ン

ハ千コ

で巴
あ 5
つ pt
Tこ 5

'-ノ

ワ労
グ働

北法24(3・171)589

ナ
ー
が
議
長
と
な
り
、
事
務
長

(
2
m
E
E話

ω
2
3
gミ
)
と
し
て
レ
イ
ザ

1

ソ
ン
(
巧

-
r
u
q
gる
が
任
名
さ
れ
た
。

N
L
B
に
課
せ
ら
れ
た
役

〈

4
-

割
は
、
大
統
領
再
雇
用
協
定
(
列

2
2
1
3
5
g門
〉
m
z
m
g
g
C
及
び
公
正

競
争
規
約
の
解
釈
適
用
か
ら
生
ず
る
紛
争
の
調
整
と
そ
の
平
和
的
解
決
で
あ



キヰ

(
5
)
 

っ
た
。
だ
が
、

N
L
B
の
設
立
時
に
は
そ
の
役
割
を
逐
行
す
る
た
め
に
必
要

な
権
限
は
ま
っ
た
く
不
明
篠
で
あ
っ
た
。
七
条
例
は
確
か
に
団
結
権
、
間
交

1ft 

権
の
保
障
を
宣
言
し
た
規
定
で
あ
っ
た
が
こ
れ
か
」
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
そ

の
保
障
を
具
体
的
に
実
防
相
す
る
機
構
は
ま
こ
と
に
お
そ
ま
つ
な
状
態
で
あ
っ

た。
N
L
B
の
権
限
が
最
初
に
明
確
に
さ
れ
た
の
は
一
九
コ
一
三
年
一
二
月
二
ハ

日
の
行
政
命
令
(
日
常
己
立

2

2
母
。
第
六
五
一
一
号
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

〈

6
〉

こ
の
命
令
は

N
L
B
の
権
限
と
し
て
次
の
も
の
を
あ
げ
た
。
①
ニ
ラ
の
日
的

を
阻
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
労
使
間
の
す
べ
て
の
争
い
を
調
停
(
ヨ

a
E
Z
g

〈

7
)

gロ
2
-
E
E
D
)
若
し
く
は
仲
裁
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
。
②
労
使
代
表
同

数
よ
り
な
る
地
区
若
し
く
は
地
方
労
働
局
を
設
置
す
る
こ
と
。
③
公
益
上
の

必
要
の
あ
る
時
、
地
区
若
し
く
は
地
方
労
働
局
の
決
定
を
再
審
査
す
る
こ

と
。
④
局
の
手
続
や
職
務
逐
行
に
関
す
る
内
規
を
作
成
す
る
こ
と
。

N
L
B
の
遂
滋
は
、
そ
の
不
十
分
な
権
限
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
初
期

に
お
い
て
は
あ
る
程
度
の
成
功
を
お
さ
め
た
と
い
わ
れ
る
。

N
L
B
は
、
故

初
の
事
件
で
あ
る
ペ
ン
シ
ル
ベ
エ
ニ
ア
州
の
洋
品
産
業
の
争
議
の
際
に
リ
i

デ
イ
ン
グ
方
式
(
列

g
b口
問

司

2
E
C
}白
〉
と
よ
ば
れ
る
争
議
解
決
原
則
を
採

用
し
七
条
例
の
具
体
化
を
は
か
っ
た
。
そ
の
方
式
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う

な
内
容
の
解
決
案
が
労
使
双
方
及
び

N
L
B
に
よ
っ
て
協
定
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
さ
れ
た
。
①
ス
ト
は
中
止
さ
れ
る
。
②
ス
ト
参
加
労
働
者
は
、
偏
見
を

も
た
れ
ず
若
し
く
は
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
復
職
す
る
。
③
団
交
の
た
め
の

代
表
者
選
出
選
挙
が

N
L
B
の
指
示
の
も
と
に
な
さ
れ
る
。
④
そ
の
選
挙
に

よ
っ
て
選
川
さ
れ
た
代
表
者
は
、
賃
金
、
労
働
時
間
、
労
働
条
件
に
関
す
る

合
意
に
達
す
る
よ
う
使
用
者
と
交
渉
す
る
権
限
が
付
与
さ
れ
る
。
か
よ
う
な

方
式
は
、
「
間
交
代
表
者
選
出
の
権
利
」
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
七
条
例
の

趣
旨
を
兵
体
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
団
結
権
自
体
の
保
障
と
し
て
は
不
十

分
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
使
用
者
は
比
較
的
抵
抗
な
く
こ
の
方
式
を
受
け

い
れ
、
こ
の
方
式
は
多
く
の
分
野
で
実
施
さ
れ
N
L
B
の
運
営
は
成
功
す
る

(
o
n
)
 

か
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
今
一
国
製
造
業
者
協
会
を
中
心
と
す
る
使
用
者
側

は
、
り
l
デ
イ
ン
グ
方
式
が
結
局
現
存
の
満
足
す
べ
き
労
使
関
係
を
破
壊
す

る
に
い
た
る
、
と
の
理
由
で
公
然
と

N
L
B
に
敵
対
し
始
め
た
。
ま
ず
、
ゥ

エ
ル
ト
ン
(
宅

2
ざ
る
鉄
鋼
会
社
と
パ
ッ
ド
(
切

E
e
製
造
会
社
が
リ
l

デ
ィ
ン
グ
方
式
の
採
用
を
叫
否
し
、
こ
れ
に
つ
づ
く
使
用
者
も
多
か
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
使
用
者
の
か
よ
う
な
攻
撃
に
対
し
、
組
合
側
は
、
争
議
に
よ
っ

て
自
己
の
利
益
や
権
利
を
擁
護
し
よ
う
と
し
た
。
な
ん
ら
の
強
制
権
限
を
有

し
な
い

N
L
B
は
、
こ
の
事
態
に
対
し
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
た
て
る
こ
と

が
で
き
ず
、

一
九
三
四
年
二
月
段
階
に
お
い
て
既
に
そ
の
運
営
は
マ
ヒ
寸
前

で
あ
っ
た
。

~t法24(3 ・ 172)590



そ
こ
で
、
大
統
領
は
再
度
行
政
命
令
に
よ
っ
て
N
L
B
の
権
限
強
化
を
閃

円。)

っ
た
。
一
九
三
四
年
二
月
一
円
の
行
政
命
令
第
六
五
八

O
号
は
、
以
下
の
権

限
を
N
L
B
に
付
与
し
た
。
①
N
L
B
の
排
他
的
統
制
の
も
と
且
つ

N
L
B

の
規
則
に
従
っ
て
、
間
交
、
相
互
扶
助
若
し
く
は
保
護
を
目
的
と
す
る
多
数
決

原
理
に
基
づ
く
被
用
者
代
表
選
出
選
挙
を
な
し
、
代
表
者
の
氏
名
を
公
開
す

る
こ
と
。
②
正
当
な
代
表
者
を
承
認
せ
ず
若
し
く
は
こ
れ
と
交
渉
し
な
い
使

用
者
を
N
L
B
に
報
告
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
何
年
二
月
一
一
一
一
一
日
の
行
政
命
令

(つ完

第
六
六
一
二

i
A号
は
、
被
用
者
代
表
選
挙
へ
干
渉
し
た
使
用
者
若
し
く
は

団
交
を
ね
ナ
合
し
た
使
用
者
を
司
法
長
官
又
は
N
R
A
の
統
制
部
に
報
告
し
、

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

問
機
関
に
対
し
適
正
な
措
買
を
採
る
よ
う
勧
告
す
る
権
限
を
N
L
B
に
付
与

し
た
。こ

の
よ
う
に
し
て
N
L
B
は
、
七
条
例
を
実
施
す
る
た
め
の
権
限
を
一
定

程
度
付
与
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
は
N
R
A
及

び
司
法
省
の
協
力
が
心
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
機
関
は
、
七
条
同
の
運
営
円
に
は

熱
意
を
示
さ
ず
N
L
B
に
対
し
て
も
協
力
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
事
態
は
な

ん
ら
改
存
さ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
行
政
命
令
を
出
し
た
大
統
領
自
身
が

行
政
命
令
で
由
民
一
日
さ
れ
た
多
数
決
原
理
に
ま
っ
た
く
反
し
た
比
例
代
表
制
を

争
議
解
決
原
則
と
し
て
採
用
し
、
自
ら
N
L
B
の
運
営
を
阻
害
す
る
に
い
た

っ
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
統
一
自
動
車
労
働
組

人
H

の
出
し
た
組
介
承
認
要
求
及
び
同
交
要
求
を
使
用
者
が
拒
否
し
た
こ
と
か

ら
大
争
議
が
発
生
し
た
o
N
L
B
に
よ
る
争
議
調
整
が
失
敗
し
た
の
で
、
ロ

ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
長
官
は
争
議
に
直
接
介
入
を
し
、
三
月
二
五

日
に
以
下
の
条
件
で
争
議
を
解
決
し
切
①
使
用
者
は
、
被
用
者
の
各
グ
ル

ー
プ
(
個
人
、
会
社
紹
介
、
自
主
的
外
部
組
合
)
か
ら
そ
の
構
成
員
数
に
比

例
し
て
選
附
さ
れ
た
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
交
渉
委
員
会
と
問
交
を

す
る
。

@
N
L
B
か
ら
独
立
の
三
者
構
成
の
自
動
車
労
働
局
(
〉
三
o
g
o
t
-
一命

円
、
与
耳
切
0
2
5
が
設
置
さ
れ
る
。
争
議
解
決
条
件
の
一
た
る
比
例
代
表
制

は
、
二
月
一
日
の
行
政
命
令
に
ま
っ
た
く
反
し
、
七
条
同
の
解
釈
に
関
す
る

(
は
)

政
府
部
内
の
意
見
の
不
一
致
を
公
知
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
な

事
情
も
あ
っ
て
N
L
B
の
運
れ
は
再
び
停
滞
し
た
。
こ
の
失
敗
に
鑑
み
、
七

条
例
を
よ
り
尖
効
性
を
も
っ
て
保
障
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
に
い
た
っ
た

の
が
公
共
決
議
第
四
四
号
に
基
づ
く
全
国
労
働
関
係
局

(
Z主
3
E
ご
L
『

2

H
N
己
弘

3
5
∞S
丘
)
で
あ
っ
た
。

/ー¥

¥ノ

E
-
〉
・
冨
ニ
一
5
2
ι
ζ
c口
仲
間
。
口
百
円
可
・

oaz-N丘
ピ
ヶ
ヨ
・
(
-
U
品
目
)

官・〕-一凶一-

(
2
)

労
働
諮
問
委
員
会
議
長
。

(
3
〉
産
業
諮
問
委
員
会
議
長
。

(
4
)
-
一
ラ
成
立
後
、
公
正
競
争
規
約
の
作
成
が
予
期
に
反
し
て
進
ま
な

か
っ
た
の
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
長
官
は
、

N
R
A
の
定
め
る
賃
金
、
労

JI::法24(3・173)591



平ヰ

働
時
間
に
関
す
る
基
準
及
び
七
条
凶

ωω
の
規
定
を
遵
守
す
る
と
の

一
括
協
定
を
作
成
し
、
使
用
者
を
し
て
こ
の
協
定
に
同
意
さ
せ
る
国

民
運
動
を
お
こ
し
た
。
こ
の
一
括
協
定
が
大
統
領
再
雇
用
協
定
と
よ

ば
れ
る
。

(
5
)

冨
O

ロ子グー

c
r
o同
問
。
〈
日
夕
耳
目
】
件
。
日
吉
町
一
回

ωω
司
・
印
印

ω

(
6
)

忌
己
ロ
子
ゲ
・

τ
r
2
岡山雪

5
J
J
h
o
r
s
q
一回

ω品
匂

M
U
M
-

(
7
)

労
使
紛
争
の
管
幣
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
労

働
省
調
停
部

2
3
2
-
E
t
S
F
3
2
)
は
、
賃
金
、
労
働
時
間
そ

の
他
の
労
働
諸
条
件
に
関
す
る
紛
争
を
管
轄
対
象
と
す
る
。
公
正
競

争
規
約
の
統
制
部
は
、
賃
金
、
労
働
時
間
に
つ
い
て
の
規
約
規
定
に
関

す
る
紛
争
を
管
幣
対
象
と
す
る
。

N
L
B
の
地
方
支
局
は
、
七
条
例

に
閲
す
る
紛
争
を
管
轄
対
象
と
す
る
。

ζ
己一広

ω
E
P
F
H
d仲
間

9
5
1

m
3
r
。
司
・
門
広
・
℃
・
吋
印
白

〈

8
〉
巧
広
口
3

J

C
℃

-
i
ア
司
-
N
G
O

(
9
)

冨
c己
主
可
円
、
与
2
m
2
5
ヌ
ヨ
ωRr-uω
ム
℃
・
印
日
∞

(
川
山

)
N
R
A
は
相
対
的
に
使
用
者
側
に
共
感
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、

司
法
省
は
、
ニ
ラ
に
違
憲
の
疑
い
を
有
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
こ
の

積
の
労
働
事
件
を
処
理
し
た
経
験
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
H
N
G

百円門

戸
岡
山
・
四
円
c
c
r
p
d己
申
同
国

q
h
吋

r
2
円
。
宅
=
。
7
0
2
5
m
-
(
]白
ωU〉

℃
品
}
・

(

日

〉

切

R
E
R
E
-
C℃・

2
7
匂

-
m
0
・

(
門
は
)
す
で
に
、
一
九
三
四
月
二
月
四
日
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
長
官
と
リ
ッ
チ

パ
l
グ
は
共
川
戸
明
を
州
し
比
例
代
表
制
を
主
張
し
て
い
た
。
新
川

ft 

健
三
郎
・
前
掲
室
こ
二
五
頁
。

北法24(3・174)592

第
四
款

公
共
決
議
第
四
四
号

七
条
例
の
解
釈
を
め
ぐ
る
政
府
部
内
に
お
け
る
意
見
の
不
一
致
及
び
裁
定

を
強
制
し
え
な
い
と
い
う
N
L
B
の
機
構
上
の
欠
陥
は
、
七
条
例
で
宣
一
五
目
さ

れ
た
問
結
権
、
団
交
権
の
実
現
を
妨
げ
て
い
た
。
他
方
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
打
破
し
実
効
性
且
つ
統
一
性
の
あ
る
労
使
関
係
法
を
制
定
し
、
も
っ
て
一

日
で
も
早
く
労
使
関
係
の
安
定
化
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
も
活
発
に
な
っ
て

き
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
ワ
グ
ナ

l
、
N
L
B
の
委
員
及
び
八

F

L
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
ワ
グ
ナ
ー
ら
を
中
心
と
す
る
%
使

関
係
法
制
定
の
動
き
と
そ
れ
に
対
す
る
政
府
の
対
応
を
考
察
す
る
。
こ
の
時

期
は
、
い
わ
ば
ワ
グ
ナ
l
法
誕
生
の
陣
痛
期
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

同
結
権
、
団
交
権
保
障
に
関
し
貴
重
な
経
験
が
数
多
く
な
さ
れ
た
。

一
ワ
グ
ナ
l
労
働
争
議
法
案

ワ
グ
ナ
l
、

N
L
B
の
委
員
及
び

A
F
L
は、

一
九
三
一
四
年
一
月
以
来
共

同
し
て
実
効
性
且
つ
統
一
性
の
あ
る
労
使
関
係
法
の
法
案
を
作
成
し
て
い

た
。
同
年
三
一
月
一
日
、
ワ
グ
ナ
ー
は
、
そ
の
成
果
た
る
ワ
グ
ナ
l
労
働
争
議

法
案
(
巧
ω四
百
円
ピ
σ
2
E
ω
七
三
宮
田
=
)
を
上
院
に
提
附
し
た
。
以
下
、

そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

第
一
章
は
、
立
法

H
的
を
次
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
。
「
経
済
力
の
集
中



は
、
労
使
間
の
交
渉
力
の
均
衡
を
失
わ
せ
、
そ
の
結
果
、
個
々
の
被
用
者
に

と
っ
て
契
約
の
自
由
は
な
く
な
り
、
ま
た
、
そ
れ
は
労
使
紛
争
の
主
要
な
原

因
と
も
な
っ
た
。
通
商
に
対
す
る
妨
害
を
除
去
し
、
統
一
的
な
労
働
条
件
基

準
を
高
め
、
も
っ
て
一
般
福
祉
を
増
進
さ
せ
る
た
め
に
、
議
会
の
政
策
は
、

労
働
組
合
に
対
す
る
妨
害
討
を
減
少
さ
せ
、
交
渉
力
の
均
衡
化
を
は
か
り
、
紛

争
解
決
の
た
め
の
機
関
を
準
備
す
る
も
の
と
す
る
。
」

四
条
は
、
被
用
者
の
問
結
権
、
団
交
権
の
内
容
を
、
「
組
織
化
、
自
ら
選
出

(つ完

し
た
代
表
者
を
通
じ
て
な
す
団
交
、
相
互
扶
助
若
し
く
は
保
護
の
た
め
に
団

結
し
、
労
働
組
公
に
加
入
し
、
労
働
組
合
若
し
く
は
他
の
組
織
に
お
い
て
団

体
的
行
動
に
参
加
す
る
〕
権
利
と
定
め
た
。
そ
の
権
利
を
実
効
あ
ら
し
め
る

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

た
め
、
五
条
は
、
使
用
者
の
な
す
以
下
の
行
為
を
不
当
行
為
守
口
{
印
民
間

E
l

戸

qり
》

円
丘
町
内
)
と
し
て
禁
止
し
た
ぴ
①
干
渉
、
影
響
力
の
行
使
公
民

F
2口
ぬ
)
、
制
限
、

え
こ
ひ
い
き

(
F
5円
)
、
強
制
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
若
し
く
は
他
の
方
法
に
よ
っ

て
四
条
で
認
め
ら
れ
た
被
用
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
。
②
被
用
者
代
表

を
承
認
せ
ず
若
し
く
は
こ
れ
と
交
渉
し
な
い
こ
と
、
設
び
に
被
用
者
代
表
と

と
も
に
な
す
協
約
作
成
に
関
し
若
し
く
は
協
約
継
続
の
た
め
に
合
理
的
な
努

力
を
な
さ
な
い
こ
と
。
③
労
働
組
合
の
結
成
、
組
合
の
規
則
・
内
規
・
そ
の

他
の
運
常
規
則
(
円

B
E
E
t
o
p
g
r
z‘
♀

7
2
m
2司
己
ロ
m
E
-
2
)
の

作
成
、
組
合
活
動
、
政
策
決
定
、
選
挙
を
援
助
し
、
こ
れ
ら
に
参
加
若
し
く
は

こ
れ
ら
を
監
督
し
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
。
④
労
働
組

介
に
対
し
て
財
政
的
援
助
を
す
る
こ
と
。
⑤
こ
の
法
律
に
違
反
す
る
契
約
が

無
効
で
あ
る
旨
を
被
用
者
に
通
知
し
な
い
こ
と
。
⑥
労
働
組
合
の
組
合
員
で

あ
る
こ
と
若
し
く
は
組
合
員
で
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
雇
用
条
件
を
差
別

(
4】

す
る
こ
と
。

第
二
章
は
、
不
当
行
為
を
規
制
す
る
機
関
と
し
て
、
全
国
労
働
局

(
Z
μ
1

立
g
ω

こし
ωrcH
回
D
R
L
)

を
設
慢
す
る
旨
定
め
た
。
全
国
労
働
局
は
、
公
益

委
員
三
名
、
労
使
代
表
委
員
各
二
名
、
計
七
名
か
ら
な
る
三
者
構
成
の
独

立
委
員
会
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
権
限
は
、
労
使
紛
争
の
調
停
(
二

O
四

条
)
、
通
商
の
自
由
な
流
れ
を
妨
害
す
る
不
当
行
為
の
救
済
(
二

O
五
条
〉
、
労

使
紛
争
の
仲
裁
(
二

O
六
条
)
及
び
交
渉
代
表
者
の
決
定
(
二

O
七
条
)
で

あ
っ
た
。
全
国
労
働
局
は
、
不
当
行
為
の
救
済
を
す
る
た
め
に
、
不
当
行
為

を
な
し
た
者
に
対
し
、
「
当
該
不
当
労
働
行
為
を
さ
し
と
め
る
よ
う

ω
ロハ]仏
2
2仲間
S
E
E
n
F
E
M
E
こ
ω
『
耳
目

usa-円
。
)
、
積
極
的
な
行
為
(
え
で

5
5同
国

語

凶

2
5る
を
な
す
よ
う
、
損
害
賠
償
金

(
L
m
w

ヨ
ω問
自
)

を
支
払
う

ょ
う
、
被
用
者
を
復
職
さ
せ
る
よ
う
若
し
く
は
当
該
状
況
下
に
お
い
て
実
質

的
な
正
義

(Eragzυ
ご
E
E
2
)
を
達
成
す
る
で
あ
ろ
う
何
か
他
の
行
為

(

5

)

 

を
な
す
よ
う
要
求
す
る
命
令
」
を
発
布
し
う
る
と
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
命

A
V
の
強
制
方
法
に
つ
い
て
、
全
国
労
働
局
自
身
が
地
方
裁
判
所
に
対
し
命
令

(
円

2
月

北法24(3・175)593



料

の
執
行
を
申
請
し
う
る
と
定
め
ら
れ
た
。

資

第
三
章
は
、
労
働
省
調
停
部
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

以
上
紹
介
し
た
よ
う
に
、
本
法
案
は
、
「
不
当
行
為
」
の
禁
止
に
よ
り
間
結

権
、
団
交
権
を
保
障
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
そ
の
た
め
の
機
関
と
し
て
全
国

労
働
局
の
設
院
を
定
め
た
。
さ
ら
に
、
公
園
労
働
局
の
命
令
は
、
連
邦
地
裁

の
判
決
を
経
て
強
制
力
が
付
与
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
た
。
か
よ
う
な
構
想

は
、
ヮ
グ
ナ
l
法
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
ワ
グ
ナ

1
法
が
木
法
案
を

踏
襲
し
た
ニ
と
は
否
定
し
え
な
い
と
忠
わ
れ
る
。
た
だ
、
ワ
グ
ナ

l
法
に
比

す
れ
ば
、
本
法
案
の
全
体
的
傾
向
は
、
か
な
り
争
議
調
整
に
ウ
エ
イ
ト
が
買

か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
〈
土
間
労
働
局
の
権
限
の
中
に
労
使
紛
争
の
調
停
、

仲
裁
が
令
ま
れ
、
ま
た
、
局
の
構
成
が
三
者
構
成
で
あ
る
が
ご
と
く
で
あ

る。

一
方
、
ヮ
グ
ナ
l
訟
は
、
争
議
調
整
を
目
的
と
し
た
規
定
を
ほ
と
ん
ど

有
し
て
い
な
い
。

本
法
案
は
、
七
条
同
の
欠
陥
の
是
正
を

H
的
と
し
て
い
る
の
で
、
七
条
例

の
最
大
の
欠
点
の
一
た
る
会
社
組
合
規
制
に
関
し
て
は
明
確
な
態
度
-
を
採
っ

て
い
る
。
五
条
は
、
会
外
れ
に
よ
る
組
合
支
配
を
は
っ
き
り
と
禁
止
し
、
こ
の

点
に
関
す
る
紛
争
が
再
発
す
る
こ
と
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。

コ
全
国
産
業
調
整
法
案

r
i
l
l
、

全
国
製
造
業
者
協
会
や
4
1
同
肉
工
会
議
所
等
を
中
心
と
す
る
使
用
者
の
多

く
は
、
明
確
に
問
結
核
、
間
交
権
を
保
障
す
る
ワ
グ
ナ
!
労
働
争
議
法
案
に

対
し
て
強
い
反
対
の
態
度
を
維
持
し
て
い
た
の
で
、
ワ
グ
ナ
l
労
働
争
議
法

案
の
成
立
の
可
能
性
は
少
な
か
っ
た
。

一
方
、
労
使
関
係
は
相
変
ら
ず
混
乱

し
、
使
用
者
の
反
組
合
的
行
為
や
組
合
不
承
認
に
抗
議
す
る
争
議
が
鉄
鋼
業

を
中
心
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
ワ
グ
ナ
l
労
働
争
議
法
案
を
審
議

し
て
い
た
上
院
教
育
労
働
委
員
会
の
ウ
オ
ル
シ
ュ
議
長
は
、
か
よ
う
な
事
態

を
打
破
し
、
労
使
関
係
の
安
定
化
を
凶
る
た
め
に
ワ
グ
ナ

l
労
働
争
議
法
案

〔

G
ぜ

を
使
用
者
側
に
有
利
に
改
訂
し
た
新
法
案
を
作
成
し
そ
の
成
立
を
州
し
た
。

こ
の
法
案
は
、
八
七
嗣
庫
業
調
整
法
案
(
Z主
己
口
ω
-
H
E
E主
主
〉
丘
戸
百
円
口
再
三

回
]
]
)
と
よ
ば
れ
る
。
以
下
、
ヮ
グ
ナ
l
労
働
争
議
法
案
に
対
す
る
寸
抗
日
な

改
正
点
を
中
心
に
本
法
案
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

本
法
案
三
条
は
、
不
当
行
為
を
規
定
し
た
、
か
、

ワ
グ
ナ
1

労
働
争
議
法
案

上
の
設
要
な
不
当
行
為
の
多
く
を
削
除
し
た
。
第
一
に
、
間
結
権
、
団
交
権

に
対
す
る
使
用
者
に
よ
る
多
様
な
形
態
に
よ
る
侵
害
の
う
ち
、
「
干
渉
及
び
強

(
7〉

制
」
の
み
が
禁
止
さ
れ
た
。
第
二
に
、
被
用
者
に
よ
る
使
用
者
に
対
す
る
千

渉
若
し
く
は
強
制
も
「
不
当
行
為
」
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
。
第
一
一
一
に
、
使

(
芯
)

用
者
に
よ
る
会
科
組
介
の
創
設
は
、
「
不
当
行
為
」
の
対
象
か
ら
は
ず
れ
た
。
第

四
に
、
使
用
者
に
よ
る
間
交
折
否
も
「
不
当
行
為
」
に
該
当
し
な
い
と
さ
れ

〈

9
)

た
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四
条
は
、
不
当
行
為
の
規
制
機
関
と
し
て
全
国
産
業
調
整
局

(
Z巳
ぢ

E-

F
L
E
E
ω
一〉《と

cmg百
三
回
S
三
)
を
設
置
す
る
と
定
め
た
。
全
国
産
業
調

整
局
は
、
公
任
委
員
三
名
、
労
使
代
表
委
員
各
一
名
、
計
五
名
よ
り
成
り
、

そ
の
主
要
な
権
限
は
、
不
当
行
為
の
救
済
と
団
交
代
表
者
の
選
問
寸
あ
る
と

さ
れ
た
。
局
は
労
働
省
の
管
轄
下
に
寵
か
れ
、
不
当
行
為
の
救
済
手
続
は
労

働
省
調
停
部
の
調
停
を
終
た
後
に
始
め
て
開
始
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
た
。
な

ぉ
、
局
の
命
令
は
、
連
邦
巡
何
控
訴
裁
判
所
の
判
決
を
経
て
執
行
力
が
付
与

(ゴ完

さ
れ
る
と
さ
れ
た
。

以
上
紹
介
し
た
よ
う
に
、
本
法
案
は
、
団
結
権
、
団
交
権
の
保
障
と
い
う

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

側
面
で
は
ワ
グ
ナ
l
労
働
争
議
法
案
に
比
し
か
な
り
後
退
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
だ
け
使
用
者
の
主
張
を
取
り
い
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
被

用
者
の
「
不
当
行
為
」
の
規
定
は
、
労
働
組
合
に
も
そ
の
権
限
に
応
じ
た
責

任
を
負
わ
す
べ
き
だ
と
い
う
使
用
者
側
の
主
張
を
う
け
い
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
か
よ
う
な
主
張
は
、

一
九
四
七
年
の
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト
レ

1
法
に
お
い

て
始
め
て
認
め
ら
れ
る
に
い
た
る
。
ま
た
、
使
用
者
に
よ
る
会
社
組
合
の
設

立
を
「
不
当
行
為
」
か
ら
除
外
し
た
規
定
も
、
会
社
組
合
規
制
は
現
存
の
満

足
す
べ
き
労
使
関
係
を
破
嬢
す
る
と
の
使
用
者
の
主
張
に
影
響
を
う
け
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

本
法
案
は
、
か
よ
う
に
使
用
者
側
の
主
張
を
あ
る
程
度
と
り
い
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
使
用
者
側
は
こ
の
法
案
に
対
し
て
も
反
対
の
態
度
を
と
り
つ
づ

け
て
い
た
。
さ
ら
に
、
労
働
組
介
も
本
法
案
に
は
不
満
足
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
本
法
案
の
支
持
を
表
明
し
た
の
は
、
大
統
領
、
労
働
省
、

N
R
A
、

上
院
教
育
労
働
委
員
会
及
び
ワ
グ
ナ
ー
ら
の
政
府
関
係
者
だ
け
で
あ
っ
た
。

三
公
共
決
議
第
四
四
号

政
府
部
内
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
使
関
の
激
し

い
対
立
は
全
国
産
業
調
整
法
の
成
立
を
妨
げ
て
い
た
。
ま
た
、
た
と
え
そ
れ

が
立
法
化
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
に
よ
っ
て
労
使
関
係
の
安
定
が
実
現
さ
れ

る
見
通
し
も
暗
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
四
年
六
月
に
大
規
模
な
鉄
鋼
争

議
の
発
生
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
の
で
、
大
統
領
は
、
労
使
関
係
の
安
定
化
を

日
的
と
す
る
決
議
案
を
同
年
六
月
一
一
一
一
日
に
議
会
に
提
出
し
た
。
こ
の
決
議

案
は
、
同
月
一
五
日
か
ら
阿
院
で
討
論
さ
れ
、
同
月
一
九
日
に
大
統
領
の
署

名
を
経
て
公
共
決
議

(
E
t
F
m
2
0
-三
弓
ロ
)
第
四
四
号
と
し
て
成
立
し
た
。

そ
の
一
条
は
、
「
:
:
:
七
条
同
の
下
に
生
じ
た
紛
争
、
州
際
通
商
の
自
由
な

流
れ
を
妨
害
若
し
く
は
妨
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
紛
争
に
対
処
す
る
た
め
に

大
統
領
は
、
労
使
の
(
意
見
の
)
論
点
、
事
実
関
係
、
労
使
の
慣
行

Q
E
i
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円
伸
一
円
。
〉
及
び
行
動
を
調
売
す
る
権
限
を
有
し
且
っ
そ
の
よ
う
に
義
務
づ
け
ら

れ
た
局
を
設
置
す
る
権
限
を
有
す
る
」
と
、
定
め
た
。
二
条
は
、
局
の
権
限

を
「
:
・
・
公
益
上
の
必
要
あ
る
と
き
被
用
者
の
秘
密
投
票
に
よ
る
選
挙
を
命



料

じ
且
つ
そ
れ
を
行
な
う
こ
と
、
被
用
者
の
団
結
権
を
保
障
す
る
た
め
に
被
用

者
が
何
人
若
し
く
は
い
か
な
る
組
織
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で

資

い
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
、
七
条
例
及
び
本
決
議
で
述
べ
ら
れ
た
団
交
目
的

の
た
め
に
代
表
者
を
選
出
す
る
こ
と
」
と
し
た
。
以
上
が
本
決
議
の
主
要
な

内
容
で
あ
る
。
あ
と
、
三
条
は
、
局
の
規
則
制
定
権
を
、
四
条
は
、
局
の
規

則
違
反
に
対
す
る
罰
則
を
、
五
条
は
、
本
決
議
の
有
効
期
聞
を
そ
れ
ぞ
れ
定

め
た
。
六
条
は
、
「
こ
の
決
議
は
ス
ト
ラ
イ
キ
又
は
他
の
団
体
的
行
動
に
参
加

す
る
被
用
者
の
権
利
を
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
も
妨
げ
若
し
く
は
そ
れ
を

制
約
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
争
議
の
自
由
を
再
確
認
し
た
。

N
L
B
の
欠
陥
の
是
正
と
労
使
関
係
の
安
定
化
と
を
意
図
し
一
た
わ
わ
に

は
、
本
決
議
の
内
容
は
ま
っ
た
く
貧
弱
で
あ
っ
た
。
相
変
ら
ず
七
条
例
を
実

効
あ
ら
し
め
る
機
構
は
確
立
さ
れ
ず
、
あ
ま
つ
さ
え
団
交
代
表
者
選
出
の
際

の
多
数
決
原
理
は
明
言
さ
れ
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
決
議

十土

一
九
三
四
年
二
月
一
日
の
行
政
命
令
よ
り
後
退
し
た
も
の
に
な
り
、
ワ

グ
ナ

l
労
働
争
議
法
案
や
全
倒
産
業
調
整
法
案
で
示
さ
れ
た
構
想
と
は
ま
っ

た
大く
統〔四〕か
領け
はよP: は
、国な

労れ
{動た
関も
係の
局に
のた
設 つ
霞た

一
九
三
四
年
六
月
二
九
日
に
公
共
、
決
議
第
四
四
号
に
基
づ
き

全
国
労
働
関
係
局
(
Z
2
M
O
B
-
c
r
c門
岡
山
己
主

5
E
∞
自
三
以
下
、

N
L
R
B
、

と
よ
ぶ
〉
を
設
置
し
、
労
使
関
係
の
安
定
化
を
め
ざ
し
た
。

N
L
R
B
の
構
成

は、

N
L
B
と
異
な
り
労
使
双
方
の
代
表
者
が
参
加
せ
ず
、
ギ
ヤ
リ
ソ
ン
委

員
長
(
「
民
-
O
R
ユ
mg)、
ミ
ル
ズ
(
出
・
玄
三
宮
)
及
び
ス
ミ
ス
(
聞
い

ω・

ω
E子
)
の
各
公
益
委
員
の
み
か
ら
成
っ
て
い
た
。

N
L
R
B
に
付
与
さ
れ
た
権
限
は
次
の
も
の
で
あ
っ
た
。
①
七
条
の
下
に

生
じ
た
紛
争
、
州
際
通
商
の
自
由
な
流
れ
を
妨
害
若
し
く
は
妨
害
す
る
恐
れ

の
あ
る
紛
争
に
対
処
す
る
た
め
に
、
労
使
の
行
動
、
争
点
、
事
実
関
係
、
慣

行
を
調
査
す
る
こ
と
。
②
団
交
代
表
者
選
出
の
た
め
に
秘
密
投
票
に
よ
る
選

挙
を
な
す
こ
と
。
③
公
益
上
必
要
な
時
に
、
七
条
川
間
違
反
事
件
の
聴
問
、
事

突
の
認
定
及
び
違
反
行
為
に
対
す
る
禁
止
措
置
を
と
る
こ
と
。
④
任
意
仲
裁

を
な
す
こ
と
。

」
の
よ
う
な
権
限
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

N
L
R
B
は、

N
L
B
と
同
様
、

そ
の
裁
定
を
強
制
す
る
機
構
に
欠
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、
七
条
例
の
違
反
が

あ
っ
た
場
合
に
も
N
L
R
B
は
、
司
法
省
若
し
く
は

N
R
A
の
統
制
部
に
対

し
、
適
当
な
措
置
を
と
る
よ
う
勧
告
し
う
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
両
機
関

は
、
七
条
同
の
実
施
に
は
ほ
と
ん
ど
熱
意
を
一
不
さ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ

て
、
後
述
す
る
よ
う
な
間
結
権
、
団
交
権
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
N
L
R
B

の
裁
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
裁
定
は
、
労
使
関
係
の
安
定
化
と
被

用
者
の
団
結
権
、
間
交
権
保
障
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
小
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
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以
下
の
二
事
件
が
N
L
R
B
の
円
滑
な
運
営
を
阻
害
し
、

N
L
R
B
は、

九
三
五
年
六
月
一
六
日
に
解
散
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

第
一
は
、
大
統
領
等
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
新
た
な
産
業
別
労
働
局
の
設
置

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
公
正
競
争
規
約
に
基
づ
く
全
国
涯
青
炭
労
働
局

(
Z巳
5
5二
宮
ロ
ヨ
ロ
C
C切

n
o
m
-
C
σ
2
回
S
L〉
及
び
新
聞
産
業
局
(
Z
7

(
邑
ヨ
町
民
E
Z
Z

ま
宮
間
出
『
円
口
岳
民

E
一
回
自
三
)
、
国
務
長
官
の
行
政
命
令

り完

o
E
o
C
に
基
づ
く
石
油
労
働
政
策
局
q
a
s
-
2
5
C
σ
2
F
r
n可
回
自
己
)
、

大
統
領
の
行
政
命
令
に
基
づ
く
自
動
車
労
働
局
(
〉
三
O
B
G
σ
F
Z
E
r
o同
F
i

日
門
日
)
、
全
国
沖
仲
士
労
働
局
(
Z主
5
ロ
ω-Fgmω
ぎ

5
5
3♂
c
r
c
H
国

G
R
L〉、

アメリカにおける「不当労働行為制度Jの形成

全
国
鉄
鋼
労
働
関
係
局
(
Zえ
芯
口
同
一

ω
2
0
-
c
r
R
H
N己
主

E
E
∞E
三
)
及
び

織
物
業
労
働
関
係
局
2
2
z
z
E
σ
G
H
E
E吉
田
回
S
ろ
が
存
し
い
山

h

こ
れ
ら
の
局
は
、
労
使
の
対
立
が
激
し
い
産
業
に
、
当
該
産
業
の
実
情
に
見

合
っ
た
紛
争
の
処
理
を
な
す
た
め
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
多
く
は
、
使
用
者
側
の
圧
力
を
一
方
的
に
う
け
、
十
分
に
団
結
権
、

団
交
権
を
保
障
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
山
さ
ら
に
、
か
よ
う

な
分
野
に
特
別
な
労
働
局
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

N
L
R
B
の
規
制
対
象
を

極
度
に
せ
ば
め
、
そ
の
威
信
を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
は

一
九
三
五
年
五
月
に
な
さ
れ
た
ニ
ラ
の
違
憲
判
決
で
あ
碕
ω

こ

の
判
決
に
よ
り
こ
の
事
件
と
な
ん
ら
関
係
の
な
い
七
条
例
も
無
効
と
な
り

N
L
R
B
の
存
立
基
礎
自
体
が
崩
壊
し
、

N
L
R
B
は
、
六
月
一
六
日
に
解

教
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
後
の
七
月
五
日
に
、
ア
メ
リ
カ
労
働
法
史
上
画
期
的

と
評
さ
れ
る
ワ
グ
ナ
l
法
が
成
立
す
る
わ
け
だ
が
、
ワ
グ
ナ
1

法
に
つ
い
て

は
節
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
。

(
1
)

回
耳
ロ
ω
件。5
・
0日
y
i
?
"
℃
・
四
品
.

ハ
2
)
F
E
p
u
古
田
・

(
3
)
F
E
-
-
M
)・
8
・

(
4
)

但
し
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ョ
ッ
プ
は
、
以
下
の
三
条
件
が
満
足
さ
れ

る
か
ぎ
り
不
当
行
為
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
第
一
に
、
労
働
組
合

が
不
当
行
為
に
基
づ
い
て
い
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
協
定
を
締
結
す

る
労
働
組
合
が
被
用
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
こ
と
。
第
一
一
一
に
、
ク

ロ
ー
ズ
ド
シ
ョ
ッ
プ
の
協
定
期
間
が
一
年
を
越
え
な
い
こ
と
。

(
5〉
回
2
5
Z
3
0司
-
n
E
-
唱
団
?
な
お
、
こ
こ
で
は
「
不
当
労
働

行
為
」
と
の
用
語
を
使
用
し
て
い
る
。

(
6
)

上
院
教
育
労
働
委
員
会
は
、
五
月
一
一
六
日
に
本
法
案
を
報
告
し

た
。
そ
の
際
、
委
員
会
は
、
本
法
案
は
い
ま
ま
で
に
議
会
が
定
め
た

原
則
を
単
に
再
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
使
用
者
側

の
反
対
に
そ
な
え
た
。

(
7
〉
ワ
グ
ナ
l
労
働
争
議
法
案
五
条
①
参
照
。

(
8
)

同
法
案
、
五
条
③
参
照
。

(
9
〉
同
法
案
、
五
条
②
参
照
。

(
叩
〉
全
国
産
業
調
整
局
は
、
団
交
代
表
者
の
選
挙
の
際
、
多
数
決
原
理

北法24(3・179)597



料

と
比
例
代
表
制
を
自
由
に
選
択
し
う
る
と
定
め
ら
れ
た
。
回
。
g
a
O
F
F

-
司
・
巳
?
司

-
Z
-
こ
の
規
定
は
、
政
府
部
内
に
お
け
る
意
見
の
不

一
致
を
そ
の
ま
ま
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
岡
山
わ
れ
る
。

(什〉

F
E
-
-
司・吋
0

・

(刊は〉

FE--
匂
・
弓
・

(日
)
E
ι
J
古
吋
印
.

(
同
)
こ
の
鉄
鋼
争
誌
に
つ
い
て
は
、
津
田
真
徴
、
『
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動

史
』
(
一
九
七
二
年
)
一
一
一
一
一

l
一
二
五
京
を
み
ら
れ
た
い
。
な
お
、

鉄
鋼
業
は
、
会
社
組
合
が
最
も
発
達
し
た
産
業
の
一
で
あ
り
、
一
九

三
四
年
七
月
に
は
、
鉄
鋼
業
従
業
員
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
会
社
組

合
に
組
織
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
向
上
書
二
一

O
頁。

(
日
)
こ
の
決
議
は
、
共
同
決
議
第
四
四
号

C
2三
河

g
G
E
t
s
Z
0・

主
〉
と
も
よ
ば
れ
る
。
共
同
決
議
は
、
「
法
案
と
同
様
に
両
院
の
承
認

と
大
統
領
の
界
名
が
必
要
で
あ
り
、
法
律
と
同
様
の
効
力
を
有
す

る
。
法
案
と
共
同
決
議
と
の
聞
に
は
実
質
的
な
差
異
は
存
し
な
い
。

そ
れ
は
、
通
常
、
特
別
日
的
の
た
め
の
単
独
の
支
出
や
行
政
行
為

合
自
2
2
5
R
E
B
ω
)
、
例
え
ば
国
際
行
政
協
定

(
E
Z
H
S
E
E
m
-

2
0
2
t話
お
お
め
ヨ
g
g
)
に
対
す
る
議
会
の
承
認
の
よ
う
な
限
定

さ
れ
た
事
項
に
つ
き
利
則
さ
れ
る
。
」
月
・

ω
F
2円
Y

ロ
mHdcnEtn

M
M
3
2自

ω口
仏
〉
仏
E
E
-
a
E件同〈角川

F
E〈・(-田町田〉目
y

一ou.

(
日
山
)
冨
c
己
主
可
円
、
ω
σ
2
岡
山
雪
ぽ
君
"
】
口
々
一
回

ω
P
3
ω
弓
1
8∞・

(
げ
〉
有
効
期
間
は
、
一
九
三
五
年
六
月
一
六
日
(
ニ
ラ
の
有
効
期
間
〉

ま
で
若
し
く
は
緊
急
事
態
の
終
了
時
ま
で
と
さ
れ
、
両
者
の
い
ず
れ

資

か
早
い
方
と
定
め
ら
れ
た
。

(
ゆ
〉
こ
の
当
時
の
大
統
領
は
、

N
R
A
中
心
に
基
本
的
な
復
興
政
策
を

考
え
て
い
た
の
で
、
産
業
界
を
敵
に
ま
わ
す
こ
と
を
極
度
に
お
そ
れ

い
た
と
い
わ
れ
る
。
回
耳
目
Z
5・
。
匂
・
門
広
・
同
)
・
∞
N

・

(
悶
)
ワ
グ
ナ

1
訟
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
労
働
関
係
局
も
全
国
労
働
関

係
局

(
Z凶
作

E
E
-
r
r
c
H
見
己
主

E
口
回
目
白
丘
)
と
よ
ば
れ
る
の
で
、

公
共
決
議
に
基
づ
く
そ
れ
は
、
第
一
次
N
L
R
B
、
ワ
グ
ナ
l
法
上

の
そ
れ
は
第
二
次
N
L
R
B
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

(
叩
)
一
九
三
五
年
一
月
一
五
日
以
降
は
ギ
ヤ
リ
ソ
ン
に
代
っ
て
ビ
ダ
ル

(
町
宮

E
一
る
が
委
員
長
と
な
っ
た
。

(
引
〉
こ
れ
ら
の
局
に
つ
い
て
は
、
。
河
-
u
g
m
Zユ
〕
〉
戸
与
ミ
司
S
E
l

。
百
三
口
〉
B
2
R
S
F
E
a
q
E
(
一UA∞
)
宅
-uωAluω
印
・
日
宮
EFm

g
L
F
F
Z仲
間

E
d
g
-
-
O℃
・
門
戸
・

3
・
3
M
l
l吋
2
・
を
み
ら
れ
た
い
。

(
泣
〉
新
川
・
前
掲
書
一
二
八
頁
。

(お
)
ω
円

r
R
E
R
-
v
c
c
p弓

(U2℃・〈
-
C
-
∞
-
w
M
8
・
d
-
ω
・
念
日
・

(一回

ω印)・

(
引
け
)
す
で
に
一
九
三
五
年
二
月
二
八
円
、
デ
ラ
ウ
エ
ア
連
邦
地
裁
は
ウ

エ
ル
ト
ン
会
社
事
件
に
つ
き
ニ
ラ
七
条
同
を
違
憲
で
あ
る
と
判
示
し

て
い
た
。
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
も
N
L
R
B
の
運
営
は
阻
害
さ
れ
た
。

0
.
。
・
∞
G宅
E
E
f
司三】
t
n
h
cロ門
3
-
c『
円

凶

rq吋
初
己
主

-cロ
ω・(一
UAM)

司
・
玄
・
参
照
。
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第
五
款

全
国
労
働
局
及
び
全
国
労
働
関
係
局
の
裁
定
原
則



す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

N
L
B
及
び

N
L
R
B
に
付
与
さ
れ
た
主
要
な

同完

権
限
は
、
七
条
同
に
基
因
す
る
労
使
紛
争
を
調
整
し
、
解
決
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
調
整
に
際
し
て
、
こ
の
両
機
関
は
、
七
条
例
の
趣
旨
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
数
多
く
の
裁
定
を
な
し
た
。
こ
れ
ら
の
裁
定
に
よ
っ
て
七
条
例

の
趣
旨
は
次
第
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
、
凶
結
権
、
団
交
権
の
保
障
に
関
す
る

諸
原
則
も
確
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
原
則
は
、
労
使
関
係
の
コ
モ

ン
ロ
げ

v
(
8
2
ヨ
g
r唱
え
]
与
O
H

主
主
-05〉
と
ま
で
よ
ば
れ
る
に
い
た

り
、
ワ
グ
ナ

I
法
上
の
団
結
権
、
間
交
権
の
内
容
に
強
い
影
響
を
与
え
る
に

い
た
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
本
款
で
は
、
こ
れ
ら
の
裁
定
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ

た
諸
原
則
を
紹
介
し
、
ニ
一
ブ
期
に
お
い
て
ど
の
程
度
団
結
権
、
団
交
権
が
保

障
さ
れ
て
い
た
か
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。

↓
全
国
労
働
局
の
裁
定

N
L
B
は
、
そ
の
裁
定
を
通
じ
次
の
三
点
に
つ
き
そ
の
原
則
を
確
立
し
た

と
い
わ
れ
る
。

アメリカにおける「不当労働行為制度jの形成

第
一
は
、
組
合
員
に
対
す
る
差
別
待
遇
に
関
す
る
次
の
原
則
で
あ
る
。
①

使
用
者
は
、
組
合
員
の
土
気
を
挫
く
た
め
に
解
雇
、
協
同
職
そ
の
他
の
差
別
待

遇
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
②
使
用
者
は
、
局
の
裁
定
が
あ
っ
た
な
ら
ば
組
合

〔

S
V

活
動
を
理
由
に
解
雇
し
た
労
働
者
を
復
職
さ
せ
、
暴
力
行
為
に
出
な
か
っ
た

争
議
参
加
者
を
再
雇
用
す
べ
き
で
あ
る
。
③
使
用
者
は
、
企
業
外
組
合
の
組

合
員
を
差
別
待
遇
し
若
し
く
は
彼
ら
の
悶
結
権
を
侵
害
す
る
た
め
に
、
会
社

組
合
の
運
N
V
け
を
指
導
し
、
こ
れ
に
参
加
し
宕
し
く
は
こ
れ
を
支
配
し
て
は
な

ら
な
い
。

第
二
は
、
問
交
の
た
め
の
代
表
者
選
出
に
関
す
る
次
の
原
則
で
あ
る
。
①
被

用
者
は
、
自
由
に
自
己
の
代
表
と
し
て
の
個
人
若
し
く
は
組
合
を
選
ぶ
べ
き

で
あ
る
。
②
会
社
組
合
の
組
織
さ
れ
て
い
る
工
場
合
Q

ヨ
宮
ミ
A
E
S
三
言
。

で
行
な
わ
れ
る
被
用
者
代
表
選
出
選
挙
は
、
使
用
者
が
そ
の
組
織
を
提
案
し

た
後
、
被
用
者
の
過
半
数
が
こ
れ
に
同
意
し
た
も
の
で
な
い
限
り
承
認
さ
れ

な
い
。
③
交
渉
代
表
者
の
指
名
に
関
し
て
争
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
自
由
な

秘
密
投
票
が
局
の
指
示
と
監
督
の
も
と
に
な
さ
れ
る
。
④
労
働
者
の
過
半
数

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
代
表
者
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
交
渉
代
表
と
し
て

指
名
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

第
三
は
、
使
用
者
の
交
渉
義
務
に
関
す
る
次
の
原
則
で
あ
る
。
①
被
川
者

の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
は
使
用
者
の
承
認
を
う
け
る
も
の
と
す
る
。
@
使

用
者
は
、
か
か
る
代
表
者
と
誠
意
を
も
っ
て
協
約
を
締
結
し
且
っ
そ
の
運
用

に
つ
き
あ
ら
ゆ
る
合
理
的
な
努
力
を
な
す
も
の
と
す
る
。
③
か
よ
う
に
し
て
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締
結
さ
れ
た
労
使
間
協
約

守
口
一
己
同

7
2
H
h
L
G百
円
白
四
日
向
日

g
g〉

は
、
安
定

と
相
互
信
頼

を
達
成
す
る
た
め
に
、
書
固
化
さ
れ
且
つ
署

(
間
D
D
L
4
三〉

名
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、

N
L
B
は
、
次
の
よ
う
に
使
用
者
と



料

同
様
に
被
用
者
側
に
も
交
渉
義
務
を
課
し
て
い
た
。
「
制
定
法
に
よ
っ
て
意
図

さ
れ
た
間
交
は
、
平
等
な
義
務
を
含
む
。
す
な
わ
ち
、
ス
ト
ラ
イ
キ
前
に
不

資

満
や
要
求
を
使
用
者
に
対
し
て
提
出
す
る
被
用
者
側
の
義
務
、
被
用
者
側
代

表
と
意
見
を
交
換
し
合
い
、
紛
争
の
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
合
意
に
達
す

る
よ
う
合
理
的
な
可
能
な
か
ぎ
り
の
努
力
を
な
す
使
用
者
側
の
義
務
」
で
あ

ハ
4
)

る。
N
L
B
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
諸
原
則
は
、
か
な
り
思
い
き
っ

て
間
結
権
、
団
交
権
を
保
障
し
た
も
の
で
あ
り
、
ワ
グ
ナ
l
法
に
よ
る
保
障

と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
七
条
例
の
あ
い
ま

い
な
文
一
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
N
L
B
が
会
社
組
合
規
制
を
明
瞭
に
意
図
し
た

こ
と
は
注

U
に
価
す
る
。
し
か
し
、
被
用
者
側
に
も
交
渉
義
務
を
課
し
た
こ

と
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

N
L
B
の
主
要
な
役
割
は
あ
く
ま
で
も
争
議
調

整
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
ワ
グ
ナ
1

法
と
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。

二
全
国
労
働
関
係
局
の
裁
定

N
L
R
B
の
裁
定
は
、

N
L
B
の
確
立
し
た
諸
原
則
に
基
づ
い
て
な
さ
れ

た
も
の
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
次
の
三
点
に
つ
き
N
L
R
B
の
裁
定
原
則
を

検
討
し
た
い
。

第
一
は
、
組
合
員
に
対
す
る
差
別
的
解
雇
に
関
す
る
原
則
で
あ
る
。
七
条

例
の
文
一
一
一
一
円
は
差
別
的
解
雇
自
体
を
禁
止
し
て
は
い
な
い
が
、

N
L
R
B
は、

七
条
例
の
解
釈
に
よ
っ
て
差
別
的
解
雇
を
七
条
同

ω若
し
く
は
同

ω違
反
と

み
な
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
は
事
案
と
の
関
連
に

よ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

N
L
R
B
は
、
差
別
的
解
雇
の
多
く
を
七

条
例

ω違
反
、
つ
ま
り
、
そ
れ
を
組
合
活
動
に
対
す
る
「
干
渉
、
制
限
、
強

制
」
と
み
な
し
た
。
と
い
う
の
は
、
包
括
的
内
容
を
持
つ
七
条
同

ω違
反
に

該
当
す
る
事
案
が
多
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
一
九
三

O
年

〈

6
〕

の
鉄
道
労
働
法
合
憲
判
決
を
考
慮
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
が
差
別
的
解
一
一
履
を
組
合
活
動
に
対
す
る
「
干
渉
、

制
限
、
強
制
」
と
み
な
す
解
釈
の
合
憲
性
を
す
で
に
認
め
て
い
た
の
で
、

N

L
R
B
は
、
差
別
的
解
一
一
履
を
七
条
例

ω違
反
よ
り
七
条
例

ω違
反
と
し
た
方

が
よ
り
違
憲
の
疑
い
が
少
な
い
解
釈
で
あ
る
と
し
た
か
ら
で
あ
一
勺

N
L
R

B
は
、
七
条
同
が
最
高
裁
に
よ
っ
て
違
憲
を
判
示
さ
れ
る
こ
と
を
非
常
に
お

そ
れ
て
い
た
。

N
L
R
B
の
処
理
し
た
事
件
の
内
、
そ
の
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
差
別
的
解

ハ
8
〕

一
雇
一
に
関
係
す
る
と
い
わ
れ
る
ご
と
く
、

N
L
R
B
は
、
差
別
的
解
雇
に
関
し

て
数
多
く
の
裁
定
を
な
し
、
被
解
医
者
の
救
済
を
め
ざ
し
た
。
し
か
し
、

N

L
R
B
は、

N
L
B
と
同
様
、
そ
の
裁
定
を
強
制
す
る
手
段
を
有
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
被
解
雇
者
の
救
済
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
専
ら
使
用
者
の
自
発

的
行
為
を
待
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

N
L
R
B
は
、
使
用
者
に
対
し
被
解
雇
者
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同完

を
復
職
さ
せ
る
よ
う
「
説
得
」
「
勧
告
」
し
え
る
だ
け
て
1
r
に。

第
二
は
、
団
交
の
た
め
の
代
表
者
選
出
に
関
す
る
原
則
で
あ
る
。
一
九
三

四
年
二
月
一
日
の
行
政
命
令
及
び
N
L
B
の
裁
定
原
則
に
お
い
て
、
多
数
決

原
理
に
よ
る
代
表
者
選
出
が
明
示
さ
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
共
決
議

第
四
四
号
は
そ
の
点
に
つ
い
て
明
言
す
る
こ
と
を
避
け
た
。
し
か
し
、

N
L

R
B
は
、
適
正
な
交
渉
単
位
を
決
定
し
、
そ
の
単
位
内
の
全
被
用
者
に
よ
る

秘
密
投
票
の
結
果
過
半
数
を
得
た
人
若
し
く
は
組
合
に
そ
の
単
位
の
排
他
的

代
表
権
を
子
え
る
と
い
う
多
数
決
原
理
を
ホ
1

ド
(
E
C
え
る
事
件
以
府
採
用

し
た
。

N
L
R
B
の
主
張
し
た
多
数
決
原
理
の
採
用
の
理
由
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
っ
た
。
①
公
共
決
議
第
四
四
号
の
文
言
と
は
別
に
、
決
議
時
の
諸
情

況
は
、
議
会
に
多
数
決
原
理
の
立
法
意
図
が
存
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

アメリカにおける「不当労働行為市l度」の形成

ま
た
、

一
九
三
四
年
二
月
一
日
の
行
政
命
令
は
、
多
数
決
原
理
を
明
言
し
て

い
る
。
②
団
交
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
分
野
に
お
い
て
、
多
数
決
原
理
が

慣
行
と
な
り
、
第
一
次
大
戦
時
の
全
国
戦
時
労
働
局
や
鉄
道
労
働
訟
の
運
営

に
お
い
て
も
そ
れ
を
採
用
し
て
い
る
。
@
団
交
の
目
的
は
、
労
働
協
約
を
締

結
す
る
こ
と
な
の
で
、
多
数
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
者
が
協
約
交
渉
の
責
任

を
負
う
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
比
例
代
表
制
は
、
労
働
者
の
団
結
力
を

弱
め
団
結
目
的
に
反
す
る
。

第
三
は
、
会
社
組
合
規
制
に
関
す
石
原
則
で
あ
る
。
七
条
川
の
成
立
以

降
、
使
用
者
の
多
く
は
、
企
業
内
労
働
者
集
団
を
会
社
組
合
へ
と
組
織
化

し
、
そ
れ
を
外
部
組
合
勢
力
の
侵
入
を
防
ぐ
手
段
と
し
た
。

N
L
R
B
は、

会
社
組
合
そ
れ
自
体

2
2
Z
)
を
違
法
と
み
な
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

使
用
者
に
よ
る
会
社
組
合
の
設
部
い
そ
の
内
部
運
営
桔
一
す
へ
の
支
配
・
支
援
を

七
条

ωω
の
規
定
に
違
反
す
る
団
結
権
、
団
交
権
へ
の
干
渉
と
し
て
禁
止
し

た
。
ま
た
、
タ
マ
カ
(
同
，

E
E宮
山
〉
下
着
会
社
事
件
(
一
九
三
四
年
八
月
六

日
〉
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
会
社
と
会
社
支
配
組
合
間
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
ジ
ヨ

ツ
プ
協
定
に
基
づ
い
て
会
社
組
合
組
合
員
以
外
の
者
を
解
雇
す
る
こ
と
は
七

条
叫

ω違
反
と
み
な
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、

N
L
R
B
は
、
使
用
者
に
よ
る
会
社
組
合
の
設
立
を
も

禁
止
し
、
七
条
同
の
立
法
意
凶
以
上
に
会
社
に
よ
る
組
合
活
動
の
支
配
、
介

入
を
厳
し
く
禁
止
し
た
。
し
か
し
、
自
主
的
問
結
の
考
え
は
、
団
交
の
た
め

の
代
表
者
選
出
の
権
利
と
密
接
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
選
挙
が
い

わ
ば
万
能
薬
(
門
戸
円
。

ω--)

の
役
割
を
果
た
し
、
会
社
組
合
が
選
挙
で
過
半

数
を
獲
得
さ
え
す
れ
ば
そ
れ
以
前
の
反
組
合
的
行
為
の
事
実
は
無
視
さ
れ
る

傾
向
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

(

1

)

H

W

G

百

g
m
p
c目

u
n
F
f
司
・
ミ
・
但
し
、
ボ
l
マ
ン
自
身
は
、
こ
れ

ら
の
裁
定
に
は
い
ま
だ
コ
モ
ン
ロ
ー
と
よ
ば
れ
る
だ
け
の
先
例
性
が

な
い
と
評
価
し
て
い
る
。
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ljus-
本
多
・
前
掲
書
五
六

i
五
七
頁
。

(
3
)
パ
ッ
ク
ベ
イ
が
認
め
ら
れ
た
事
件
が
一
件
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

∞
2.ロ
ω-z-ロ・
C
司
・
口
広
・
・
同
》
・
白
ア

(
4
〉
巧
・
出
・

ω司
O
R
F
d
o
-
-
2
3
回
日
間
ω
5
5
m
ロロ号『

ω
R
E
Cロ

吋
(
凶

)
O『同
7
0
Z主
守
口

ω-zι
ロ
aqHNonq〈
o
q
〉
円
陣
¥
叫
，

ro』
D
戸
門
口

m-

D
『
∞
E
-ロ巾印印

C『
仲
}
凶
作
己
ロ
ル
2
3
F
q
h
r
k
m
m
c
u
(田口℃司
-mgoロ仲)

〈
o
-
-
∞
今
回
ω
印
)
七
一
∞
・
片
岡
・
前
掲
論
文
同
七
三
|
七
四
頁
参

照。

(
5〉

N
L
R
B
は
差
別
的
解
雇
の
認
定
の
際
、
当
該
解
雇
が
組
合
活
動

を
理
由
に
す
る
も
の
か
若
し
く
は
正
当
事
由
に
よ
る
も
の
か
を
定
め

る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
そ
の
認
定
基
準
は
明
確
で
は
な
か
っ
た

が
、
大
別
し
て
ど
ち
ら
が
支
配
的
原
因

(
8己
5
豆
諸
耳
目
。
る
で

あ
る
か
に
よ
る
も
の
と
、
組
合
活
動
な
か
り
せ
ば
解
雇
さ
れ
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
立
証
す
れ
ば
よ
い
も
の
、
と
が
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。

z
o
g
-
-斗
宮
口

2
M
a
q
E
C問
答
。

ZFHN回
・
.
出
向
百
三
亡
者

p
i
g
s
-
-
A∞・(一回
ωム!一∞
ω印
)
℃
・
白
山
一
.
(
以
下
、
回
l
z
c
g
と

よ
ぶ
〉
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
使
用
者
の
反
組
合
的
意
図
は
、
次
の

事
項
か
ら
判
断
さ
れ
た
。
①
被
解
雇
者
の
勤
務
期
間
、
勤
務
成
績
、

懲
戒
の
有
無
と
そ
の
種
類
。
②
組
合
内
に
お
け
る
被
解
一
一
医
者
の
地
位
。

③
組
合
活
動
に
関
す
る
会
社
の
知
識
や
そ
れ
に
対
す
る
敵
意
。
④
解

雇
の
直
接
の
原
因
や
事
情
。
⑤
被
解
雇
者
の
後
任
者
。
出
l
z
c
g・可・

8
N
u
z
o
F
4
z
t司
mmロ
2
c
r
c同
盟
ω恒
三
日
〉
2
.

。cT
g
r
u

(
2〉

資

E
当
初
2
芯
耳
〈
c
-
8
・
cuω
印
〉
司
・
二

OA
・
(
以
下
、

(U120件。

と
よ
ぶ
〉
。

(
6
)
吋

2
E
E
ι
Z
ぬ君。ュ
E
E
H
N
(リ
己

〈

回

52M2rcoιchHNml

-75可
ωロL
∞同
E
B
m
r
G
(
U
-司
「
♂
日
∞
一

C-
∞・

2
∞・(一∞
ωO)
・

(
7
〉

出
l
z
o
z・
-y

宝∞

(
8〉
切
口
当

5
8・
0
司
-nF件
、
司
印
ω
・
ま
た
、
会
社
組
合
に
関
す
る
事
件

が
三
O
i
一
一
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。

(
9〉

S
E
E
-
a
n
-
7
3・
g
l
g

(
叩
)
本
裁
定
の
内
容
は
、
光
岡
正
博
「
米
国
交
渉
単
位
制
度
の
本
質
」

立
命
館
法
学
一
六
巻
二
九
五
六
年
〉
六
O
|
六
三
頁
に
お
い
て
詳

細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(
什
)
ザ

2

3
・
0
ヲ
門
広

J
3・
さ
[
主

(
ロ
)
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
に
、
会
社
組
合
組
合
員
は
、

一
二
六
万
人
か
ら
二
五
O
万
人
へ
と
増
加
し
た
。

(
日
〉
使
用
者
に
よ
る
会
社
組
合
の
創
設
が
い
か
に
な
さ
れ
た
か
の
実
例

と
し
て
コ

l
ラ

l

(
関
与
-06
事
件
の
事
実
関
係
を
紹
介
し
て
お
き

た
い
。
外
部
組
合
に
よ
っ
て
会
社
従
業
員
の
組
織
化
が
開
始
さ
れ
た

後
、
被
用
者
の
一
部
は
社
長
に
会
社
組
合
の
設
立
を
進
言
し
た
。
望

日
、
会
社
組
合
設
立
の
た
め
の
組
織
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
運
動
員
は
、
社
長
補
佐
の
助
力
を
得
て
起
草
さ
れ
た
組
合

規
約
の
コ
ピ
ー
を
従
業
員
に
配
布
し
た
。
同
日
、
従
業
員
は
、
集
会

に
招
集
さ
れ
た
。
社
長
は
、
そ
の
集
会
に
お
い
て
会
社
組
合
を
好
意

的
に
評
価
し
、
会
社
が
そ
の
全
費
用
を
支
払
う
と
約
束
し
、
就
業
時

北法24(3・184)602



同完

間
内
の
集
会
を
許
可
す
る
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
会
社
組
合
加
入
申

し
込
み
書
が
配
布
さ
れ
た
。
そ
の
用
紙
に
は
会
社
組
合
に
加
入
し
な

く
と
も
不
利
益
を
課
す
こ
と
は
な
い
と
書
い
て
あ
っ
た
が
、
従
業
員

に
は
、
こ
の
計
商
に
異
議
を
と
な
え
る
機
会
や
他
の
選
択
を
な
す
機

会
は
な
か
っ
た
。
民

i
z
a
F
3
2印

l
m
A
m
.

〈
川
内

)
f
g
n
F
qヲ
E

庁

-
L℃

g
i
g
.

〈
日
M
)

国

l
z
q
F
司
・
由
主
・

ハ日〉

EL-
唱
・
宝
吋
山
の

1
2
0
F
官
一
一
ο
N
'

噌
宮
ニ

-zgι
玄

g
?

m
C回
出
巾
H
Uご

O
℃

-
n
E
J
司
・
∞
Apm

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

第
六
款

ワ
グ
ナ
l
法
へ
の
影
響

ニ
ラ
期
に

N
L
B
及
び

N
L
R
B
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
問
結
権
、
同
交
権

保
障
の
経
験
は
、
ワ
グ
ナ
l
法
制
定
の
際
に
大
い
に
参
考
と
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
こ
こ
で
は
、
七
条
例
の
運
常
が
ワ
グ
ナ
l
法
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え

た
か
、
換
号
一
一
目
す
れ
ば
、
ワ
グ
ナ
l
訟
は
七
条
例
の
い
か
な
る
点
の
是
正
を
は

か
っ
た
か
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
に
、
規
制
日
的
に
つ
き
検
討
す
る
。
ニ
ラ
一
条
は
、
そ
の
立
法
日
的

の
一
と
し
て
「
:
:
:
購
買
力
を
増
強
す
る
こ
と
に
よ
り
産
業
及
び
農
業
生
産

物
の
消
費
を
高
め
」
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
日
一
ラ
は
、
七

条
例
に
お
い
て
被
用
者
の
問
結
権
、
団
交
権
を
保
障
し
、
労
働
組
合
勢
力
の

強
化
を
通
じ
て
労
働
者
に
高
賃
金
を
得
さ
せ
、
も
っ
て
大
衆
購
買
力
を
増
強

し
不
況
を
克
服
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヒ
条

同
は
、
労
使
間
の
交
渉
力
の
不
均
等
が
生
産
と
消
費
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を

生
み
、
そ
れ
が
不
況
の
主
原
因
と
な
っ
た
と
い
う
事
実
認
識
及
び
問
結
権
、

団
交
権
の
保
降
、
つ
ま
り
、
労
使
間
の
交
渉
力
の
平
等
化
に
よ
っ
て
不
況
を

克
服
す
る
と
の
政
策
判
断
に
基
づ
い
て
立
法
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

「
労
使
間
の
交
渉
力
の
平
等
化
」
と
い
う
考
え
方
は
、
二
章
一
節
で
民
間
し

た
「
団
交
制
度
確
立
制
記
」
の
基
礎
観
点
で
あ
り
、
一
九
一
一
一
二
年
の
ノ
リ
ユ
・

ラ
カ
l
デ
イ
ア
法
以
来
明
一
コ
目
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
ニ
ラ
七
条
凶
は
、
こ
の

考
え
方
と
大
衆
購
買
力
理
論
を
始
め
て
結
び
つ
け
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

と
い
っ
て
も
、
七
条
州
は
、
ワ
グ
ナ
l
法
ほ
ど
明
確
に
大
衆
購
買
力
団
安
酬
を

強
調
せ
ず
、
ま
た
、
そ
の
実
際
の
運
常
も
労
使
紛
争
の
調
整
が
そ
の
小
心
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
ニ
ラ
政
策
全
体
と
の
関
連
で
七
条
凶
の
主
要
な
立
法
日

的
如
何
を
考
察
す
れ
ば
、
や
は
り
、
そ
れ
は
交
渉
力
の
平
等
化
に
よ
る
大
衆

購
買
力
の
増
強
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

七
条
川
の
主
要
目
的
が
大
衆
購
買
力
の
増
強
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

実
際
の
運
れ
は
、
そ
の
日
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
決
し
て
十
分
な
も
の
と

は
い
え
な
か
っ
た
。
七
条
例
の
政
策
実
施
機
関
た
る

N
L
B
及
び

N
L
R
B

に
付
与
さ
れ
た
権
限
は
、
主
に
労
使
紛
争
を
調
整
す
る
こ
と
を

H
的
と
し
て

い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
問
機
関
は
、
そ
の
裁
定
を
強
制
す
る
権
限
を
有
し
て
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い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
裁
定
を
実
施
す
る
た
め
に
は
使
用
者
を
説
得
す
る

資

必
要
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

N
L
B
及
び

N
L
R
B
の
役
割
は
、
次
第
に

紛
争
調
整
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
か
よ
う
な
事
実
か
ら
す

る
と
、
ニ
ラ
期
の
労
使
関
ぽ
政
策
の
実
際
は
、
原
則
と
し
て
前
述
の

H
的
に

規
程
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

一
貫
性
を
欠
い
て
い
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

他
方
、
ワ
グ
ナ
l
法
に
は
か
よ
う
な
あ
い
ま
い
さ
は
み
ら
れ
な
い
。
ワ
グ

ナ
l
法
の
立
法
目
的
は
、
労
使
間
の
交
渉
力
の
平
等
化
に
よ
り
大
衆
購
買
力

を
増
強
し
、
も
っ
て
不
況
を
克
服
す
る
こ
と
で
あ
る
。
立
法
目
的
は
七
条
例

と
同
様
で
あ
る
が
、
ワ
グ
ナ
l
法
は
、
そ
の
立
法
目
的
を
十
分
実
効
あ
ら
し

， 
〆ー

め
る
た
め
、
そ
の
政
策
実
施
機
関
た
る

N
L
R
B
に
裁
定
を
強
制
す
る
権
限

(
2〉

を
付
与
し
た
。
さ
ら
に
、

N
L
R
B
の
権
限
か
ら
紛
争
-
調
整
権
限
を
除
外
す

る
こ
と
に
よ
り

N
L
R
B
の
役
割
を
不
当
労
働
行
為
の
救
済
と
交
渉
単
位
・

{
3
v
 

交
渉
代
表
者
の
決
定
だ
け
に
限
定
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
ニ
ラ
七
条
例
の
経
験

に
鑑
み
、
前
述
の
立
法
目
的
を
円
滑
且
つ
急
速
に
実
施
す
る
た
め
の
不
可
避

的
な
措
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
規
制
態
様
に
つ
き
検
討
す
る
。
七
条
同
の
簡
単
な
文
言
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

N
L
B
及
び
第
一
次

N
L
R
B
(公
共
決
議
に
基
づ
く
も
の
を

第
一
次
N
L
R
B
、
ワ
グ
ナ
l
法
上
の
局
を
第
二
次
N
L
R
B
と
よ
ぶ
)

は
、
そ
の
解
釈
を
通
じ
て
次
第
に
団
結
権
、
団
交
権
の
内
容
を
あ
き
ら
か
に

ザ

し
て
い
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
種
々
な
形
態
に
よ
る
差
別
待
遇
、

黄
犬
契

約
、
会
社
組
合
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
す
自
主
的
組
合
活
動
へ
の
支

配
介
入
及
び
団
交
拒
否
な
ど
が
禁
止
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
裁
定
原
則
は
、

N

L
B
-
第
一
次

N
L
R
B
コ
モ
ン
ロ
ー
と
ま
で
よ
ば
れ
る
い
た
り
、
ワ
グ
ナ

l
法
上
の
「
不
当
労
働
行
為
」
は
こ
れ
ら
の
原
則
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
も
の
と

な
っ
た
。

ワ
グ
ナ
1

法
が
ニ
ラ
期
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
裁
定

の
強
制
方
法
で
あ
っ
た
。

N
L
B
及
び
第
一
次
N
L
R
B
は
、
そ
の
裁
定
を

強
制
す
る
権
限
を
な
ん
ら
有
し
て
い
ず
、
単
に
、
司
法
省
及
び

N
R
A
統
制

ハ
6
)

部
に
対
し
て
適
当
な
措
置
を
と
る
よ
う
勧
告
し
う
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
司
法

ハ
7
)

省
は
、
ニ
ラ
に
違
憲
の
疑
い
を
い
だ
い
て
お
り
且
つ
労
使
関
係
を
規
制
し
た

円

8
v

経
験
も
な
か
っ
た
の
で
こ
れ
ら
問
機
関
に
対
し
て
協
力
的
で
は
な
か
っ
た
と

い
わ
れ
る

Q

ま
た
、

N
R
A
の
統
制
部
の
な
し
う
る
措
置
は
、
単
に
、
反
組

合
的
行
為
を
な
し
た
使
用
者
に
対
し
青
鷲
(
巴

E
F
m
F
)
マ
l
ク
の
使
用

を
禁
止
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
は
効
果
的
な
強
制
方
法
で
は
な
か
っ

た
。
強
制
機
構
の
不
備
が
七
条
川
刊
の
運
営
を
阻
害
し
た
最
大
の
原
因
で
あ
っ

た
の
で
、
ワ
グ
ナ
l
訟
は
、
第
二
次

N
L
R
B
に
対
し
そ
の
裁
定
を
強
制
し

う
る
権
限
を
付
与
し
た
。

最
後
に
、
七
条
例
の
欠
点
の
是
正
を
は
か
っ
た
ワ
グ
ナ
1

法

上

の

措

置

北法24(3・186)604



は
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
。
第
一
は
、
準
司
法
的
機
能
と
調
整
機
能

と
の
機
能
分
離
に
よ
り
、
第
二
次

N
L
R
B
を
準
司
法
的
機
関
と
し
た
こ
と
。

第
二
に
、
第
二
次
N
L
R
B
に
対
し
て
裁
定
の
強
制
力
を
付
与
し
、
団
結
権

問
交
権
の
実
効
性
あ
る
保
障
を
め
ざ
し
た
こ
と
。

(:~完

(
1
)

一
九
三
三
年
一
二
月
一
六
日
の
行
政
命
令
、
一
九
三
四
年
二
月
一

日
の
行
政
命
令
及
び
公
共
決
議
第
四
四
号
参
照
。

(
2
)
提
出
時
の
ワ
グ
ナ
l
法
一
二
条
は
、

N
L
R
B
に
任
意
仲
裁
権
限

を
与
え
て
い
た
が
、
こ
の
規
定
は
削
除
さ
れ
た
。

〈

3
)
し
か
し
、

N
L
R
B
は
、
実
際
の
運
営
に
お
い
て
調
整
的
機
能
を

多
分
に
有
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
明

5
7
Eロ
E
ニU
3与
え
さ
め

Z
F何回・

(-gm〉
宅
・

ω
-
l
ω
N
.

(
4
)

か
よ
う
な
規
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
組
合
組
合
員
数
は
、
一
九

三
二
年
の
一
二
六
万
人
か
ら
一
九
三
五
年
の
二
五

O
万
人
へ
と
激
増

し
、
全
労
働
組
合
組
合
員
に
占
め
る
そ
の
割
合
は
、
四

0
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
五
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
加
し
た
σ

冨
M
}
}
2
5
L

Y
向

g仲
間

C
5
2
uご

C
H
y
n
-
ア
司
・
∞
士
・

N
R
A
は
、
総
じ
て
会
任
組

合
に
対
し
好
意
的
で
あ
り
、
会
社
組
合
は
七
条
例

ωに
違
反
し
な
い

か
ぎ
り
合
法
で
あ
る
と
主
張
し
、
比
例
代
表
制
に
も
賛
意
を
表
し
て

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

い
た
。
し
た
が
っ
て
、

N
L
B
及
び

N
L
R
B
の
裁
定
原
則
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
十
分
な
会
社
組
合
規
制
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

(
5
)
片
附
・
前
婦
論
文
同
八
三
頁
。

(
6
〉
「
七
条
例
の
効
果
は
法
律
や
裁
判
上
の
も
の
よ
り
も
心
理
的
な
も

の
で
あ
っ
た
。
」
と
の
評
価
さ
え
な
さ
れ
て
い
る
。
∞

scr・
-
司
・
江
戸
・

甘

ωU-

(r)
】

EL--
℃
・
全
・

(
8
)
F
r
F
L
J

司
・
ム
ア

(
9
)

大
統
領
令
再
履
用
協
定
に
加
入
し
た
使
用
者
は
、
そ
の
商
品
に
青
鷲

マ
ー
ク
を
つ
け
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
国
民
は
、
そ
の
マ
!
ク
の
あ
る

商
品
を
購
買
す
る
よ
う
に
と
の
運
動
が
な
さ
れ
て
い
た
。

第
二
節

ワ
グ
ナ
1
法
の
成
立

一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ニ
ラ
七
条
例
の
不
十
分
な
内
容
を
改
め
統
一
佐

且
つ
実
効
性
の
あ
る
労
使
関
係
法
の
制
定
を
目
的
と
し
た
ワ
グ
ナ
ー
ら
の
運

動
は
、
結
局
、
妥
協
の
産
物
た
る
公
共
決
議
第
四
四
号
へ
と
収
欽
さ
せ
ら
れ

て
い
っ
た
。
公
共
決
議
に
基
づ
く
第
一
次
N
L
R
B
は、

N
L
B
と
同
様
、

そ
の
裁
定
を
強
制
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
使
用
者
の
反
組

合
的
行
為
、
特
に
会
社
組
合
を
十
分
に
規
制
し
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
労

働
組
合
は
、
れ
ら
の
力
で
反
組
合
的
行
為
に
対
抗
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
、

組
合
承
認
等
を
求
め
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻
発
し
た
。
か
よ
う
な
労
使
関
係
の

;Jt法24(3・187)605

混
乱
に
直
一
面
し
て
、
ワ
グ
ナ

I
は
、
再
度
、
統
一
性
且
つ
実
効
性
の
あ
る
労
使

関
係
法
の
必
要
を
痛
感
し
、
一
九
三
五
年
二
月
二
一
目
、
新
た
な
労
使
関
係

法
案
を
上
ー

ιに
提
出
し
た
。
こ
れ
が
ワ
グ
ナ
l
法
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
時



4

沖・
ψ
志
1

期
は
、
前
年
一
一
月
の
選
挙
に
お
い
て
民
主
党
が
勝
利
し
、
共
和
党
の
保
守

派
が
敗
退
し
た
後
で
あ
っ
た
の
で
進
歩
的
社
会
立
法
の
成
立
に
は
有
利
で
あ

資

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

以
下
、
提
出
時
の
法
案
内
響
、
法
案
に
対
す
る
賛
否
の
意
見
及
び
そ
の
立

法
経
過
を
順
次
考
察
す
る
。

第
一
款
提
山
時
の
法
案
内
容

ま
ず
、
ヮ
グ
ナ
l
法
案
の
作
成
主
体
に
つ
き
若
干
言
及
し
て
お
き
た
い
。

十
本
法
案
の
作
成
主
体
は
、
ワ
グ
ナ
ー
を
中
心
に
、
彼
の
秘
書
た
る
キ
!
ザ
リ

ン
グ
(
同

q
z
L
E巴
と
第
一
次
N
L
R
B
の
法
律
顧
問
た
る
マ
ク
ル
ー
タ

1

" 。
宮
凶
開
門
戸
《
凶
作
『
)
、
レ
ピ
ィ
(
同

Y
F
2
5
及
び
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

(
H
V

・。・

で
あ
っ
た
。
ワ
グ
ナ
ー
ら
は
、

A
F
L
の
顧
問
弁
護
土
た
る
オ

同

μ
}】
】
}
}
回
目
凶
出
)

グ
パ
l
ン

(
(
U
M
C
m
r
5る
を
通
じ

A
F
L
の
主
張
を
採
り
入
れ
る
努
力
を

し
た
が
、

N
R
A
及
び
労
働
省
の
助
一
一
己
を
求
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
い

ハ
2
}

わ
れ
る
。

次
に
、
不
当
労
働
行
為
制
度
に
関
連
す
る
部
分
を
中
心
に
提
出
時
に
お
け

〔

3
)

る
本
法
案
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

一
条
の
政
策
宣
言

(
0
2
2
E
2
3
0『

F
r
nち
は
、
本
法
案
の
け
的
を

次
の
よ
う
に
定
め
た
。
「
使
用
者
は
、
会
社
若
し
く
は
他
の
形
態
に
よ
る
資
本

結
合
組
織
合
言
語
『
ω
庄
司
凶
器
0
2
弘
己
ロ
)
に
よ
っ
て
組
織
化
し
う
る
の
で
、
自

ら
選
択
し
た
代
表
者
を
通
じ
て
な
す
団
交
権
の
自
由
な
る
行
使
を
被
川
者
に

対
し
て
認
め
な
け
れ
ば
労
使
間
の
交
渉
力
の
平
等
は
達
成
さ
れ
え
な
い
。
そ

の
よ
う
な
平
等
の
不
存
在
は
、
賃
金
市
中
と
産
業
発
達
の
歩
調
と
の
均
衡
が
保

た
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
が
、
経
済
の
安
定
を
害
し
、
周
期
的
に
起

る
不
況
を
窓
化
さ
せ
、
つ
い
に
は
一
般
福
祉
と
通
商
の
自
由
な
流
れ
を
問
符

す
る
に
い
た
る
こ
と
を
経
験
は
教
え
て
い
る
。
団
交
権
の
否
認
も
ま
た
ス
ト

ラ
イ
キ
や
他
の
経
済
的
紛
争
公

8
5
5
w
aコF
)
の
原
因
と
な
り
、
か
よ

う
な
紛
争
は
、
通
商
の
自
由
な
流
れ
を
さ
ら
に
阻
害
す
る
に
い
た
る
。
そ
れ

故
、
雇
用
条
件
の
交
渉
若
し
く
は
他
の
相
互
扶
助
及
び
保
護
の
た
め
に
問
a

父

慣
行
を
奨
励
し
、
ま
た
、
労
働
者
の
有
す
る
団
結
し

(
2
8
2弘一

S
〉
、
内
中
山

的
に
組
織
化
し
〈
色
『
1
2問
B
E
t
sコ
)
及
び
自
ら
の
代
表
者
を
選
川
す
る
山
口

由
を
完
全
に
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
商
の
自
由
な
流
れ
に
刻
す
る
附

害
を
除
去
し
且
つ
一
般
福
祉
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
が
合
衆
国
の
政
策
で
あ
る

と
宣
-
一
一
一
閃
さ
れ
る
も
の
と
す
る
o
」

本
条
は
、
本
法
案
の
目
的
と
(
州
際
)
通
商
と
を
関
連
づ
け
る
た
め
に
次

円

4
〉

の
よ
う
な
事
実
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。
第
一
は
、
労
使
関
の
交
沙
力
の
不

平
等
が
賃
金
率
と
産
業
発
展
と
の
不
均
等
を
生
み
、
そ
れ
が
不
況
の
原
肉
と

な
り
、
そ
の
結
果
(
州
際
)
通
商
が
限
害
さ
れ
る
に
い
た
る
、
と
い
う
も
の
で

〔

5
v

あ
る
。
第
二
は
、
使
用
者
に
よ
る
団
交
権
の
否
認
、
が
労
使
紛
争
の
原
凶
と
な

北法24(3・188)606



(つ完

り
、
そ
の
結
果
(
州
際
)
通
商
が
阻
害
さ
れ
る
に
い
た
る
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
事
実
認
識
は
並
列
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
と
も
に

な
ぜ
(
州
際
)
通
商
が
阻
害
さ
れ
る
に
い
た
る
の
か
の
原
因
を
さ
か
の
ぼ
る

と
の
様
成
を
採
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
本
法
案
が
連
邦
の
権
限
た
る
州

際
通
商
規
制
権
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
一
万
す
た
め
で
あ
る
と

忠
わ
れ
る
。
な
お
、
ニ
ラ
の
違
憲
判
決
後
、
第
二
の
事
実
認
識
は
後
述
す
る

よ
う
に
非
常
に
詳
細
に
書
き
脊
え
ら
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
ニ
ラ
の
違
憲
理

由
の
一
が
州
際
通
商
条
項
違
反
で
あ
っ
た
の
で
本
法
案
が
同
様
の
理
由
で
違

窓
と
判
一
不
さ
れ
る
の
を
立
法
者
が
お
そ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

二
条
は
、
本
訟
で
使
用
さ
れ
る
用
語
を
定
義
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
不
当

労
働
行
為
制
度
と
関
連
隊
い
も
の
だ
け
を
紹
介
す
る
。

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

「
使
用
者
合
5
1
3
2〉
」
と
は
、
直
接
又
は
間
接
的
に
使
用
者
の
利
益
の

た
め
に
行
動
す
る
人
を
示
す
。
但
し
、
連
邦
、
州
及
び
そ
の
下
部
統
治
機

(
7〉

関
、
鉄
道
労
働
法
の
対
象
者
及
び
労
働
組
合
等
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
な
い
。

「
被
用
者
合
E
1
3
2
)」
と
は
、
特
定
の
使
用
者
の
被
用
者
だ
け
で
は
な

く
、
現
に
発
生
し
て
い
る
労
働
争
議
(
円
三
百
三

r
r
2
去
ω
宮
件
。
)
の
結
果
若

し
く
は
こ
れ
と
関
連
し
て
職
を
離
れ
た
者
及
び
不
当
労
働
行
為
に
よ
っ
て
職

を
離
れ
た
者
で
、
正
規
の
(
月
間
己
-R)以
前
の
験
と
実
質
的
に
同
等
の

(
E
Z
1

官
三
回
一
ぞ

2
E
F
S
Fロ
円
)
職
に
つ
い
て
い
な
い
者
を
も
示
す
。
但
し
、
農
業

労
働
者
、
家
事
労
働
者
及
び
肉
親
や
配
偶
者
に
医
用
さ
れ
る
者
は
そ
の
中
か

ら
除
外
さ
れ
る
。

「
代
表
者
。
。
胃
2
0己
主
=
2
)」
と
は
あ
ら
ゆ
る
個
人
及
び
労
働
組
合
を

示
す
。「

労
働
組
合
公
与
2

2四

S
E
t
s〉
」
と
は
被
用
者
が
参
加
し
、
苦
情
、

労
働
紛
争
、
賃
金
、
賃
金
中
小
、
労
働
時
間
に
関
し
使
用
者
と
交
渉
す
る
目
的

を
少
し
で
も
持
つ
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
組
織
、
機
関
及
び
被
用
者
代
表
委
員
会

(
g
s
-
3
2
2司自
g
u
t
s
S
E
E
M江
古
〉
や
被
用
者
代
表
計
画
を
も
含

む。

A
F
L
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
組
合
も
上
述
の
要
件
を
満
た

す
か
ぎ
り
「
労
働
組
人
日
」
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
人
右
2
5ロ
)
、
通
商

(
2
5
5
2円
。
)
、
通
商
に
影
響
を
与
え
る

(
$
『
『

R
C
D
m
S
5
2
2円
。
)
及
び
労
働
紛
争

(
r
r
2
岳
壱
戸
伊
丹
ぬ
)
等
の
用
垣
間

も
本
訟
の
目
的
に
即
し
て
定
義
さ
れ
た
。

第
三
条
は
、
本
訟
の
政
策
実
施
主
体
た
る
全
国
労
働
関
係
局
の
設
置
に
つ

き
定
め
た
。
局
の
構
成
は
、
大
統
領
が
任
命
し
上
院
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ

る
三
名
の
公
益
委
員
か
ら
成
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
局
の
手
続
や
機
構

は
、
既
存
の
準
司
法
的
機
関
、
例
え
ば
州
際
通
商
委
員
会

(
I
C
C
)
、
連
邦

取
引
委
員
会

(
F
T
C
Y
証
券
取
引
委
員
会

(
S
E
C
〉
及
び
全
国
調
停
委

員
会

(
N
M
B
)
の
先
例
に
従
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

~Wミ24(3 ・ 189)607



業↓

四
条
、
五
条
、
六
条
は
、
そ
れ
ぞ
れ
局
の
機
構
や
人
事
な
ど
に
つ
い
て
詐

細
に
定
め
た
。

資

第
七
条
は
、
同
結
権
及
び
団
交
権
の
保
障
に
つ
き
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

「
被
用
者
は
、
間
交
、
そ
の
他
の
相
互
扶
助
若
し
く
は
保
護
の
た
め
に
、
団

結
し
、
労
働
組
合
を
結
成
し
、
こ
れ
に
加
入
又
は
こ
れ
を
援
助
し
、
自
ら
選

出
し
た
代
表
者
を
通
じ
て
間
交
を
な
し
さ
ら
に
団
体
的
行
動
に
参
加
す
る
権

利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
」

第
八
条
は
、
七
条
の
権
利
を
具
体
的
に
保
障
す
る
た
め
、
以
下
の
使
用
者

の
行
為
を
「
不
当
労
働
行
為
?
と
丘
二
与
C
H

官
R
t
s
)」
と
し
た
。
不
当
労

働
行
為
な
る
用
語
は
こ
こ
で
始
め
て
使
用
さ
れ
る
。

一
番
円
は
、
「
七
条
で
保
障
さ
れ
た
被
用
者
の
権
利
の
行
使
に
対
し
て
干

渉
、
制
限
表
し
く
は
強
制
を
加
え
る
こ
と
」
で
あ
る
。
包
括
的
な
内
容
を
も

つ
本
規
定
は
、
以
下
に
述
べ
る
不
当
労
働
行
為
類
型
に
該
当
し
な
い
若
し
く

は
類
型
化
し
に
く
い
諸
々
の
反
組
合
的
行
為
、
例
え
ば
、
ス
パ
イ
、
ブ
ラ
ツ

ク
リ
ス
ト
、
組
合
批
判
の
言
明
及
び
ス
ト
破
り
等
の
規
制
を
目
的
と
し
た
。

二
番
円
は
、
「
労
働
組
合
の
結
成
や
そ
の
運
常
に
対
し
て
支
配
及
び
干
渉
を

な
す
こ
と
若
し
く
は
、
労
働
組
合
に
対
し
て
財
政
的
援
助
叉
は
そ
の
他
の
援

助
を
な
す
こ
と
」
で
あ
る
。
本
規
定
は
、
「
会
社
組
合
」
と
の
用
語
こ
そ
使
用

し
て
い
な
い
が
、
明
確
に
会
牡
に
よ
る
組
合
支
配
を
禁
止
し
て
い
る
。

三
番
目
は
、
「
医
入
れ
、
雇
用
の
継
続
若
し
く
は
雇
用
条
件
に
関
す
る
差
別

に
よ
っ
て
労
働
組
合
員
た
る
こ
と
を
奨
励
若
し
く
は
妨
害
す
る
こ
と
」
で
あ

る
。
但
し
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ョ
ッ
プ
協
定
は
、
次
の
二
要
件
が
満
足
さ
れ
る

か
ぎ
り
本
法
及
び
他
の
制
定
法
「
ょ
っ
て
は
違
法
と
さ
れ
な
い
と
定
め
ら
れ

た
。
第
一
の
要
件
は
、
労
働
組
合
が
不
当
労
働
行
為
に
基
づ
き
結
成
若
し
く

は
維
持
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
要
件
は
、
協
定
締
結
時
に
お

い
て
、
労
働
組
合
が
適
正
な
交
渉
単
位
の
被
用
者
の
過
半
数
を
代
表
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

四
番
目
は
、
「
本
法
の
下
に
申
立
を
し
、
ま
た
は
、
証
言
を
な
し
た
こ
と
を

理
由
と
し
て
、
被
用
者
を
解
雇
し
芳
し
く
は
被
用
者
に
対
し
そ
の
他
の
刀
態

で
差
別
待
遇
を
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。

な
お
、
後
に
五
番
目
の
不
当
労
働
行
為
類
型
と
し
て
規
定
さ
れ
る
に
い
た

る
「
団
交
拒
否
」
は
、
提
出
時
の
法
案
の
内
容
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
法

案
作
成
グ
ル
ー
プ
中
、
第
一
次
N
L
R
B
の
関
係
者
及
び

A
F
L
は
、
使
用

者
に
団
交
義
務
を
謀
さ
な
け
れ
ば
間
交
権
は
無
意
味
な
も
の
に
な
る
と
主
張

し
た
が
、
法
律
的
に
そ
の
よ
う
な
，
義
務
を
課
す
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と

の
ワ
グ
ナ
l
及
び
キ
l
ザ
リ
ン
グ
の
反
論
に
合
い
、
結
局
、
「
団
交
柄
存
」
を

独
立
の
不
当
労
働
行
為
類
型
に
す
る
こ
と
は
断
念
せ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
出
。

第
九
条
は
、
間
交
の
た
め
の
代
表
者
選
出
手
続
を
定
め
た
。
多
数
決
原
酔

ゴヒìt~24(3 ・ 190)608



り完

が
明
言
さ
れ
、
適
正
単
位
内
の
被
用
者
の
過
半
数
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
代

表
者
が
間
交
日
的
の
た
め
そ
の
単
位
の
排
他
的
代
表
者
に
な
る
と
定
め
ら
れ

た
(
九
条
仙
一
。

第
一

O
条
は
、
通
商
に
影
響
を
与
え
る
不
当
労
働
行
為
の
救
済
手
続
を
定

め
た
。

N
L
R
B
は
、
不
当
労
働
行
為
を
防
止
す
る
排
他
的
な
権
限
が
あ
る

(一

O
条
例
)
と
さ
れ
た
が
、
他
の
防
止
手
続
が
あ
る
時
、
そ
の
権
限
の
行

使
を
延
期
し
う
る
と
も
円
た
め
ら
れ
た
〈
一

O
条
刷
)
。
こ
の
一

O
条
刷
の
規
定

は
、
立
法
過
程
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た
。

一
O
条
同
か
ら

ωま
で
は
、
不
当
労
働
行
為
の
救
済
手
続
を
ほ
ぼ
次
の
よ

う
に
規
定
し
て
い
る
。
民
同
や
そ
の
代
理
人
は
、
不
当
労
働
行
為
を
な
し
て
い

る
宵
の
申
立
公
Z
H
m
m
)
若
し
く
は
自
ら
の
発
意
に
よ
り
審
問
の
通
知
を
付

し
た
告
発
状

(g百回
V
F
E
C
を
当
該
使
用
者
に
発
布
す
る
。
局
や
そ
の
代

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

理
人
は
、
審
問
手
続
を
司
り
、
審
問
に
は
証
拠
法
別
々
乙
2
0『
2
正
2
2〉

は
適
用
さ
れ
な
い
。
審
問
の
後
、
局
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
な
す
σ

不
当
労
働
行
為
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
の
事
実
認
定

を
述
べ
、
当
該
行
為
を
差
し
と
め
る
(
円
自
持

E
L仏
E
E
)
ょ
う
且
つ
こ
の

法
律
を
実
効
あ
ら
し
め
る
よ
う
な
原
状
回
復

(
H
g
E三
芯
口
)

を
も
含
む
積

極
的
行
為
を
な
す
よ
う
命
令
す
る
。
不
当
労
働
行
為
に
該
当
し
な
い
と
思
わ

れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
の
事
実
認
定
を
述
べ
、
終
結
の
命
令
を
な
す
。
命

令
の
名
宛
人
が
命
令
に
服
し
な
い
場
合
に
は
、
局
は
、
連
邦
巡
回
控
訴
裁
判

例

r命
令
の
執
行
を
申
請
し
う
る
。
裁
判
所

hv命
令
習
を
適
法
と
み
な
し
た

な
ら
ば
、
命
令
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
そ
の
ま
ま
又
は
修
正
し
た
上
で
認

め
、
正
当
且
つ
適
切
(
吉
田
仲
伊
豆
言
。
宮
尾
)
と
岡
山
わ
れ
る
暫
定
的
救
済
(
件
。
l

百七

q
E
q
叶
己
目
『
)
を
な
し
若
し
く
は
禁
止
命
令
(
吋
Z
E
E
-
z四

2
母
る
を

発
す
る
。

一
方
、
裁
判
所
は
、
命
令
を
違
法
と
み
な
し
た
な
ら
ば
、
当
該
命

令
を
取
消
す
。
局
の
命
令
の
名
宛
人
も
同
様
に
連
邦
巡
回
控
訴
裁
判
所
に
命

令
の
審
査
を
申
請
し
う
る
。

以
上
の
手
続
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
既
に
そ
の
存
在
、
か
認
め
ら
れ
て
い
た

連
邦
取
引
委
員
会
の
そ
れ
に
範
を
と
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

第
一
一
条
は
、
連
邦
地
裁
に
対
し
て
も
通
商
に
影
響
を
与
え
る
不
当
労
働

行
為
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
そ
れ
を
制
限
す
る
権
限
を
付
与
し
た
。
連
邦
地

裁
に
か
よ
う
な
権
限
を
付
与
し
た
理
由
は
、

N
L
R
B
の
委
員
の
負
担
が
多

く
十
分
に
事
件
を
処
理
で
き
な
い
時
、
そ
の
事
件
に
対
し
て
迅
速
な
対
処
が

必
要
な
時
及
び
巡
回
控
訴
裁
判
所
の
休
暇
時
等
の
異
常
事
態
に
備
え
る
た
め

と
い
わ
れ
る
w

こ
の
条
文
は
、
立
、
法
過
程
で
削
除
さ
れ
た
。

第
一
二
条
は
、
任
意
仲
裁
の
権
限
を
N
L
R
B
に
付
与
し
た
が
、
本
条
項

も
削
除
さ
れ
た
。
第
一
コ
一
条
は
、

N
L
R
B
の
調
査
権
限
と
そ
の
笑
施
方
法

を
、
第
一
四
条
は
、

N
L
R
B
の
委
員
や
そ
の
代
理
人
の
職
務
を
妨
害
し
た

北法24(3・191)609



料

者
へ
の
制
裁
に
つ
き
定
め
た
。
ま
た
、
第
一
五
条
は
、
争
議
擦
の
保
障
を
、

第
二
ハ
条
は
、
他
法
と
の
抵
触
を
、
第
一
七
条
は
、
違
憲
判
決
が
訟
の
全
体

資

に
及
ば
な
い
回
目
の
分
離
条
項
を
、
第
一
八
条
は
、
本
法
の
名
称
を
そ
れ
ぞ
れ

定
め
た
。

以
上
が
提
川
時
の
ワ
グ
ナ
l
法
法
・
家
の
内
容
で
あ
る
。
ワ
グ
ナ

I
は
、
本

法
案
の
提
出
に
際
し
て
本
訟
の
立
法
日
的
を
概
略
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
七

条
同
の
運
川
仰
の
故
大
の
欠
陥
は
、

N
L
B
及
び
第
一
次
N
L
R
B
の
な
し
た

裁
定
に
強
制
力
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、

N
R
A
に
よ
る
「
青
鷲
」

剥
奪
は
効
果
的
な
制
裁
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
第
一
次
N
L
R
B
の
な
す
聴

聞
が
一
方
的
で
あ
り
且
っ
そ
の
記
録
も
確
か
な
も
の
で
な
か
っ
た
の
で
、
可

法
省
は
、
ほ
と
ん
ど
訴
訟
を
提
起
し
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
第
一

次
N
L
R
B
以
外
に
多
く
の
労
働
関
係
局
が
設
置
さ
れ
、
第
一
次
N
L
R
B

の
威
信
は
著
し
く
低
下
し
た
。
か
よ
う
な
欠
陥
ゆ
え
に
、
七
条
同
の
運
何

は
、
ス
ト
を
続
発
さ
せ
、
さ
ら
に
賃
金
と
企
業
利
益
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
拡
大

し
、
結
果
的
に
は
不
況
の
克
服
に
寄
与
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
木
法
は
、
労
働
者
の
同
結
権
、
団
交
権
の
内
谷
を
あ
き
ら
か
に
し
、

(
幻
)

そ
れ
に
実
効
性
を
も
た
せ
る
た
め
に
提
案
さ
れ
た
。

全
国
産
業
復
興
訟
の
も
と
に
お
け
る
労
使
関
係
指
標

一

組

合

員

一

-

ス

1
ラ
イ
キ
終
結
一
ス
ト
ラ
イ
キ
発
生
事
由

次

一

一

組

織

率

丁

1
J
i
!
J
i
l
l耳
到
割
田
封
劇
「
I
1

一
主
一
一
十
主
司
主
調
一
重
品
ノ
一
賃
金
時
一
組
合
主
「
コ

FE

吉

一

一

F

J
続

日

数

一

員

一

間

一

認

一

J
1
0

，官

一

万

人

%

一

件

一

旦

万

人

一

件

一

件

一

件

一
九
二
九
一
三
六
芸
一
二
.
E

き
亘
ニ
ニ
六
一
二
九
一
一
毛
E

=

穴
ニ
一
一
六
九

一
九
一
三
一
一
一
一
穴
一
ハ
一
二
・
豆
一
、
主
昌
一
一
一
六
九
一
二
四
一
九
ニ
六
一
五
一
一
言
一
一
ニ
一
一
一
一

一
九
一
言
-
一
一
三
塁
一
二
回
Q

一
、
八
一
七
一
一
九
・
五
一
一
回
八
一
七
一
七
一
八
ゴ
宝
一
ニ
六
丘

一
九
一
重
一
一
毛
i

一
三
旦
一
一
、

gz一
一
一
一
一
二
一
一
o一
七
一
九
九
回
庄
一
一
九
八
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年

ア
メ
リ
カ
経
済
研
究
会
編
・
前
掲
書
二
九
六
頁
。

(
2
)
∞
2
5芯
E
W
C
司
己
件
、
司
・
∞
∞
・

(
3〉

(Ugm-F円

C
E
'
F
M
只
門
戸
日
ω
m
∞!日
ω

コ・

(
4
)

政
策
室
一
一
一
一
日
は
、
本
法
の
経
済
活
学
公

B
E
E
F口

zrs事
与

を

述
べ
る
こ
と
と
本
法
に
憲
法
上
の
基
礎
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
∞
耳

g
g
F
告
-
ロ
ア
u
.
U
0
・

(
5
)

か
よ
う
な
事
実
認
識
は
、
本
法
案
が
ニ
ュ
l
デ
ィ

l
ル
政
策
の
一

瑛
と
し
て
立
法
化
さ
れ
た
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

(

6

)

か
よ
う
な
事
実
認
識
に
よ
り
、
鉄
道
労
働
法
制
は
制
定
せ
ら
れ
て

い
た
。
本
法
案
は
、
州
際
鉄
道
と
い
う
特
殊
な
産
業
分
野
を
中
心
に

形
成
さ
れ
た
か
よ
う
な
考
え
を
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
に
あ
て
は
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

(
7
)

一
九
三
四
年
の
全
国
産
業
調
整
法
案
は
、
労
働
組
合
も
使
用
者
と

し
て
行
動
す
る
か
ぎ
り
「
使
用
者
」
に
該
当
す
る
と
定
義
し
た
。
し

か
し
、
か
よ
う
に
定
義
す
る
こ
と
は
、
労
働
組
合
の
活
動
の
自
由
を



(コ)完

不
当
に
佼
告
一
目
す
る
お
そ
れ
あ
り
と
し
て
、
本
法
案
で
は
、
そ
の
よ
う

な
定
義
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
∞
2
E
R
g
-
8・
巳
ア
古
田
?

ハ
B
)
局
の
委
員
に
労
使
の
利
益
代
表
者
を
加
え
な
か
っ
た
の
は
、
裁
定

時
の
妥
協
を
避
け
裁
定
の
一
貫
性
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
よ
r
E
J

同

y
u
ω
・

(
9
)
F
r
E
・
℃

8
.

(
川
)
但
し
、
被
用
者
が
就
業
時
間
中
に
使
用
者
と
交
渉
し
、
使
用
者
が

そ
の
問
の
賃
金
を
差
し
引
か
な
い
こ
と
は
「
不
当
労
働
行
為
」
に
該

当
し
な
い
と
さ
れ
た
。

ハ
什
)
州
の
コ
モ
ン
ロ
ー
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ョ
ッ
プ
を
違
法
と
し
え

た
。
県
吋
「
口

m
g
z
.
q司
'
i
f
h
v・

s-

(ロ〉

E
F
℃

8
・
な
お
、
一
九
三
四
年
の
ワ
グ
ナ
l
労
働
争
議
法
案

五
条
②
で
は
、
凶
交
ね
否
は
不
当
行
為
と
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
ワ
グ
ナ
l
労
働
争
議
法
案
及
び
全
国
産
業
調
整
法
案
は
、
双
方
と

も
代
表
者
選
出
方
法
を
そ
の
実
施
機
関
の
裁
量
に
委
ね
て
い
た
。
こ

の
問
題
は
、
ニ
ラ
期
の
労
使
関
係
政
策
の
最
大
の
争
点
の
一
で
あ
っ

た

(
け
門
)
九
条
刷
は
、
団
交
代
表
者
選
出
の
た
め
に
適
正
単
位
l
使
用
者
単

位
-
職
能
単
位
・
工
場
単
位
・
そ
の
他
ー
を
決
定
す
る
権
限
を
N
L

R
B
に
付
与
し
た
。
ま
た
、
九
条
同
は
、
通
商
が
代
表
者
の
選
出
問

題
に
よ
っ
て
影
響
を
う
け
る
場
合
、
そ
れ
に
関
す
る
紛
争
を
調
査
し

且
つ
代
表
者
を
認
証
す
る
権
限
を
N
L
R
B
に
付
与
し
た
。

ワ
グ
ナ
1

労
働
争
議
法
案
は
、
連
邦
地
裁
に
対
し
、
ま
た
、
全
国

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

(
日
)

産
業
調
整
法
案
は
、
労
働
省
調
停
部
の
調
停
手
続
を
経
た
後
始
め
て

連
邦
巡
回
控
訴
裁
判
所
に
対
し
て
命
令
の
執
行
を
申
請
し
う
る
、
と

そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
た
。
本
法
案
の
か
よ
う
な
規
定
は
手
続
の
迅
速

化
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
局
の
事
実
認
定
は
、
そ
れ
が
証
拠
に
基
づ
い
て
い
る
か
ぎ
り
終
局

的
〈

g
R
一22
2
)
な
も
の
と
さ
れ
た
。

(
げ
)
連
邦
取
引
委
員
会
法
(
一
九
一
四
年
)
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
F

T
C
の
手
続
は
、
概
略
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
審
査
職
員
は
、
不

公
正
な
競
争
方
法
及
び
不
公
正
又
は
偽
蹴
的
な
行
為
や
慣
行
を
調
査

す
る
。
そ
の
結
果
、
あ
る
程
度
違
法
な
行
為
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
ら
、

F
T
C
は
、
被
疑
者
に
審
判
開
始
決
定

書

(
B
5司
F
5
3

を
発
し
、
公
開
審
判
を
行
な
い
審
決
を
下
す
。

命
令
不
遵
守
者
が
い
る
場
合
、

F
T
C
は
、
裁
判
所
に
命
令
の
執
行

の
申
請
を
な
す
。
な
お
、
一
九
三
八
年
の
ウ
イ
ラ

l

・
リ

l

法

(
毛
色
。
門
戸

z
r昨)
は
、

F
T
C
の
命
令
自
体
に
執
行
力
を
付
与

し
た
。

(
同
)
そ
の
手
続
は
、

N
L
P
A
B
の
要
求
に
よ
り
連
邦
地
方
検
事
が
手
続

を
開
始
し
、
裁
判
所
が
適
当
と
認
め
た
場
合
に
当
該
不
当
労
働
行
為

に
対
し
て
暫
定
的
禁
止
命
令
を
出
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ハ
悶
)
∞
2
E宮
古

G
司

J

2ゲ
同
y

u
∞・

(
加
)
(
U
C
口
問
-
m
R
C
『
門
戸
戸
×
×
円
以
-Nω

コflNω
芯・

(
引
)
ワ
グ
ナ
ー
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
「
現
在
私
が
提
案
し
て

い
る
全
国
労
働
関
係
法
案
は
、
そ
の
営
学
も
そ
の
内
容
も
別
段
新
し

;fU去24(3・193)611



料

い
(
ロ
ミ
己
)
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
新
し
い
実
体
法
上
の
諸
権

利

(
g
g
g
z
t
s
ュ
四
}
同
仲
間
)
を
創
設
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、

被
用
者
が
望
む
時
、
相
互
保
護
や
利
益
の
た
め
に
団
結
の
自
由
を
被

用
者
に
与
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
原
則
は
、
七
条
同
は
い
う

に
及
、
は
ず
、
ノ
リ
ス
・
ラ
ガ
l
デ
ィ
ア
法
、
前
年
成
立
し
た
鉄
道
労

働
法
修
正
法
及
び
そ
の
他
一
迷
の
議
会
に
よ
る
立
法
の
中
に
具
体
化

さ
れ
て
い
る
。
」
】
EL--
可・

Nω

コ・

資

第
二
款

法
案
に
対
す
る
賛
否
の
意
見

一
九
三
四
年
の
ワ
グ
ナ

l
労
働
争
議
法
案
と
同
様
に
明
確
に

木
法
案
は
、

団
結
権
、
間
交
権
を
保
障
し
、
さ
ら
に
、
使
用
者
の
反
組
合
的
行
為
の
み
を

規
制
対
象
と
し
て
い
た
の
で
、
使
用
者
側
は
、
強
力
に
本
法
案
に
対
す
る
反

対
の
論
陣
を
は
っ
た
。
そ
の
主
体
と
な
っ
た
の
は
、
全
国
製
造
業
者
協
会
で

あ
っ
た
。
そ
の
他
の
反
対
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
会
社
組
合
の
関
係
者
及
び

A「

9
“J】

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
等
の
報
道
機
関
が
あ
っ
た
σ

さ
ら
に
、
共
産
党

も
、
木
、
広
案
は
資
本
家
附
級
を
代
表
す
る
政
府
に
よ
る
労
使
関
係
介
入
の
試

(
3
)
 

み
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
原
則
的
に
本
法
案
に
反
対
し
た
と
い
わ
れ
る
。

一
方
、
本
法
案
の
支
持
グ
ル
ー
プ
は
、
第
一
次
N
L
R
B
の
委
員
、
法
律

顧
問
及
び
労
働
組
合
が
中
心
で
あ
り
、
ハ

l
パ

7
1
ド
大
学
の
著
名
な
労

働
経
済
学
者
ス
リ
ヒ
タ

1

3・
臼
W
Z
2
)
も
そ
れ
に
加
わ
っ
て
い
た
と
い

(
4
)
 

わ
れ
る
。

興
味
を
ひ
く
の
は
本
法
案
に
対
す
る
ロ
l
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
の
態
度
で
あ

~tr:l;24(3 ・ 194)612

っ
た
。
ロ
l
ズ
ヴ
エ
ル
ト
自
身
は
、
本
法
案
の
上
院
通
過
後
始
め
て
そ
れ
に

対
す
る
支
持
を
あ
き
ら
か
に
し
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
立
場
は
あ
い
ま
い

ハ
5
)

(民自己「】

g
-
3
3
な
も
の
で
あ
っ
た
。
労
働
長
官
パ
l
キ
ン
ス

q
p長
吉
田
)

は
、
団
交
制
度
の
意
義
を
よ
く
理
解
し
て
は
い
た
が
、
本
法
案
を
積
極
的
に

支
持
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
法
案
に
関
す
る
彼
女
の
主
要
な
関
心
は
、

労
働
関
係
局
を
労
働
省
の
管
結
下
に
置
く
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

(
6〕

るし

一方、

N
R
A
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
長
官
及
び
リ
ッ
チ
パ

l
グ
は
、
本
法
案

に
正
面
か
ら
反
対
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
実
効
性
の
な
い
特
別
の
労
働
関
係

局
の
設
置
を
大
統
領
に
進
言
す
る
な
ど
し
て
実
質
的
に
ワ
グ
ナ

l
の
意
図
を

(
7
)
 

打
ち
く
だ
こ
う
と
し
た
。
か
よ
う
に
、
本
法
案
に
対
す
る
ロ

l
ズ
ヴ
エ
ル
ト

政
権
の
態
度
は
、
ま
っ
た
く
治
面
倒
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
本
法
案
の
成
立

は
、
あ
く
ま
で
ワ
グ
ナ
l
個
人
の
情
熱
と
行
動
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、

門

8
v

そ
れ
が
、
ま
さ
に
「
ワ
グ
ナ
l
法
」
と
称
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

本
伝
案
は
、
二
月
一
一
一
日
に
ワ
グ
ナ
l
上
院
議
員
に
よ
り
上
院
に
提
出
さ

れ
、
下
院
に
は
二
月
二
八
日
に
コ
ナ
リ
l
下
院
議
員
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
本
法
案
は
後
述
す
る
よ
う
な
立
法
経
過
を
た
ど
っ
た
。
そ
の
際
、

本
法
案
に
つ
い
て
の
賛
否
の
意
見
が
全
面
的
且
つ
激
烈
に
戦
わ
れ
た
の
は
、

三
月
一
一
日
か
ら
四
月
二
日
ま
で
の
上
院
教
育
労
働
委
員
会
に
お
い
て
で
あ



っ
た
。
そ
こ
で
、
三
こ
で
は
上
院
教
育
労
働
委
員
会
で
の
討
論
を
中
心
に
論

点
別
に
本
法
案
に
問
す
る
器
具
奇
意
見
を
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
反
対
側
の
主
要

な
論
者
は
、
全
国
製
怠
業
者
協
会
の
一
顧
問
弁
護
土
た
る
エ
メ
リ

l
c
a
〉
'

り完

開
口

d
2〕
乙
で
あ
り
、
文
一
持
側
の
そ
れ
は
ワ
グ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

↓
規
定
全
般
に
関
す
る
も
の

円
立
法
の
必
要
住
に
つ
い
て

ま
ず
、
本
法
案
は
不
況
の
克
服
に
寄
与
す
る
か
否
か
、
さ
ら
に
、
七
条

同
や
公
共
決
議
第
四
四
号
以
外
に
新
た
な
労
使
関
係
法
を
制
定
す
る
必
要
が

あ
る
か
否
か
に
つ
主
術
品
T

が
な
さ
れ
た
。

反
対
側
は
、
労
使
間
の
利
害
の
一
致
を
強
調
し
、
本
法
案
の
よ
う
に
政
府

が
労
使
関
係
に
介
入
ナ
る
こ
と
は
、
こ
の
満
足
す
べ
き
関
係
を
破
壊
し
、
そ

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

の
結
果
、
ス
ト
ラ
イ
#
を
続
発
さ
せ
ひ
い
て
は
不
況
を
悪
化
さ
せ
る
と
主
張

し
切
さ
ら
に
、
現
夜
間
一
結
権
及
び
団
交
権
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
ニ

ラ
七
条
同
及
び
公
共
決
議
第
四
四
日
V
が
あ
る
の
で
、
新
た
な
立
一
法
は
不
必
要

な
り
と
も
主
張
し
た
ο

一
方
、
支
持
側
は
、
不
例
の
主
要
原
因
を
労
使
間
の
交
渉
カ
の
不
平
等
に

よ
り
労
働
者
の
賃
金
が
生
産
刀
向
上
に
比
し
相
対
的
に
低
下
し
た
v

」
と
に
由

来
す
る
と
し
て
、
労
働
組
合
勢
力
の
強
化
に
基
づ
い
て
大
衆
購
買
力
を
増
強

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
不
況
を
克
盟
9

べ
し
と
主
張
し
た
山
か
よ
う
な
見
解
は
、

ニ
ラ
七
条
同
の
立
法
及
び
そ
の
運
府
内
を
通
じ
て
次
第
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
当
時
の
情
況
下
で
は
か
な
り
の
説
得
力
を
持
ち
得
た
と
忠
わ

れ
る
。
ま
た
、
新
た
な
立
法
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
支
持
側
は
、
ニ
ラ
七
条

例
の
規
定
の
不
十
分
さ
、
特
に
そ
の
政
策
を
実
効
性
を
も
っ
て
実
施
し
う
る

機
構
の
欠
如
が
使
用
者
の
反
組
合
的
行
為
を
許
す
結
呆
と
な
り
、
七
条
同
は

十
分
に
そ
の
目
的
を
達
成
し
え
な
か
っ
た
と
評
価
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
欠

点
の
是
正
を
白
的
と
し
た
統
一
性
且
つ
実
効
性
の
あ
る
新
た
な
労
使
関
係
法

が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
主
張
は
、
本
法
の
提
案
理
由
に
お
い
て

ワ
グ
ナ
ー
が
最
も
強
調
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ル

ニ
ラ
違
憲
判
決
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
最
高
裁
は
か
な
り
厳
格
に
憲
法
を

解
釈
し
て
い
た
の
で
、
反
対
側
は
本
法
案
の
違
憲
性
を
極
力
主
張
し
た
。
具

体
的
に
は
次
の
よ
う
な
主
張
が
な
さ
れ
た
。
①
製
造
業
及
び
そ
の
労
働
条
件

を
規
制
す
る
権
限
は
州
に
の
み
帰
属
し
て
い
る
の
で
、
製
造
業
の
労
使
関
係

合
憲
性
に
つ
い
て

の
規
制
を
目
的
を
す
る
本
法
案
は
、
憲
法
一
条
八
節
(
州
際
通
商
条
項
)
及

び
修
正
一

O
条
に
違
反
す
る
。
@
確
立
さ
れ
た
証
拠
法
則
を
無
視
し
て
N
L

::IUt24(3・195)613

R
B
が
一
証
拠
の
認
定
を
し
、
裁
判
所
が
そ
の
認
定
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
、
憲

法
修
正
五
条
(
適
法
手
続
条
項
)
に
違
反
し
て
国
民
か
ら
そ
の
自
由
及
び
財

産
を
奪
う
。
③
裁
判
所
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

N
L
R
B
の
調



料

査
権
限
は
、
不
当
捜
査
及
び
不
潟
差
押
え
を
禁
止
し
た
憲
法
修
正
四
条
に
違

反
す
る
。
④
損
害
額
を
評
価
I
、
原
状
回
復
を
要
求
し
、
裁
判
所
を
拘
束
す

る
事
実
認
定
を
な
す
N
L
R
b
の
権
限
は
、
憲
法
修
正
七
条
(
陪
審
裁
判
の

保
障
…
に
違
反
す
る
。

資

一
方
、
支
持
側
は
、
本
法
案
は
適
法
手
続
条
項
及
び
州
際
通
商
条
項
に
逮

反
し
な
い
と
し
て
そ
の
か
窓
性
を
主
張
し
た
。
こ
の
丙
条
項
の
違
反
を
理
由

に
、
連
邦
労
使
関
係
法
が
違
憲
と
判
示
さ
れ
た
例
も
あ
っ
た
の
で

U

ワ
グ
ナ

ー
ら
は
、
違
憲
判
決
会
回
避
す
る
た
め
に
注
意
深
く
法
案
の
関
係
条
文
を
吟

味
し
、
さ
ら
に
、
立
総
過
程
に
お
い
て
も
本
法
案
の
合
憲
性
を
強
調
し
た
。

ま
ず
、
木
法
案
が
泊
法
手
続
条
般
に
違
反
し
な
い
、
と
の
主
張
は
、
主
に

一
九
三

O
年
の
鉄
道
明
日
間
法
人
川
滋
判
決
の
理
論
構
成
に
よ
っ
た
。
こ
の
判
決

は
、
法
的
保
護
に
価
d
y

る
利
蕗
(
こ
の
場
合
は
州
際
通
商
の
円
滑
化
)
を
笑

現
す
る
た
め
に
同
計
躍
、
間
交
権
の
保
障
が
不
可
欠
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
ら
の
権
利
に
基
づ
い
て
、
会
社
に
よ
る
組
合
支
配
及
び
組
合
員
に
対
す
る

品
品
目
別
的
解
雇
一
を
差
止
叩
令
に
よ
っ
て
禁
止
し
う
る
と
の
規
定
は
適
法
手
続
条

項
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
示
し
て
い
た
。
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
禁

止
さ
れ
た
反
組
合
的
げ
為
と
本
法
案
八
条
で
定
め
ら
れ
た
「
不
当
労
働
行
為
」

の
内
容
が
ほ
ぼ
同
れ
で
あ
っ
た
の
で
、
支
持
側
は
、
こ
の
判
決
の
構
成
に
し

た
が
っ
て
木
法
案
以
適
法
手
続
条
項
に
違
反
し
な
い
旨
主
張
し
た
。

か
よ
う
な
構
成
の
最
大
の
問
題
点
は
、
は
た
し
て
本
法
案
が
州
際
通
商
の

係
穫
を
目
的
と
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
不

当
労
働
行
為
の
規
制
に
よ
っ
て
州
際
通
商
の
円
滑
化
が
な
さ
れ
う
る
か
、
の

問
題
で
あ
っ
た
。
鉄
道
労
働
法
合
憲
判
決
は
、
州
際
通
商
の
主
要
な
媒
介
手

段
た
る
州
際
鉄
道
と
い
う
特
殊
な
産
業
分
野
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

の
で
、
そ
の
構
成
が
そ
の
ま
ま
一
般
の
産
業
分
野
の
労
使
関
係
に
あ
て
は
ま

る
か
は
あ
き
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
最
高
裁
も
州
の
み
が
製
造
業
に

お
け
る
労
使
関
係
を
規
制
し
う
る
権
限
を
持
っ
と
判
示
し
て
い
た
。
か
よ
う

一
九
三
一
一
一
年
来
の
組
合
承
認
を
求
め
る

ス
ト
ラ
イ
キ
の
矯
加
の
事
実
を
ふ
ま
え
、
労
使
関
係
の
現
実
と
州
際
通
商
の

阻
脅
と
を
次
の
よ
う
に
関
連
づ
け
た
。
第
一
は
、
労
使
間
の
交
渉
力
の
不
一
千

な
状
況
下
に
お
い
て
、
支
持
側
は
、

相
守
に
基
づ
く
賃
金
率
と
産
業
発
達
と
の
不
均
等
が
不
況
の
原
因
と
な
り
、
不

況
に
よ
り
州
際
通
商
、
が
阻
害
さ
れ
る
に
い
た
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二

は
、
使
用
者
に
よ
る
間
交
犯
否
が
労
使
紛
争
を
生
ぜ
し
め
、
そ
れ
に
よ
り
州

際
通
商
が
阻
害
さ
れ
る
に
い
た
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
認
識
は
、

鉄
道
労
働
法
上
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
前
者
の
認
識
は
ニ
ラ
七
条

同
以
降
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
か
よ
う
な
認
識
に
基
づ
き
、
支
持
側

は
、
不
当
労
働
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
り
州
際
通
商
の
阻
害
原
因
が
除

去
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し

一
九
一
一
一
五
年
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、

北法24(3・196)614



非
常
に
厳
格
に
州
際
通
商
条
項
を
解
釈
し
て
い
た
の
で
、
か
よ
う
な
構
成
は

あ
ま
り
説
得
力
を
持
ち
え
な
か
っ
た
。
本
法
案
が
州
際
通
商
条
項
に
違
反
し

な
い
と
判
示
さ
れ
る
た
め
に
は
、
実
質
的
な
判
例
変
更
が
必
要
で
あ
っ
た
。

一一
f
l
k
 

付

会個
社別
(規
支定
百G fこ
〉関
組す
合泊る
に〉も

つの
L 、
て

不
当
労
働
行
為
の
類
型
中
、
最
大
の
争
点
と
な
っ
た
の
は
会
社
(
支
配
)

組
合
の
是
非
の
問
題
で
あ
っ
た
。

(オ完

反
対
側
は
、
会
社
組
合
が
労
使
双
方
の
利
益
に
合
致
し
、
友
好
的
に
労
使

関
係
を
調
整
す
る
効
果
的
な
機
構
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
は

アメリカにおける「不当労働行為市l度Jの形成

「
現
存
す
る
満
足
す
べ
き
労
使
関
係
」
を
破
壊
す
る
結
果
に
な
る
と
主
張
し

慢
さ
ら
に
、
木
法
案
は
、

A
F
L
に
よ
る
労
働
者
の
供
給
独
占
を
助
長
す

る
と
し
て
非
難
さ
れ
た
。

一
方
、
支
持
側
は
、
会
社
(
支
配
〉
組
合
は
そ
の
性
質
上
自
主
的
な
団
結
を

否
認
し
た
も
の
で
あ
り

一
九
三
五
年
に
現
存
す
る
会
社
組
合
の
約
三
分
の

こ
が
ニ
ラ
期
に
結
成
さ
れ
た
事
実
を
も
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
自
主

的
な
組
合
運
動
に
対
抗
す
る
た
め
の
反
組
合
的
手
段
と
み
な
さ
れ
る
べ
さ
も

の
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
本
法
案
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
の
は
、
使
用
者
に

よ
る
組
合
支
配
行
為
の
み
で
あ
り
、
会
社
組
合
自
体
は
決
し
て
禁
止
の
対
象

と
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
わ
せ
て
強
調
し
に
は
ル
か
よ
う
な
見
解
は
、

N
L
B
及

び
第
一
次
N
L
R
B
の
裁
定
原
則
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
。

付
労
働
組
合
の
「
不
当
労
働
行
為
」
に
つ
い
て

労
働
組
合
の
「
不
当
労
働
行
為
」
は
、

一
九
四
七
年
の
タ
ブ
卜
・
ハ
ー
ト

レ

l
法
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
に
い
た
る
が
、
ワ
グ
ナ
l
法
の
制
定
時
に
お

い
て
す
で
に
そ
れ
を
制
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
た
。

反
対
側
は
、
労
働
組
合
に
よ
る
使
用
者
に
対
す
る
強
制
を
も
禁
止
し
た
方

が
公
正
で
あ
り
、
ま
た
、
労
働
者
個
人
の
自
由
を
守
る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ

{
幻
〉

る
方
面
か
ら
の
圧
力
を
排
除
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
労
働

組
合
に
権
限
の
み
を
与
え
、
義
務
を
課
さ
な
い
の
は
不
当
で
あ
る
と
も
主
張

し
た
。
か
よ
う
な
主
張
は
、
州
際
通
商
の
円
滑
化
を
本
法
案
の
主
要

H
的
と

す
る
か
ぎ
り
か
な
り
の
説
得
力
を
持
ち
得
た
と
岡
山
わ
れ
る
。

一
方
、
支
持
側
は
、
組
合
に
よ
る
強
制
の
態
様
、
例
え
ば
身
体
に
対
す
る

暴
行
、
脅
迫
、
の
の
し
り
守
官
官
c
r
1
0
5
2
5
2
)
及
び
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ヨ
ツ

プ
等
が
す
で
に
州
や
自
治
体
の
法
規
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
の
で
、
十
午

、
、
、

法
案
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
あ
え
て
禁
止
す
る
必
要
は
な
い
と
主
張
し
た
。
ま

た
、
労
働
組
合
に
「
強
制
」
と
い
う
こ
と
ば
が
適
用
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
解

釈
に
つ
い
て
裁
判
所
を
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
も
主
張
さ
れ
た
。
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多
数
決
原
理
に
つ
い
て

七
条
例
の
運
営
の
際
、
団
交
の
た
め
の
代
表
者
選
出
方
法
に
つ
き
政
府
部



料

内
に
お
い
て
激
し
い
対
立
が
あ
り
、
そ
れ
が
七
条
同
の
運
営
を
妨
げ
た
一
原

因
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

N
L
B
及
び
第
一
次
N
L
R
B
は
、
多

資

数
決
原
理
を
主
張
し
、

一
方
、
ロ
1

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
及
び
N
R
A
の
ジ
ョ
ン
ソ

γ
長
官
は
、

一
九
三
四
年
一
一
一
月
の
自
動
車
争
議
の
解
決
の
際
、
比
例
代
表
制

を
探
用
し
た
。
本
法
案
九
条
は
、

N
L
B
及
び
第
一
派
N
L
R
B
の
裁
定
原

則
を
踏
襲
し
多
数
決
原
理
を
採
用
し
た
。

反
対
側
は
、

N
L
R
B
の
有
す
る
適
正
交
渉
単
位
決
定
権
限
及
び
多
数
決

原
理
の
採
用
を
批
判
し
、
こ
れ
ら
は
少
数
組
合
員
の
自
由
を
侵
害
し
、
ク
ロ

(
部
)

l
ズ
ド
シ
ョ
ッ
プ
を
防
長
し
、
さ
ら
に

A
F
L
の
労
働
独
占
を
促
進
す
る
と

主
張
し
た
。

一
方
、
支
持
側
は
、
多
数
決
原
理
は
代
表
者
選
出
の
公
正
且
つ
実
行
可
能

な
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
比
例
代
表
制
は
労
働
者
相
互
間
に
不

信
と
帆
榔
怖
を
生
ぜ
し
め
交
渉
力
を
弱
め
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
多
数
決

原
理
の
採
用
の
先
例
と
し
て
、
合
国
戦
時
労
働
局
、
鉄
道
労
働
法
制
及
び
ニ
ラ

七
条
例
の
運
常
を
あ
げ
た
。
ま
た
、
ク
ロ
ー
ズ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
関
し
て
、
本

法
案
八
条
三
項
は
積
極
的
に
そ
の
合
法
性
を
認
め
た
の
で
は
な
く
単
に
既
存

の
組
合
保
障
協
定
を
保
護
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
州
訟
が
そ
れ
を
違

法
と
し
た
な
ら
ば
州
法
の
規
定
に
従
う
と
主
張
し
た
。

W'1r 

N
L
R
B
に
つ
い
て

N
L
R
B
に
対
す
る
反
対
側
の
批
判
は
次
の
二
点
に
関
し
て
な
さ
れ
た
。

第
一
は
、

N
L
R
B
の
手
続
が
浴
意
的
立
つ
不
当
で
あ
る
と
い
う
批
判
で

あ
る
。

N
L
R
B
の
手
続
に
関
す
る
規
定
が
違
憲
で
あ
る
と
い
う
前
述
し
た

主
張
と
相
倹
っ
て

N
L
R
B
の
手
続
は
次
の
よ
う
に
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
主
張
さ
れ
た
。
①
N
L
R
B
は
い
や
、
が
ら
せ
の
た
め
に
罰
則
附
召
喚

令
状

(
2
5
2
E
)
を
使
う
か
も
し
れ
な
い
。
②
組
合
及
び
競
争
会
社
は
そ

の
手
続
を
通
じ
て
企
業
秘
需
を
知
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
@
証
拠
法
則
の

不
採
用
は
伝
聞
に
基
づ
く
決
定
を
許
す
結
果
と
な
る
。
さ
ら
に
、

N
L
R
B

は
同
一
事
件
で
告
発
者
、
検
察
官
及
び
判
事
と
し
て
の
役
割
を
担
う
の
で
、

公
正
な
決
定
を
な
し
え
な
い
と
も
批
判
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
支
持
側
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
等
の
手
続
に
範
を
と
り
行

政
の
迅
速
性
と
人
権
保
障
の
双
方
の
観
点
か
ら
N
L
R
B
の
手
続
を
定
め
た

と
そ
の
手
続
機
構
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。

第
二
は
、

N
L
R
B
を
独
立
の
行
政
機
関
に
す
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ

る
。
こ
の
批
判
は
、
パ

l
キ
ン
ス
労
働
長
官
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、

A
F
L
も

{
h
u
}
 

消
徳
的
な
が
ら
そ
れ
に
賛
意
を
あ
ら
わ
し
た
と
い
わ
れ
る
。
彼
女
は
、

N
L

(
仙
)

R
B
を
独
立
行
政
機
関
に
す
る
こ
と
に
反
対
し
、

N
L
R
B
を
労
働
省
の
行

轄
下
に
置
き
労
働
省
、
か
N
L
R
B
の
人
事
と
予
算
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
べ
き

(
れ
)

で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
た
。
①
独
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立
行
政
機
関
は
業
務
逐
行
に
時
間
が
か
か
り
且
つ
大
統
領
の
負
担
を
僧
す
。

②
独
立
行
政
機
関
は
政
策
全
体
と
の
関
連
で
行
動
す
る
こ
と
が
少
な
い
。
③

労
働
省
調
停
部
は
労
働
紛
争
を
長
期
間
に
わ
た
り
調
停
し
て
き
た
実
績
を
有

す
る
の
で
、

N
L
R
B
を
労
働
省
内
に
設
置
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
紛
争
を

協
議
方
式
公
え
2
3
2
5
2
z
e
で
解
決
し
う
る
こ
と
を
+
意
味
す
る
。
④

労
働
者
に
関
す
る
総
て
の
問
題
を
集
中
し
て
労
働
省
に
処
理
さ
せ
る
こ
と
は

(づ完

合
理
的
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
で

N
L
R
B
を
労
働
省
の
管
結
下
に

置
く
べ
し
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
同
時
に
、
彼
女
は
、
労
働
省

に
は

N
L
R
B
の
決
定
を
再
審
査
す
る
権
限
が
な
い
こ
と
も
あ
わ
せ
て
強
一
調

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

し
た
。こ

れ
に
対
し
て
ワ
グ
ナ
!
及
び
第
一
次
N
L
R
B
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン

は
、
産
業
界
及
び
国
民
の
信
頼
を
得
る
た
叫
v

ま
た
、
司
法
機
能
と
調
整
機

能
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に

N
L
R
B
を
独
立
の
準
司
法
的
機
関
に
す
べ

き
で
あ
る
と
反
駁
し
た
。

(
1
)

一
九
三
四
年
の
全
国
産
業
調
整
案
は
、
組
合
に
よ
る
使
用
者
に
対

す
る
干
渉
、
強
制
を
も
そ
の
規
制
の
対
象
と
し
て
い
た
。

(
2〉
「
出
欠
何
百
E
E
m
4
Z
毛
布
口
電
〉
円
昨
日
同
丹

ω
0
2
m
E
E仏

。=5ロ
円
∞

-mロ
-
F
2
2
¥
、H，z
o
o
D円
四
命
毛
E
E口問円
G
Z
F
m宅

H
U
2
2
5
-
-
M∞
'
Z
0・
M
(一回目
5

3
・JNE--MOω
山
容
吉
弘
2
P

C
司
・
円
』
円
・
・
七
-
一
(
〕
O

(
3
)

∞R
E
Z
F
Q古田

2
7
℃

-g-

(
4〉
]
・
当
・

5
L
L
g・-、
H，
Z
P
M
m宮
山

E
H
U
H
]可
臣
民

D
3
4
ご
Z

Z

E
∞
¥
叫
J
F
o
p
-
H問
。
巧
27H口
問
ぎ
ロ
亡
者
列
。
〈

-
2
2
一
-
M
U
-

Z
0・
叫
・
〈
一
回
目
。
)
署

-Mω
∞
!
日

ω
u
-
F
E
m
Z
P
8
2
7
七
一

g-

(
5
)
関
与
百
円
]
宮
町
・

8
目
巳
同
J

ち

-MOM-

(
6
)
M
E
L
w
可

-MOA-

(
7
)

回

σ正也

})-NOω
・

(
8
)
F
E
-
-
司℃

-
M口
O
M
G一
・
明
・
岡
山
・
ロ
己

]2、
戸

ωず
2

5

〉ヨ巾コ
2
・

(
一
∞
印
一
山
)
司
・

N
?
?

(
9
)

∞2
5
g
z
u
C古
門
戸
・
℃
-
一
口
∞
-

(
問
〉
商
工
会
議
所
の
ハ
リ
マ
ン
(
巴
号
ユ
ヨ
自
)
の
主
張
で
あ
る
。
手
広
よ

同

γ

一口吋・

(日
)
M
E
L
-
3・
5一ーー一ON.

(門は〉

A
F
L
は
、
一
九
二
五
年
の
第
四
五
回
大
会
に
お
い
て
「
新
賃
金

政
策
」
を
採
択
し
、
す
で
に
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
表
明
し
て
い

た
。
そ
の
内
容
は
、
「
大
衆
購
買
力
に
よ
っ
て
産
業
を
安
定
し
且
つ
経

済
的
不
平
等
を
是
正
す
る
た
め
に
、
賃
金
は
生
産
性
増
加
に
比
例
し

て
上
貝
押
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
技
術
的
変
化
に
伴
な
う
解
雇
公
R
T
I

E
-
o
m
E円
L
F
8
F
2
5
g
σ

を
妨
ぐ
た
め
に
、
労
働
時
間
は
短
縮
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
代
り
、
労
働
者
は
、
生
産
と
の
浪
費

を
な
く
し
、
能
率
向
上
に
協
力
す
る
」
と
い
う
も
の
-
で
あ
っ
た
。

冨
三
E
E
L
Z
S仲
間

9
5
qア

G
-
n
x
J
ヲ
ミ
N-

ニ
ラ
及
び
公
共
決
議
第
四
四
号
は
、
と
も
に
時
限
(
立
法
)
で
あ

北法24(3・199)617
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日
)



ギ}

っ
た
の
で
早
急
に
新
立
法
が
必
要
で
あ
っ
た
。

(川
)
n
oコ
m-
何
百
貨
ι・
円
以
以
円
以
w
N
ω

ご・

(
日

M
)
c
g
y
H
M
G君
角
田
口
門
日
亡
聞
広
〈
・
虫
o
a
-
M
∞∞
C
ω
・一回目・(一回
ω
M
〉

に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
「
通
商
は
製
造
の
終
る
後
に
な
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
憲
法
の
通
商
条
項
は
、
州
が
排
他
的
に
製
造
を
規
制
す

る
こ
と
を
妨
げ
は
し
な
い
己
主
一
∞
ア
と
判
示
し
て
い
た
。

(
四
)
「
本
憲
法
に
よ
っ
て
合
衆
国
に
委
任
さ
れ
ず
、
ま
た
各
州
に
対
し

て
禁
止
さ
れ
な
か
っ
た
権
限
は
、
各
州
そ
れ
ぞ
れ
に
或
は
人
民
に
留

保

(

吋

何

回

2
2〉
さ
れ
る
」
。

(
行
)
「
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
訴
訟
に
お
い
て
係
争
額
が
二

0
ド
ル
を
越
え

る
場
合
に
は
、
常
に
陪
審
に
よ
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
が
認
め
ら
れ

る」。

(
氾
〉
〉
合
同
『
〈

C
・
ω
.
M
g
c
.
ω
・
5
7
C
U口∞)・

(
川
口
)
「
会
社
組
合
」
な
る
用
語
は
、
形
式
的
に
会
社
単
位
の
組
合
を
示

す
場
合
と
会
社
に
よ
っ
て
内
部
運
併
が
支
配
さ
れ
て
い
る
組
介
を
示

す
場
合
、
が
あ
る
。
現
実
の
使
用
例
で
は
、
こ
れ
ら
は
明
確
に
使
い
わ

け
ら
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
の
点
に
も
、
「
会
社
組
合
」
の

あ
い
ま
い
な
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
却
)
図
。
円
E
Z
E
-
-司
・
円
芹

J
3・
5
∞
l
一o
u

(引
)

M

t

正
w

℃・

5
∞・

(
辺
)
切
・
(
リ

E
m
q
w
d
oヨ回出口可
C
ロ
5
5
5
d牛
耳
昨

Z
Z
F閉山〉
¥
ζ
F
i

n
z
m
g
E当

F
5
2
5
}
8・
(
一

Z
M〉
宅
・

8
#
l
g∞
・
な

お
、
ワ
グ
ナ
ー
は
、
会
社
組
合
自
体
を
も
「
不
当
労
働
行
為
」
と
し

資

て
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
、
と
発
言
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

Mr広
J
H
Y
∞山印目

(お
)
F
E
m
E
P
C℃
・
丘
一
"
司
・
一
口
∞

(
M
C
M
E
L
-
-
℃
・
己
主
・

(
お
)
ミ
ル
ト
ン
・
ダ
l
パ
l
、
ェ
ド
ウ
ィ
ン
・
ヤ
ン
グ
編
『
現
代
ア
メ

リ
カ
労
働
運
動
史
』
永
田
、
寺
中
、
士
口
庄
訳
(
一
九
六
四
年
〉
二

O

七
頁
。

ζ
・

0
2
r
q
g
L
開・

J

ヘ2
ロ
m
a
c
r
o円

E
L
子。

z
o君

。g-
C
8
3
.

(
お
)
一
九
三
四
年
修
正
鉄
道
労
働
訟
の
二
条
は
、
明
文
で
ク
ロ
ー
ズ
ド

シ
ョ
ッ
プ
を
禁
止
し
て
い
る
。

(
幻
)
∞

q
B
Z
E
-
-
H
Y
門
戸
庁

w

℃・一ロム・

(お

)
-
z
p
w
u・
5吋
・

(
m
U
)

壬仏
J

官官・

5
印l
l
]
O
m
-
A
F
L
は、

N
L
R
B
を
三
者
構
成
に

し
て
労
働
者
代
表
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
も
主
張
し
た
。

(
お
)
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
期
の
労
働
省
に
つ
い
て
は
、
ダ
1
パ
l
、
ャ
ン

グ
紛
・
前
掲
書
二
三
三

i
二
四
六
一
貝
を
み
ら
れ
た
い
。
な
お
、
そ
の

中
で
、
「
労
働
省
の
重
大
な
欠
陥
は
、
組
合
組
織
や
間
体
交
渉
を
促
進

す
る
法
案
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
」
(
一
一
一
一
一
六
頁
)

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
引
)
明
・
司
君
}
ハ
吉
田
唱
吋
「
。

HNDCm命
〈
己
丹
何
回
ハ
ロ
命
者
・
(
一
回
品
目
)
匂
-
M
A
G
.

〈

h
U
)

労
働
省
は
、
「
米
国
の
賃
金
労
働
者
の
福
祉
を
向
上
、
発
展
さ
せ
、

そ
の
労
働
条
件
を
改
善
し
、
有
益
な
雇
用
に
就
く
機
会
を
一
一
関
広
大

す
る
」
(
一
九
一
一
一
一
年
、
米
国
労
働
省
設
置
法
)
た
め
に
設
医
さ
れ
た

北法24(3・200)618



行
政
機
関
で
あ
っ
た
の
で
、
産
業
界
は
、
労
働
省
の
中
立
性
に
つ
き

不
信
の
念
を
い
だ
い
て
い
た
。

第
三
款

法
案
の
立
法
過
程

本
法
案
は
、

一
九
三
五
年
二
月
一
一
一
日
に
ワ
グ
ナ
l
議
員
に
よ
り
法
案
第

一
九
五
八
号

と
し
て
上
院
に
提
出
さ
れ
、
下
院
に
は
コ
ナ
リ

(ω

一巳印∞〉

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成 (寸完

I
議
員
に
よ
り
同
月
二
八
日
に
法
案
第
六
二
八
八
号
(
出
戸
町
民
∞
)
と
し

て
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
以
下
に
紹
介
す
る
よ
う
な
立
法
経
過
を
た
ど
っ

た。

付

上
院
教
育
労
働
委
員
会

三
月
一
一
日
か
ら
四
月
二
日
ま
で
、
上
院
教
育
労
働
委
員
会
に
お
い
て
本

法
案
に
関
す
る
全
般
的
な
討
論
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
二
款
で
す
で

に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
討
論
を
前
提
に
、
上
院
教
育
労
働
委
員

会
は
、
委
員
会
報
告
書
を
作
成
し
委
員
全
員
の
賛
意
を
与
え
た
う
え
そ
れ
を
五

月
二
日
に
発
表
し
た
。
そ
の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
本
法
案
は
次
の
よ
う
に

〈
明
，

a

∞
広
告
ぬ
)
の
提
案
に
よ
り
「
被
用

者
代
表
と
の
間
交
相
窓
口
」
が
五
骨
H
の
不
当
労
働
行
為
類
型
と
さ
れ
な
そ

修
正
さ
れ
た
。
第
一
に
、
ビ
ド
ル

の
理
由
と
し
て
、
同
結
権
及
び
間
交
権
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
は
そ
れ

(
2
)
 

を
規
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た
。
第
二
に
、
労

働
組
合
も
使
用
者
と
し
て
行
動
す
る
か
ぎ
り
法
案
二
条
に
い
う
「
使
用
者
」

に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
。
第
一
一
一
に
、
不
当
労
働
行
為
を
差
止
命
令
に
よ
っ
て

禁
止
す
る
連
邦
地
裁
の
権
限
を
定
め
た
法
案
十
一
条
及
び
N
L
R
B
の
仲
裁

権
限
を
定
め
た
法
案
一
一
一
条
が
削
除
さ
れ
た
。
調
整
機
能
と
準
司
法
的
機
能

の
混
同
を
避
け
N
L
R
B
の
役
割
を
準
司
法
的
な
も
の
に
限
定
す
る
た
め
の

措
置
と
思
わ
れ
る
。

ω
上
院
本
会
議

上
院
本
会
議
に
お
い
て
本
法
案
に
関
す
る
討
論
が
な
さ
れ
た
の
は
五
パ
一

(
3〕

六
円
、
一
日
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
、
使
用
者
サ
イ
ド
に
完
つ
議

員
は
組
合
に
よ
る
、
使
用
者
及
び
労
働
者
個
人
に
対
す
る
強
制
を
も
本
法
案

に
お
い
て
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
具
体
的
に
は
、
全
国
製
造
業

者
協
会
の
主
張
を
代
弁
し
て
タ
イ
デ
ン
グ
(
云
・
肘
・
吋
三
宮
間
的
)
は
、
次
の

(
4
)
 

よ
う
な
修
正
案
を
提
案
し
た
。
第
一
に
、
七
条
の
末
尾
に
、
「
被
用
者
は
い
か

な
る
も
の
か
ら
も
強
制
公

2
5
3
)
若
し
く
は
脅
迫
(
百
円

5-etc-じ
さ

れ
な
い
も
の
と
す
る
。
」
と
の
文
言
を
付
け
加
え
る
。
第
二
に
、
「
被
川
者
が
七

条
で
保
証
せ
ら
れ
た
権
利
を
行
使
す
る
際
、
被
用
者
を
強
制
す
る
こ
と
及
び

被
用
者
が
労
働
す
る
権
利
又
は
労
働
組
合
に
加
入
器
し
く
は
加
入
し
な
い
権

利
を
行
使
す
る
際
、
被
用
者
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
誰
が
そ
れ
を
な
す
に
せ

よ
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
o
」
と
の
規
{
疋
を
八
条
に
含
ま
し
め
る
。

本
懸
案
に
対
し
、
ヮ
グ
ナ
l
、
パ
ー
ク
リ
l

(
四
日

r-o可
)

及
び
ノ
リ
ス

北11;24(3・201)619



本}

、。J

の
各
議
員
は
、
二
款
二

ωで
紛
介
し
た
よ
う
な
理
由
を
あ
げ
て
そ
れ
に
反
駁

し
た
。
結
局
、
ワ
グ
ナ
ー
ら
の
意
見
が
大
勢
を
い
白
め
タ
イ
デ
ン
グ
の
修
正
案

(
5
}
 

は
五

O
刻
一
二
で
一
小
川
、
決
さ
れ
た
。

資

ま
た
、
本
法
案
も
委
員
会
報
告
書
ど
う
り
六
三
対
一
二
の
大
差
で
可
決

(
G〉

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
論
争
点
の
多
い
且
つ
労
使
の
利
害
と
密
接
に
結
び
つ

い
た
本
法
案
が
な
ぜ
か
よ
う
な
大
差
で
上
院
を
通
過
し
た
か
は
あ
き
ら
か
で

(
7〉

は
な
い
。
た
だ
、
パ
!
ン
ス
タ
イ
ン
は
、
次
の
二
つ
の
原
閣
を
あ
げ
て
い

(
8
v
 

る
。
第
一
に
、
当
時
は
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
の
最
項
期
で
あ
っ
た
乃
で
、
労
働

者
が
政
局
に
与
え
る
影
響
力
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
議
員
の

多
く
は
、

A
F
L
を
正
面
か
ら
敵
に
ま
わ
す
こ
と
を
跨
幽
閉
し
た
。
第
二
に
、

反
対
側
に
指
導
的
な
人
物
が
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
前
者
の
原
因
に
閲
述
し

て
、
「
上
院
議
員
の
多
く
は
、
本
法
案
が
違
憲
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
の
で
本

法
案
を
無
効
と
す
る
大
任
を
最
高
裁
に
ま
か
せ
た
。
上
院
議
員
達
は
、
労
働

者
か
ら
の
政
治
的
な
支
持
を
獲
得
す
る
一
方
、
裁
判
所
が
本
法
案
を
無
効
と

宣
言
す
る
ま
で
使
用
者
は
本
法
案
に
従
わ
ず
、
し
た
が
っ
て
本
法
案
は
ま
っ

円。)

た
く
効
果
を
発
揮
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
た
。
」
と
の
指
摘
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。

伺

下
院
労
働
委
員
会
(
第
一
次
報
告
書
〉

三
月
一
一
二
日
か
ら
四
月
四
日
ま
で
下
院
労
働
委
員
会
に
お
い
て
も
本
法
案

に
関
す
る
討
論
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
の
争
点
は
、
上
院
に
お
け
る
そ
れ
と

ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
討
論
を
も
と
に
、
下
院
労
働
委
員
会
は
、
五
月

(
叩
)

二

O
日
に
上
院
、
通
過
後
の
法
案
内
容
と
ほ
ぼ
同
一
の
報
含
蓄
を
発
表
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

N
L
R
B
は
独
立
の
行
政
機
関
と
は
さ

〈
日
)

れ
ず
、
労
働
省
の
管
轄
下
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
主
張

し
た
の
は
パ

l
キ
ン
ス
労
働
長
官
と

A
F
L
で
あ
り
、
そ
の
主
張
斑
白
及
び

「
i
J

規
定
内
容
は
二
款
二
四
で
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
か
よ
う
な
主
張

は
、
下
院
本
会
議
に
お
い
て
否
決
さ
れ
る
に
い
た
る
が
、
ワ
グ
ナ
l
法
制
定

時
に
お
い
て

N
L
R
B
を
労
働
省
の
管
轄
下
に
霞
く
べ
し
と
の
板
強
い
主
張

が
な
さ
れ
た
こ
と
は
銘
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
法
案
に
対
し
あ
い
ま
い
な
態
度
を
と
り
つ
づ
け
て
い
た
ロ

l
ズ

ヴ
エ
ル
ト
は
、
下
院
労
働
委
員
会
の
報
告
書
の
発
表
以
降
始
め
て
本
法
案
に

対
す
る
支
持
を
あ
き
ら
か
に
し
た
と
い
わ
れ
る
。

伺

下
院
労
働
委
員
会
(
第
二
次
報
告
書
)

下
院
労
働
委
員
会
が
報
告
書
を
発
表
し
た
一
週
間
後
の
五
月
二
七
日
に
、

(ωnr。円
r
Z
H
)
養
鶏
会
社
事
件
に
お
い
て
州
際

最
高
裁
は
、
シ
エ
ク
タ
l

通
商
条
項
違
反
等
の
理
由
で
ニ
ラ
の
違
憲
判
決
を
な
し
た
。
そ
の
紡
m末
、
製

造
業
の
労
使
関
係
を
規
制
す
る
本
法
案
も
同
様
な
理
由
で
違
憲
と
さ
れ
る
お

そ
れ
が
前
に
も
ま
し
て
強
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
ワ
グ
ナ
ー
は
、
本
法
案
の
日

北法24(3・202)620



的
と
州
際
通
商
規
制
権
限
と
の
関
連
を
よ
り
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
、
六
月

五
日
に
下
院
の
許
可
を
得
て
本
法
案
を
下
院
労
働
委
員
会
に
差
し
戻
し
た
。

六
月
一

O
H、
下
院
労
働
委
員
会
は
、
一
条
を
次
の
よ
う
に
修
正
し
た
第
二
次

報
告
書
'
を
発
表
し
一
叩
「
使
用
者
に
よ
る
被
用
者
の
団
結
権
の
否
認
及
び
団
交

手
続
の
受
け
い
れ
桁
否
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
や
他
の
形
態
に
よ
る
労
使
紛
争
若

(つ完

し
く
は
産
業
不
安
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
ら
は
、
州
通
商
機
構
の
能
率
、
安
全

性
及
び
機
能
を
阻
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
川
通
商
の
流
れ
の
中
で
生
じ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
州
通
商
過
程
へ
入
る
若
し
く
は
そ
こ
か
ら
出
る
原
料
、
製

品
、
加
工
品

2
3
2自
丘

四
9
0
仏
ω
)

の
流
れ
に
実
質
的
な
影
響
を
与
え
、
そ

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

れ
を
制
約
芳
し
く
は
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
通
商
の
流
れ
の

中
に
あ
る
か
よ
う
な
原
料
や
商
品
の
価
格
に
実
質
的
な
影
響
を
与
え
、
そ
れ

を
制
約
若
し
く
は
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
州
通
商
過
程
へ
入
る
活
し
く

は
そ
こ
か
ら
出
る
商
品
の
市
場
を
実
質
的
に
妨
害
活
し
く
は
撹
乱
す
る
ま
で

医
用
及
び
賃
金
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
商
を
阻
害
な
い
し
妨
押
す

る
意
図
を
も
ち
若
し
く
は
そ
の
よ
う
な
必
然
的
結
果
を
も
た
ら
す
。
〈
中
略
〕

被
用
者
の
団
結
権
や
団
交
権
を
立
法
に
よ
り
保
障
す
る
こ
と
は
、
労
使
紛
争

や
産
業
不
安
の
よ
く
知
ら
れ
た
原
肉
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
金
・
労

働
時
間
・
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
関
す
る
(
意
見
)
の
相
違
か
ら
生
ず
る
労

使
紛
争
を
友
好
的
に
調
整
す
る
た
め
に
必
要
な
慣
行
(
言
R
t
2
m
)
を
広
め

る
こ
と
に
よ
り
、
労
使
間
の
交
渉
力
を
平
等
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
商
を

危
拝

(
5
1円
可
)
や
阻
害

(
5日出町ヨ
g
C
や
撹
乱
か
ら
守
り
通
商
の
流
れ

を
円
滑
化
す
る
」
。

ワ
グ
ナ
ー
は
、
こ
の
修
正
に
よ
っ
て
本
法
案
の

u的
と
州
際
通
商
条
項
と

を
街
接
に
開
通
づ
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
返
滋
判

決
J
V
」
同
避
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ワ
グ
ナ

l
法

一
条
の
評
価
は
、
以
上
の
よ
う
な
立
法
経
緯
を
常
に
念
頭
に
お
い
て
な
さ
れ

(日〉

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

国

下
院
本
会
議

下
院
劣
働
委
員
会
に
お
い
て
二
度
に
わ
た
り
修
正
が
な
さ
れ
た
本
法
案
は

下
院
本
会
議
に
ま
わ
さ
れ
た
。
六
月
一
八
日
に
、
法
規
委
員
会

~F-2ゎ
q
l

ヨヨ広件。
η
)

同

コ

ナ

リ

I
議
員
の
提
案
に
基
づ
き
本
法
案
を
特
別
措
前

(
凹
℃

3
乙

E
F
)
の
対
象
と
し
た
。
特
別
措
置
と
は
、
法
案
の
単
期
通
過
表
し

く
は
妨
害
を
日
的
と
し
て
な
さ
れ
る
議
事
日
程
の
変
更
で
あ
る
。
こ
の
折
杭

に
よ
り
、
六
月
一
九
日
、
即
ち
特
別
措
置
の
な
さ
れ
た
翌
日
に
下
院
本
会
ぷ

に
お
い
て
本
法
案
に
関
す
る
討
論
が
な
さ
れ
る
に
い
た
っ
た

Q

反
対
側
は
、

ニ
ラ
の
違
憲
判
決
を
引
用
し
、
本
法
案
の
違
憲
性
を
板
力
主
張
し
た
が
、
そ

の
主
張
が
大
勢
を
占
め
る
に
ま
で
い
た
ら
な
か
っ
た
。

ニ
ラ
の
違
憲
判
決
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
院
本
会
議
に
お
い
て
、
本
法
案

北法24(3・203)621



料

は
、
次
の
二
点
に
つ
を
修
正
が
な
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

第
一
に
、

N
L
R
B
が
労
働
省
か
ら
独
立
し
、
独
立
行
政
機
関
と
さ
れ

資

た
o
N
L
R
B
を
独
立
行
政
機
関
に
す
る
こ
と
は
、
ワ
グ
ナ
l
及
び
第
一
次

N
L
R
B
関
係
者
の
持
論
で
あ
っ
た
。
下
院
木
会
議
に
お
い
て
、
マ
ー
カ
ン

ト
ニ

l
オ
下
院
議
員
は
、
ワ
グ
ナ
ー
ら
を
代
弁
し
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
労

働
委
員
会
の
な
し
た
修
正
に
反
対
し
た
。
「
N
L
R
B
が
純
粋
に
準
司
法
的
な

委
員
会

2
E
E
-
-』
口
径
巳
と

g
B
E
g
-
g
)
で
あ
る
こ
と
は
強
調
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
権
威
と
能
率
は
、
原
則
と
し
て
、
公
け
の
承
認
と
そ
の
公

正
さ

(
5宮
ユ

E
5己
に
対
す
る
労
使
双
方
の
信
頼
に
基
づ
い
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
も
し
局
が
労
働
省
の
下
に
設
置
さ
れ
た
な
ら
ば
、
局
は
判
定

機
関
で
は
な
く
単
に
労
働
者
集
団
の
み
の
機
関
で
あ
る
と
の
疑
惑
が
当
初
か

門

口

)

ら
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
」
そ
の
後
に
な
さ
れ
た
票
決
に
お
い
て
、
彼
の
主
張
は

(
同
〉

一一二

O
対
四
八
で
支
持
さ
れ
た
。

第
二
に
、
コ
ナ
リ

i
議
員
の
提
案
し
た
、
「
こ
の
法
律
の
い
か
な
る
条
項
も

憲
法
修
正
第
一
条
に
お
い
て
保
障
せ
ら
れ
た
言
論
、
出
版
の
自
由
を
侵
害
す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
新
規
定
が
一
四
条
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。

か
よ
う
な
修
正
が
な
さ
れ
た
後
、
本
法
案
は
、
賛
否
の
点
呼

(
3
]
]
E
]
]
)

(
叩
〉

を
経
る
こ
と
な
く
下
院
を
通
過
し
た
。
下
院
木
会
議
に
お
け
る
討
論
も
、
五

月
一
九
日
、

一
日
だ
け
な
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

両
院
協
議
会

六
月
二

O
日
に
上
院
が
下
院
に
よ
る
修
正
に
反
対
す
る
決
議
を
な
し
た
の

内

で
、
本
法
案
は
、
両
院
協
議
会

(g町
内
『

2
2
8ヨ
E
=
2
)
で
討
議
さ
れ
る

(
叩
)

に
い
た
っ
た
。
協
議
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
妥
協
が
な
さ
れ
た
。
下
院
に
よ

っ
て
修
正
さ
れ
た
一
条
(
事
実
認
定
及
び
政
策
宣
一
一
百
)
及
び
二
条
(
定
義
)

の
規
定
は
、
用
語
を
多
少
変
更
し
た
上
で
承
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
下
院
に
よ

っ
て
新
た
に
定
め
ら
れ
た

N
L
R
B
の
委
員
に
対
す
る
免
職
権
限
も
放
認
さ

れ
る
。
一
方
、
下

E

丸
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
「
言
論
、
山
版
の
自
由
の
保
昨
」

条
項
は
、
削
除
さ
れ
る
。

両
院
協
議
会
に
よ
っ
て
か
よ
う
な
修
正
が
な
さ
れ
た
本
法
案
は
、
六
月
二

七
刊
に
、
上
院
に
お
い
て
は
投
票
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
下
院
に
お
い

て
は
ご
二
二
対
四
二
で
そ
れ
ぞ
れ
京
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
七
月
五
円
に

大
統
領
の
署
名
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
労
働
法
史
上
画
期
的
と
一
評
さ
れ
る
ワ
グ

ナ
l
法
は
成
立
し
た
。
な
お
、
そ
の
際
、
大
統
領
は
次
の
よ
う
な
戸
川
仰
を
発

表
し
た
と
い
わ
れ
る
。
「
こ
の
法
律
の
最
大
の
目
的
は
、
労
使
の
よ
り
良
き
開

係
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
被
用
者
の
団
交
権
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
法
案
は
、
健
全
且
つ
公
正
な
属
用
契
約
を
促
進
す
る
。
何
人
が
被
用
者
代

表
の
権
限
を
有
す
る
か
、
の
決
定
手
続
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
木

法
は
、
無
誌
な
経
済
的
紛
争
の
主
要
原
因
の
一
つ
を
除
去
す
る
目
的
を
持

北法24(3・204)622



っ
。
労
働
者
の
独
立
を
犯
す
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
法
は
、
木

法
の
範
囲
内
で
労
働
者
自
身
の
選
択
の
自
由
及
び
活
動
の
自
由
を
す
べ
て
の

労
働
者
の
た
め
に
確
保
し
よ
う
と
す
る
。
」
「
N
L
R
B
は
、
独
立
の
準
司
法

的
機
関
で
あ
る
。
労
働
紛
争
に
お
い
て
、

N
L
R
B
が
調
停
者
と
し
て
行
動

し
な
い
こ
と
が
よ
t
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
法
律
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
調
停
機
能
は
、
労
働
長
官
及
び
労
働
省
調
停
部
の
聡
務
と
し
て
存
続

(す完

さ
せ
ら
れ
る
。
司
法
、
調
停
問
機
能
の
混
同
を
避
け
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
プ
調
停
の
本
質
た
る
妥
協

(
8
5司
3
5
5
)
は
、
法
の
解
釈
、
執
行
と

は
あ
い
い
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
」
(
傍
点
、
筆
者
)

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

大
統
領
の
こ
の
戸
明
は
、
本
法
の
基
本
的
特
徴
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

特
に
、
傍
点
部
分
に
関
し
て
は
そ
の
よ
う
に
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の

は
、
本
法
の
立
法
過
粍
に
お
い
て
、
最
後
ま
で
争
わ
れ
た
の
は
N
L
R
B
を

独
立
行
政
機
関
と
す
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、

N
L
R

B
の
権
限
を
準
司
法
的
な
も
の
に
限
定
す
る
か
、
調
整
的
な
機
能
を
も
あ
わ

せ
持
た
す
か
、
の
争
い
で
あ
っ
た
。
ワ
グ
ナ
l
法
以
前
の
連
邦
労
使
関
係

(
法
)
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
機
関
は
、
労
使
紛
争
の
調
整
の

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
全
国
戦
時
労
働
局
、
鉄
道
労
働
調
整
局

-
鉄
道
労
働
局
(
輸
送
法
)
、
調
整
局
・
調
停
局
(
鉄
道
労
働
法
)
一
全
国
鉄
道

調
整
局
・
全
国
調
停
局
(
修
正
鉄
道
労
働
法
〉
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
そ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
七
条
同
に
基
づ
く
N
L
B
及
び
第
一
次
N
L
R
B
も
原
則
と
し

て
紛
争
調
整
機
関
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
ワ
グ
ナ
l

法
上
の

N
L
R
B
は
、
そ
の
権
限
を
準
司
法
的
な
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
始
め
て
、
同
結
権
及
び
団
交
権
そ
れ
自
体
を
権
利
と
し

て
保
障
す
る
機
構
が
創
山
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
ニ
ラ
七
条
例
の
欠
点
の
是

正
を
け
的
と
し
た
ワ
グ
ナ
!
の
意
凶
は
こ
こ
に
み
ご
と
に
実
現
さ
れ
た
わ
け

で
あ
る
。

(
1
)

間
交
義
務
の
内
容
は
、
間
交
の
結
果
と
し
て
合
意
に
達
す
べ
き
義

務
ま
で
を
含
む
も
の
で
は
な
い
、
と
極
力
主
張
さ
れ
た
。

(
2
)

∞ヨ
B
E
E
-
-℃・

27-v-
二
ω
・

(
3
)

一
九
三
四
年
以
来
、
ワ
グ
ナ
l
労
働
争
議
法
案
、
全
国
産
業
調
整

法
案
及
び
公
共
決
議
第
四
四
号
と
こ
の
種
の
法
案
、
か
す
で
に
一
年
以

土
も
議
会
で
論
議
さ
れ
て
い
た
の
で
、
新
た
な
討
論
の
必
要
性
は
少

な
か
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。

(
4〉
《

U
9
3間
・
閉
山

22L-rvn〉
ロ
)
〈
・
ベ
目
印
ム

(
5
)
F
Z
P
.
5
3
.
 

(
6
)
E
ι
J
g∞
一
-
賛
成
者
の
内
訳
は
、
民
主
党
四
九
名
、
共
和
党
八

名
、
農
民
労
働
党

(
F
5
2
l
c
r
g
s
一
名
、
革
新
党

9
3四円
l

z=。
)
一
名
で
あ
っ
た
。
反
対
者
は
、
民
主
党
四
名
、
共
和
党
八
名

で
あ
っ
た
。
回
巾
『
ロ
a
E
P
C℃・

2
7
司
・
二
?
な
お
、
パ

l
ン
ス
タ

イ
ン
は
、
賛
成
者
の
内
の
残
り
の
四
名
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
三
及
し
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lr 

止
が
サ

て
い
な
い
。

(

7

)

ル
ク
テ
ン
パ

1
グ
は
、
「
当
時
も
そ
の
後
も
、
ど
う
し
て
議
会
が
こ

れ
ほ
ど
ラ
ジ
カ
ル
な
法
律
を
こ
れ
ほ
ど
少
数
の
反
対
で
、
こ
れ
ほ
ど

の
圧
倒
的
多
数
で
成
立
さ
せ
た
の
か
、
を
ほ
ん
と
う
に
理
解
し
た
も

の
は
い
ん
は
い
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ル
ク
テ
ン
パ
l

グ
吋
ロ
ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト
」
陵
井
三
郎
訳
(
一
九
六
八
年
〉
巧
・
開

戸市巳円
7宮口
σ口円問、

m，g
コr
t
ロ
ロ
・
同
N
C
2
0
2
}
仲
吉
弘
子
。

z。
宅
ロ
2
一

石
ω
M
1
5
8
・
(
呂
田
ω)
・
一
二
三
京
。

(
8
)

∞3
5
Z
7
8・
2
7
3
二四
l
二吋

ハ
9
〉

prrpw
同
戸
二
四

(
叩
)
】
「
正
・
・
恒
一
一
∞
・
但
し
、

Z
F
m∞
-
m
同
〉
ロ
ロ
己
主
列
。
司
C
円
丹
下
回
・

で
は
、
五
月
二
一
日
に
な
っ
て
い
る
。

(
日
)
委
門
会
で
反
対
し
た
の
は
マ
l
カ
ン
ト
ニ
l
オ
(
宮
2
8己
3
5〉

議
員
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

(
ロ
)
∞
巾
「
口
m
E
H
f
c℃
・
円
一
円
切
苧
二
∞

(は
)
ω
の

7
2
Z
2
H
J
U
C
}円
弓

(

け

2
七・〈目

C
ω
・
M
g
c
-
ω

念
日
(
一
回
ω印)

(
リ
内
)
そ
の
仙
の
修
r
H
A
山
一
と
し
て
、
大
統
領
は

N
L
R
B
の
委
員
を
職
務

怠
慢
汗
L
t
は
汚
職
以
外
の
事
由
で
免
職
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
と
の
新
規
定
が
三
条
に
定
め
ら
れ
た
。

(
日
)
「
一
条
は
本
法
の
日
的
を
『
労
伎
紛
争
』
や
「
通
商
妨
害
や
阻
害
』
と

の
用
語
だ
け
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
本
法
の
諸
条
文
は
、
ワ
グ
ナ

l

上
院
議
及
が
経
済
的
、
円
引
会
的
進
歩
を
う
み
だ
す
で
あ
ろ
う
と
考
え

た
尖
体
的
椴
利
と
述
邦
機
構
を
創
設
し
た
。
一
条
の
文
主
一
江
川
、
実
際
、

資

ま
ず
本
法
に
通
商
条
項
に
基
づ
く
管
幣
上
の
基
琳
慨
を
あ
た
え
る
た
め

に
定
め
ら
れ
た
」
と
の
指
摘
が
一
条
に
関
し
な
さ
れ
て
い
る
。

。
・
』
宮

qEm
丘
・
吋
，

Z
H
)ぬ〈。
-91=同
「
p
r
2
F
E弓
(
一
∞
コ
)
同
)

吋
・
の
注
例
。

(
山
山
)
法
規
委
員
会
の
役
割
は
、
委
員
会
、
通
過
法
案
の
審
議
順
序
や
審
議

時
間
の
決
定
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
上
、
法
規
委
員
会
は
、
「
議

院
の
陥
黙
の
同
意
の
も
と
戦
闘
的
且
つ
有
力
な
少
数
の
圧
力
団
体
の

援
助
を
う
け
て
、
委
員
会
を
通
過
し
た
法
案
な
ど

ιつ
い
て
修
正
的

機
能
を
は
た
す
」
と
い
わ
れ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
『
介
衆
同
の
政
治
制

度
』
入
江
通
雅
訳
(
一
九
六
七
年
〉
七

O
一
頁
。
開
・

0
ユ
E
Fヨ、

H

，Z

〉
ヨ
雪
片
山
口

ω官
庁
E
え

の

9
5
3
5ゆ
え
(
一
回
目
印
)
・

(
げ
〉
(
リ
q
口問
-
H
N
2
0「
チ
「
V

円
以
円
以
可

Nω

(同

)
E
F
可
N
?

(悶
)

M

ず正
w

U
吋

ω
一-

(お〉

E
F
↓
O
N
U

∞l
一CM
U
U

(
引
)
ワ
グ
ナ

l
訟
の
正
式
名
称
は
、
「
労
使
聞
の
交
渉
力
の
平
等
化
を
促

し
、
労
働
紛
争
の
原
因
を
除
去
し
、
全
国
労
働
関
係
局
を
設
慢
し
、

及
び
そ
の
他
の
日
的
の
た
め
の
法
律
」
で
あ
る
。

(
泣
〉
日
L
F
何
回
一
件
〉
ロ
ロ

E
一
同
召
O
H昨

-
H
)
-
u
・
の
注

~tW24(3・ 206)624

第
三
節

ワ
グ
ナ
l
法
合
憲
判
決

ワ
グ
ナ
l
法
は
、
ワ
グ
ナ
ー
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
一
九
三
五
什
七
月
五
日

に
成
立
し
た
。
と
い
っ
て
も
、
ワ
グ
ナ

l
法
が
そ
の
円
的
を
十
分
に
達
成
す



る
た
め
に
は
、
そ
の
政
策
実
施
機
関
た
る
N
L
R
B
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
ワ
グ
ナ
l
法
違
憲
判
決
を
避
け
る
こ
と
も
そ
の
た
め
に
は

不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ワ
グ
ナ
l
法
の
前
途
は
ま
さ
に
多
難
で
あ

っ
た
。
本
節
で
は
、
ま
ず
、

N
L
R
B
の
設
置
及
び
ワ
グ
ナ
l
法
に
対
す
る

労
伎
の
対
応
を
述
べ
、
次
に
、
州
際
通
商
条
項
を
限
定
解
釈
し
た
漉
青
炭
保

全
法
違
憲
判
決
を
紹
介
し
、
最
後
に
、
ワ
グ
ナ
l
法
人
口
憲
判
決
を
考
察
す

る。

(斗完

一
九
三
七
年
ま
で
の
状
況

第
一
款

↓

ワ

グ

ナ

l
法
に
対
す
る
労
使
の
対
応

「
L

ワ
グ
ナ
l
法
の
成
立
後
に
ま
ず
必
要
と
さ
れ
た
の
は
N
L
R
B
の
委
員
の

任
命
で
あ
っ
た
。
大
統
領
は
、
八
月
二
四
日
に
上
院
の
河
意
を
得
て
次
の
委

ハ
1
v

日
目
パ
を
任
命
し
た
。
委
員
長
と
し
て
、
マ
デ
ン

(
S
F

玄
え
号
ロ
〉
、
委
員
と
し

A

2

)

〔

3
〉

て
、
ス
ミ
ス
ハ
岡
山
-
m
-
ω
E
E
5
及
び
カ
モ

l
デ
ィ
(
』
の
R
E
O
L
uじ
で
あ

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

る
。
彼
ら
新
委
員
、
か
最
初
に
煎
而
し
た
仕
事
は
、

N
L
R
B
の
組
織
の
整
備

と
N
L
R
B
の
内
規
の
作
成
で
あ
っ
た
。

N
L
R
B
は
、
前
者
に
関
し
て

{
4
v
 

は
、
第
一
次
N
L
R
B
の
組
織
を
受
け
つ
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
後
者
に
関
し
て

は
、
九
月
一
四
日
に
内
規
を
作
成
し
て
、
そ
の
職
務
開
始
の
準
備
を
完
了
し

〈

S
)

た。

一
貫
し
て
ワ
グ
ナ
l
法
の
制
定
に
反
対
し
、

使
用
者
の
多
く
は

ワ
グ
ナ

-
法
制
定
後
も
そ
の
態
度
を
変
え
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
自
由
連
盟

会
心
同
法
律
家
委
員
会

(
Z己
Z
E一
ピ
宅
一
吉
g
n
C
2
5
2
2
0
h
F
m
〉
ヨ
2
i

5
=
ピ
宮
司
件
可
戸
内
出
m

川
口
。
)
加
盟
の
五
八
名
の
法
律
家
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ

(
G
V
 

た
ワ
グ
ナ
l
法
違
憲
論
に
依
拠
し
て
、
反
組
合
的
態
度
を
と
り
つ
づ
け
た
。

さ
ら
に
、
使
用
者
の
あ
る
者
は
、

N
L
R
B
の
手
続
の
停
止
を
求
め
る
た

め
、
連
邦
地
裁
に
差
止
命
令
の
発
布
を
申
請
し
た
。
そ
の
結
果
、

N
L
R
B

の
運
常
当
初
に
な
さ
れ
た
当
該
八
三
の
申
請
中
そ
の
約
四
分
の
一
に
あ
た
る

円

7
)

二
O
件
に
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
事
実
に
よ
っ
て

も
、
ワ
グ
ナ
l
訟
の
違
憲
性
が
い
か
に
濃
厚
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
理
解
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
ワ
グ
ナ
l
法
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
は
、

ワ
グ
ブ
l
法
の
合
憲
判
決
が
不
可
欠
の
状
態
と
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
労
働
組
介
側
も
ワ
グ
ナ
1
法
の
実
効
性
に
は
不
信
を
抱
い
て
い

た
。
つ
ま
り
、
ヮ
グ
ナ
l
法
の
合
憲
判
決
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
使
用
者
は
N

L
R
B
の
命
令
に
服
従
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
の
認
識
を
労
働
組
合
側
も
持

っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
組
合
側
は
、
使
用
者
の
反
組

合
的
行
為
を
N
L
R
B
に
申
点
て
る
こ
と
は
せ
ず
、
自
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
で
対

(
8
)
 

抗
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
労
使
紛
争
が
頻
発
し
、
労
使
紛
争

~tì.l~24C3・ 207)625

の
問
遊
・
調
整
と
の
日
的
を
も
持
つ
り
グ
ナ
l
法
の
円
滑
な
運
常
、
が
阻
害
さ

れ
た
。
労
使
関
係
の
安
定
化
の
た
め
に
は
、
ワ
グ
ナ
l
法
合
憲
判
決
が
是
非



来ヰ

(
9〉

と
も
必
要
な
状
態
で
あ
っ
た
。

「
1
1ノ二

療
主
円
炭
保
全
法
違
窓
判
決

一
九
三
五
年
の
ニ
ラ
遠
滋
判
決
以
後
、
ま
す
ま
す
ワ
グ
ナ

I
法
に
違
憲
判

決
が
下
さ
れ
る
お
そ
れ
、
か
で
て
き
た
。
ま
た
、
労
使
双
方
も
最
高
裁
は
ワ
グ

資

ナ
!
日
法
を
途
窓
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
予
相
応
し
て
ハ
た
の
で
、

N
L
R
B

の
手
続
を
安
易
に
利
用
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
て
い
た
。
労
使
関
係
は
、
相

変
ら
ず
力
と
力
の
ぶ
つ
か
り
合
い
の
場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
既

一
九
三
五
年
以
降
も
ニ
ュ

i
デ
ィ

I
ル
立

法
の
多
く
を
保
守
派
と
中
間
派
の
述
人
口
に
よ
り
、
違
憲
と
判
示
し
て
い
切

に
述
べ
た
。
一
方
、
段
高
裁
は
、

保
守
派
と
評
さ
れ
て
い
た
の
は
、
パ

γ
・
デ
パ

γ
F
l
(〈

g
ロ
2
2
Z円〉、

マ
グ
レ
イ
ノ
ル
ズ
(
窓
口
問

Nag-LC
サ
ザ

l
ラ
ン
ド

(ω
戸

M
F
Z
E
e
及
び

の
各
判
事
で
あ
り
、
中
間
派
と
し
て
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ

〈
川
)

(
同
己
悶

r
g
)
裁
判
長
及
び
ロ
パ
l
ト
(
閉
山
c
r
2
3
判
事
、
が
い
た
と
い
わ
れ
る
。

ハ
ト
ラ

i

(
∞c己
2
)

ま
た
、
自
由
派
と
し
て
は
、
プ
ラ
ン
ダ
イ
久
(
回
5
2
L
F
m
巾
)
、
ヵ
ド
lゾ
(

(

リ

p
l

H
L
C
N
C
)

及
び
ス
ト
ー
ン
(
辺

S
。
)
の
各
判
事
が
い
た
。

ニュ

l
デ
ィ

l
ル
立
法
違
怒
判
決
の
中
で
設
も
注
目
に
価
す
る
の
が
涯
青

炭
保
全
法
(
∞
F
E
E
S
-
g
〈

υs-{US自
立
与
F
C
D

〉
門
片
〉
違
窓
判
決
で
あ
る

と
忠
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、

L
A
判
決
は
、
連
邦
は
製
造
業
の
労
使
関
係
を

規
制
し
え
な
い
と
明
汗
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
を
前
提
と
す
る
か

ぎ
り
ワ
グ
ナ

l
法
に
違
憲
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
こ
こ
で
は
漉
背
炭
保
全
法
違
憲
判
決
を
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、
漉
青
炭
保
全
法
の
概
略
を
述
べ
る
。
そ
の
立
法
目
的
は
、
破
滅
に

瀕
し
た
炭
鉱
の
救
済
と
石
炭
資
源
の
保
全
等
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
ニ

ラ
期
に
実
施
さ
れ
た
石
炭
産
業
規
約
を
モ
デ
ル
に
し
た
規
約
方
式
が
採
用
さ

れ
た
。
そ
の
規
約
の
管
理
指
導
は
慌
車
円
炭
委
員
会
が
担
当
し
、
そ
の
規
約
の

中
に
次
の
労
働
条
項
を
押
入
す
べ
き
胃
定
め
ら
れ
た
。
労
働
条
項
、
「
被
用
者

は
、
問
紡
し
、
自
ら
選
川
し
た
代
表
者
を
通
じ
て
団
交
を
す
る
格
利
を
令
す

る
、
ま
た
、
団
体
的
行
動
に
つ
き
、
使
用
者
若
し
く
は
彼
の
代
理
人
に
よ
る

干
渉
、
制
約
、
強
制
か
ら
向
出
で
あ
る
も
の
と
す
る
。
被
用
者
は
、
間
交
原

則
に
つ
い
て
討
論
す
る
た

b
に
平
和
的
集
会
を
な
す
権
利
を
有
し
、
ま
た
、

石
炭
の
章
一
さ
を
討
る
た
め
に
自
分
遠
の
重
量
計
測
人
公
Z
n
r
!
4
2
m
7
3
5
)

を
選
ぶ
権
利
を
有
す
る
」
o
そ
し
て
、
規
約
加
躍
を
強
制
す
る
た
め
に

石
炭
の
販
売
価
格
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
課
税
を
な
し
、
規
約
遵
守
者
に
の

み
そ
の
九

O
パ
l
セ
γ
ト
を
還
元
す
る
と
の
方
訟
を
採
っ
た
。

以
上
が
漉
青
炭
保
全
法
の
概
略
で
あ
る
。
本
件
は
、
会
社
の
株
主
た
る
カ

タ

fヘ。
ω 
吋
..，ト

'" 、ーノ
ヵ、
カ

タ

石
炭
三込
t:  

干上
及
び
t.、
三二

社
役
員

対
し
以
←ド
司コ

行
為
の
差
し
止
ち
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
①
木
法
で
定
め
ら
れ
た
規
約
を

承
認
す
る
こ
と
。
②
本
法
で
定
め
ら
れ
た
税
金
を
支
払
う
こ
と
。
①
規
約
条

1ti1;24(3・208)626
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項
を
遵
守
す
る
こ
と
。

絞
高
裁
は
、
多
く
の
点
に
わ
た
っ
て
判
示
し
た
が
、
こ
こ
で
は
州
際
通
商

条
項
及
び
適
法
手
続
条
項
に
関
す
る
判
示
事
項
の
み
を
紹
介
す
る
。

(斗完

第
一
に
、
州
際
通
商
規
制
権
は
、
州
外
に
売
却
若
し
く
は
輸
送
す
る
片
的

を
も
っ
て
な
さ
れ
る
州
内
で
の
製
造
守
門
C
E
n
t
s
2
5
2己
p
a
5⑦
を

そ
の
規
制
対
象
と
し
え
な
い
と
判
一
ぶ
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
サ
ザ

i
-フ

〈
は
)

ン
ド
判
事
は
、
多
数
意
見
を
代
表
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
我
々
は
、
「
通

商
』
と
の
こ
と
ば
を
「
交
日
却
を
け
的
と
す
る
取
引

(
2
2
R
E
B
O
F月
丹

Z

宮
門
官
。
自
由
{
同
門
主
命
)
』
と
同
義
で
あ
る
と
し
た
。
石
炭
採
掘
の
総
過
程
は
そ

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

の
よ
う
な
取
引
で
は
な
い
。
雇
用
、
賃
金
・
労
働
時
間
・
労
働
諸
条
件
の
確

定
及
び
個
別
的
で
あ
れ
集
問
的
で
あ
れ
そ
れ
ら
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
交
渉

は
、
お
の
お
の
に
つ
い
て
も
若
し
く
は
総
体
的
に
み
て
も
、
生
産
を
口
的
と

す
る
取
引
で
あ
り
交
日
却
を
目
的
と
す
る
そ
れ
で
は
な
い
。
交
日
仰
は
、
労
使
関

係
と
は
別
な
も
の
で
あ
り
、
総
て
の
製
造
業
に
お
け
る
労
使
関
係
は
、
純
粋

に
地
方
的
(
T
)

主
)
な
性
格
を
有
す
引
げ
」
製
造
業
の
労
使
関
係
は
地
方
的
、

つ
ま
り
連
邦
の
権
限
外
で
あ
る
と
い
う
こ
の
判
示
内
容
は
、
同
様
の
理
由
で

ワ
グ
ナ
l
法
が
違
憲
と
さ
れ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
た
。
暗
示
と
い
う
よ

り
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
と
る
か
ぎ
り
ワ
グ
ナ
l
法
が
州
際
通
商
条
項
に

違
反
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
木
法
に
よ
る
労
働
基
準
の
設
定
が
適
法
手
続
条
項
に
違
反
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
涯
苛
炭
保
八
七
法
四
条
は
、
漉
脊
炭
規
約
の
構
成
員
た

る
使
用
者
に
次
の
義
務
を
課
し
て
い
る
。
涯
脊
炭
の
全
国
年
生
産
額
の
一
一
一
分

の
二
以
上
を
生
産
す
る
生
産
者
と
鉱
山
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
と

の
聞
で
協
定
さ
れ
た
最
長
労
働
時
間
を
遵
守
す
る
こ
と
、
及
び
地
区
ハ
牛
耳
I

H
F円
円

)

に
お
い
て
、
そ
の
地
灰
の
年
生
産
額
の
三
分
の
二
以
上
を
生
産
す
る

生
産
者
と
そ
の
地
医
の
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
と
の
間
で
協
定
さ

れ
た
最
低
賃
金
を
遵
守
す
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
本
規
定
に

関
し
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「
多
数
者
に
付
与
さ
れ
た
権
限
は
、
実
際
に

は
不
同
意
の
少
数
者
の
業
務
ま
で
も
規
制
す
る
権
限
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
も

非
難
す
べ
き
守
ゲ
ロ
C
M
F
E
C
形
態
に
よ
る
立
法
上
の
委
任
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
こ
の
委
任
は
、
利
害
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
役
人
や
役
所
へ
の
委

任
で
は
な
く
、
同
一
産
業
に
お
い
て
他
と
利
害
が
対
立
す
る
か
も
し
れ
ず
、

実
際
に
も
よ
く
対
立
す
る
私
人
へ
の
委
任
だ
か
ら
で
あ
る
ベ
中
略
〉
い
く
人

か
の
採
掘
業
者
は
規
約
に
賛
成
し
、
他
は
反
対
し
て
い
る
。
記
録
は
、
こ
の

意
見
の
分
裂
が
彼
ら
の
対
立
し
敵
対
さ
え
す
る
利
害
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と

を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
採
相
側
と
採
掘
規
制
と
の
相
違
は
ま
っ
た
く
あ
き
ら

か
で
あ
る
。
前
者
は
私
的
活
動
(
百
〈
ω件
。
。
a
-
2
2
2〉
で
あ
り
、
後
者
は

不
可
避
的
に
政
府
の
機
能
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
人
は
、
他
人
の
、
特
に

北法24(3・209)627



本}

競
争
者
の
業
務
を
規
制
す
る
権
限
を
絶
対
に
付
与
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
か
ら

資

で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
よ
う
な
権
限
の
付
与
を
目
論
む
制
定
法
は
、
個
人
の

自
由
と
財
産
に
対
す
る
許
さ
れ
な
い
且
つ
違
憲
の
干
渉
と
な
る
げ
そ
の
よ
う

な
委
任
は
ま
っ
た
く
怒
意
的
で
あ
り
、
修
正
五
条
の
適
法
手
続
条
項
に
よ
っ

て
保
障
さ
れ
る
諸
権
利
の
明
確
な
否
認
と
な
る
。
」

適
法
手
続
条
項
に
関
す
る
こ
の
判
示
は
、
涯
青
炭
保
全
法
四
条
の
か
な
り

特
殊
な
規
定
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
判
示
内

容
は
、
ワ
グ
ナ
i
法
の
違
憲
性
を
臨
接
に
推
定
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
問
。

ロ
ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト
は
、
多
く
の
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
立
法
の
違
憲
判
決
に
直

所
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
政
策
が
失
敗
す
る
と
の
危
機
感
を

強
く
し
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
、

一
九
三
六
年
の
大
統
領
選
の
大
勝
を
背
景
に

裁
判
所
改
革
に
北
京
手
し
保
守
派
判
事
の
地
位
を
相
対
的
に
低
下
さ
せ
る
こ
と

を
め
ざ
し
た
。
彼
の
提
唱
し
た
改
革
案
は
、
七

O
歳
六
カ
月
に
な
っ
て
も
ま

だ
退
職
し
な
い
述
邦
裁
判
所
の
裁
判
官
が
い
る
場
介
、
そ
れ
に
該
当
す
る
者

と
同
数
の
補
助
判
事

(ω
ハ
-
L
H
E
C口
mw
一
吉
弘
向
。
一
)

を
任
命
す
る
権
限
を
大
統
領

に
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
但
し
、
補
幼
判
事
の
数
は
、
五

O
名
を

こ
え
ず
、
ま
た
、
故
高
裁
の
判
事
の
総
数
は
一
五
名
を
越
え
な
い
と
の
制
約

は
あ
っ
た
。
と
も
か
く
、
彼
が
こ
の
改
革
案
で
判
事
の
若
が
え
り
と
、
そ
の

人
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
意
図
し
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
と
い
え
よ
う
。
こ
の

案
は
、
実
施
さ
れ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
判
事
に

1ヒii~24(3 ・ 210)628

多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
村
に
、
ヒ
ュ
ー
ズ
裁
判
長
と
ロ
パ

l
ト
判
事
は
、

こ
の
事
件
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
ニ
ュ

l
デ
イ

l
ル
立
法
賛
成
派
に
ま
わ
っ

〈
げ
)

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
状
況
の
下
で
、

一
九
三
七
年
四
月
一
一
一
日

に
ワ
グ
ナ

l
法
に
対
す
る
憲
法
判
断
が
な
さ
れ
た
。

(
1
)

ピ
ッ
ツ
パ

1
グ
大
学
法
学
部
の
教
授
で
あ
り
、
一
九
三
四
年
当
時

賃
金
紛
争
の
仲
裁
を
な
し
て
い
た
。
な
お
、
初
期
の

N
L
R
B
に
つ

い
て
は
、
玄
主
任
問
f

告
と
-
w

宅
・
日
ωム
l
N
2
・
が
詳
細
で
あ

る。

(
2〉
第
一
次
N
L
R
B
の
委
員
で
あ
っ
た
。

(
3
)

修
正
鉄
道
労
働
法
上
の
全
国
一
調
停
局

(
N
M
B
)
の
委
員
で
あ
っ

た

(
4〕

N
L
R
B
に
不
足
し
て
い
た
職
員
は
裁
判
訴
訟
を
な
し
う
る
職
員

で
あ
っ
た
o
Z戸
間
∞
-
込
〉
E
E
L
河
与
Q
H
グ

H
V

・
二

(
5
)
N
L
R
B
の
初
期
の
仕
事
は
、
労
使
を
啓
蒙
す
る
と
の
色
彩
が
濃

厚
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
巧
-
冨
邑

p
p
d
E
r
c
h
F。
回

C
T

E--P
。・

ωニ〈

5
3
L
L・叶，
zt〈
旬
開
口
司
〉

n
f
k
g
円。ロ

J
円

E
B
-
-
U
3
.〉
匂

ω∞
引
回

5
0
r
p
c唱・

2
件

、

日

y

呂田

(
6〉
彼
ら
は
九
月
五
日
に
「
N
L
R
A
の
合
憲
性

((usa-EtcE一i

存
可
〉
に
関
す
る
報
告
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、

吋
・
対
-
M
)
司
君
己
ア
叫
，
M

『グ

1
2
m
r円
門

知

=
4
4
B

岡
山
内
』
勺

-2・
件
・
吋
}
出

Z
2ぐ

H
U宮
σ】戸内一回
ω印

-
M
1
L
三

宅

・

ご

U
J一
日
一
・
を
み
ら
れ
た
い
。



(
7
)
Z
F同
∞
一
見
〉
ロ
ロ
cm
一河内
4
v
C
H同
w

司
・
会
・

(
8
)
回

2
5
Z
5・
0
円

y

門
戸
丹
、
官
・
エ
ム

(
9
)

左
表
の
よ
う
に
、

N
L
R
B
に
対
す
る
申
立
は
、
ヮ
グ
ナ
l
法
合

憲
判
決
後
に
急
激
に
増
加
し
た
。
こ
れ
を
み
て
も
わ
か
る
と
う
り
、

労
働
組
合
側
は
、
本
判
決
が
な
さ
れ
る
ま
で
は

N
L
R
B
を
あ
ま
り

信
頼
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

仁)完アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

<NLRBに申立てられた事件の推移>

Jan. .JLJI1( 
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Bowman， Op. cit.， p. 400. 
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9001 
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ご600
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300 

2仰

1叫

。Lよ
Jall. 
1936 

(
旧
)
具
体
的
に
は
次
の
判
決
が
あ
る
。
鉄
道
従
業
員
年
金
法
に
関
す
る

mA同庁訂作同吋凶作五回
Q
R
L

〈
・
〉
-
件
。
コ
河
川
江
町
Q
m
w仏
〈
U
d

よ

N

旧日
C-ω
・
ωω0・

C
8
3
・
(
但
し
ヒ
ュ
ー
ズ
は
合
憲
と
す
る
)
。
農
業
調
整
法
に
関
す

る

C
・
ω・
〈
-
∞
三
一
戸
川
匂
C
-
m
一(一

8
m〉
自
治
体
破
産
法
に

関
す
る
旨
丈

S
ぐ

-
C
E
q
g
(
υ
2己
ミ
者
三

2
宮古
3
2
2ロ件

。Eユ
♀

Z
P
ア
ロ
∞
C
-
ω
・日↓

ω
c
s
e・

(
け
)
シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
l
『
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
時
代
目
、
大
変
動
期
の

政
治
一
中
屋
健
一
訳
(
一
九
六
六
年
)
三
八
三

l
三
八
八
頁
。
〉
・
玄
・

符
Z
2
5問
。
子
、
吋
宮
〉
向
。
。
同
月

g
見
立
一
件
、
〈
o--ω
・

(
口
)
本
法
成
立
ま
で
の
歴
史
的
概
観
は
、

m
-
r
ω
Z
3・
ベ
吉
【
い
G
I

E
5
2
E
2
2耳
目
ι
吾作

Z
巳
5
5一
何

8
5
5可

-uωωi一
室
町
・
.

E
R
Z
ぇ

C
者
河
内
〈
ぽ
宅
〈
Q
H
・
呂
、
(
-
∞
品
目
)
・

3
・
由
主

1
2∞
・
を

み
ら
れ
た
い
。

(
門
川
)
少
数
意
見
を
述
べ
た
の
は
、
‘
フ
ラ
ン
ダ
イ
ス
、
ヵ
ド

l
ゾ
及
び
ス

ト
ー
ン
の
各
判
事
で
あ
る
。

(川門
)
(
υ
日
件
。
『
戸

(Um凶吋件。『

(
υ
B
-
n
p
-
M
U
∞己・

ω
-
M
ω
∞"白押

ω
ロ
ω'

(
刊
は
〉

F
F
L
W

白丹

ω
二・

(
日
山
〉
最
高
裁
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
女
子
・
年
少
者
最
低
賃
金
法
を
も

適
法
手
続
条
項
違
反
と
判
示
し
た
。
そ
の
際
、
パ
ト
ラ
l
判
事
は
、

多
数
意
見
〈
少
数
意
見
ゃ
フ
ラ
ン
タ
イ
ス
、
ヵ
ド
l
ゾ
、
ス
ト
ー
ン
、

ヒ
ュ
ー
ズ
)
を
代
表
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
自
己
の
業
務
に
関

し
契
約
す
る
権
利
は
、
適
法
手
続
条
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
自
由

の
一
部
で
あ
る
。
支
払
わ
れ
る
べ
き
賃
金
額
を
定
め
る
労
使
関
の
契

約
も
こ
の
白
白
に
含
ま
れ
る
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
雇
用
契
約
の
締

結
時
に
当
事
者
は
、
私
的
交
渉

Q
2
s
z
g叫
四
日
ロ
吉
田
)
に
よ
っ

て
相
手
側
か
ら
最
善
の
条
件
を
獲
得
す
る
と
い
う
平
等
の
権
利
を
有

す
る
。
こ
の
権
利
に
対
す
る
立
法
上
の
制
約
は
例
外
的
事
情
公
民
i

~t法24(3 ・ 211)629 



料

e
t
o口同

-nFRgdagaω)
が
存
す
る
場
合
に
の
み
正
当
化
さ
れ

る
。
(
傍
点
筆
者
)
」
宮
0
3
7
3
L
戸、・

Z-Jヘ
-
Z
H
己
ゴ
3
5
c
-
M
g

d
・
ω・
印
∞
吋
己

2
0
・
(
↓
呂
田
〉
・

(
行

)
2
2
p
c司
・
門
戸
ア
吉
田
∞
一
l
l
g
N
・

資

第
二
款

ワ
グ
ナ
l
法
合
寂
判
決

ワ
グ
ナ
l
法
の
成
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
使
関
係
は
相
変
ら
ず
混
乱
し

て
い
た
。
こ
の
混
乱
を
鎮
め
、
労
使
関
係
を
一
{
疋
の
ル
i
ル
に
の
せ
る
た
め

に
は
ワ
グ
ナ
l
訟
の
合
憲
判
決
が
是
非
と
も
必
要
な
状
況
で
あ
っ
た
。
か
よ

う
な
状
況
下
で
、
校
高
裁
は
、
一
九
三
七
年
四
月
一
二
日
に
大
方
の
予
想
を

裏
切
り
ワ
グ
ナ
l
法
の
合
怒
判
決
を
下
し
、
こ
の
争
い
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ

た
。
こ
の
判
決
以
降
、

N
L
R
B
に
対
す
る
事
件
の
申
立
て
が
急
噌
し
、
ワ

グ
ナ
l
法
の
運
営
が
や
っ
と
軌
道
に
の
っ
た
。
こ
こ
に
ワ
グ
ナ
l
法
が
名
尖

と
も
に
成
立
し
た
わ
け
で
あ
る
。

最
高
裁
は
、
四
月
一
一
一
日
に
五
つ
の
ワ
グ
ナ
l
法
人
口
憲
判
決
を
な
し
た
わ

ハ
2
)

け
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
の

N
L
R
B
対
ジ
ョ

I
ン
ズ
ロ

l
リ
ン
鉄
鋼

株
式
会
社
事
件
の
み
を
検
討
す
る
。
こ
の
事
件
が
最
も
著
名
で
あ
り
且
つ
理

日間

構

付〔ー〕 T
紋
衝
で
あ
る
カミ

ら
で
あ
る

事
実
の
概
要
と
判
示
内
容

事
実
の
概
要

ア
メ
リ
カ
合
同
鉄
鋼
錫
労
働
組
合
(
〉
百
三
窓
口
足
止
〉
自
円
高

E
E
g
o
h

H
E
P
ω
件。己

ω邑
、
口
口
当
日

rgc『
〉
E
3
2
以
下
、
組
合
、
と
い
う
)

の
ビ
パ

l
パ
レ

l
第
二

O
O支
部
は
、

N
L
R
B
に
対
し
て
ジ
ョ

l
ン
ズ
ロ

ー
リ
ン
鉄
鋼
株
式
会
社
(
以
下
、
会
社
又
は
被
告
会
社
、
と
い
う
)
が
ワ
グ

ナ
I
法
八
条
例
及
び
仰
に
該
当
す
る
不
当
労
働
行
為
を
な
し
て
い
る
と
申

〔

3
〉

立
て
た
。

N
L
R
B
は、

一
九
三
六
年
四
月
九
日
に
こ
の
事
件
に
つ
き
次
の

よ
う
に
決
定
し
た
。
第
一
の
決
定
事
項
は
、

N
L
R
B
の
管
鰐
の
問
題
で
あ

る。

N
L
R
B
は
、
会
社
の
経
川
内
規
模
並
び
に
そ
の
内
容
か
ら
「
被
申
立
人

(
同
市
凶
宮
口
号
ロ
門
)
の
経
常
は
数
州
に
わ
た
る
営
業
、
運
輸
、
通
商
の
継
続
的

〈

4
)

流
れ
を
形
作
る
」
と
判
断
し
、
本
件
は

N
L
R
B
の
管
轄
下
に
あ
る
と
し

た
。
第
二
は
、
不
当
労
働
行
為
の
認
定
と
そ
の
救
済
の
問
題
で
あ
る
。

N
L

R
B
は
、
会
社
の
以
前
か
ら
の
反
組
合
的
行
為
及
び
解
雇
の
経
緯
等
諸
般
の

事
情
か
ら
、
会
社
は
組
合
員
一

O
名
を
活
発
な
組
合
活
動
家
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
解
雇
し
た
、
と
認
定
し
た
。
そ
の
認
定
に
基
づ
き
、

N
L
R
B
は、

会
社
の
行
為
は
ワ
グ
ナ

l
訟
八
条

ω(組
合
活
動
に
対
す
る
干
渉
・
制
限
・

強
制
)
及
び
同
条
例
(
組
合
活
動
を
理
由
と
す
る
差
別
侍
過
)
に
該
当
す
る

と
し
た
。
そ
し
て
、
①
八
条
似
及
び

ωに
該
当
す
る
不
当
労
働
行
為
の
差

止
、
②
被
解
雇
者
の
復
職
と
彼
ら
に
対
す
る
パ
ッ
ク
ベ
イ
、
③
組
合
活
動
を

理
由
に
解
雇
そ
の
他
の
差
別
侍
過
を
し
な
い
旨
の
ポ
ス
ト
ノ

l
チ
ス
、
を
会

;It法24(3・212)630



ハ
6
}

社
に
命
じ
た
。

会
社
、
が
命
令
を
遵
守
し
な
か
っ
た
の
で
、

N
L
R
B
は
、
ワ
グ
ナ
l
法
一

O
条
例
に
基
づ
き
第
五
巡
回
控
訴
裁
判
所
に
命
令
の
執
行
を
申
請
し
た
。
裁

判
所
は
全
員
一
致
で

N
L
R
B
は
本
件
に
つ
き
管
轄
権
を
持
た
な
い
と
し
て

(
7
v
 

同
年
六
月
一
五
日
に
申
請
を
却
下
し
た
。
そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
理
論
構
成

が
採
ら
れ
た
。
会
社
が
製
造
後
の
製
品
を
州
外
に
売
却
若
し
く
は
輸
送
す
る

」
と
に
よ
っ
て
州
際
通
商
に
従
事
し
て
い
る
と
し
て
も
、
製
造
自
体
は
州
に

(斗完

よ
っ
て
排
他
的
に
規
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
会
社
が
大
規
模
で
あ

り
、
企
業
内
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
結
果
と
し
て
州
際
通
商
に
影
響
を
与
え
る
と

し
て
も
、
そ
の
因
果
関
係
は
あ
ま
り
に
も
間
接
的
公
S
E
E
C
Z〉
な
の
で
、

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

雇
用
関
係
を
規
制
す
る
州
の
権
利
に
対
す
る
連
邦
の
介
入
を
正
当
化
し
え
な

(
8〉ぃ

。
し
た
が
っ
て
、
製
造
業
に
お
け
る
労
使
関
係
の
規
制
は
州
際
通
商
規
制

権
の
権
限
外
で
あ
る
。

」
の
判
決
に
対
し
N
L
R
B
が
上
告
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

(二j

判

示

内

容

本
判
決
の
判
一
万
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
で

も
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
、
州
際
通
商
条
項
及
び
適
法
手
続
条
項
に
関
す
る

判
示
内
容
を
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
そ
の
他
の
判
示
内
容
と
し
て
は
、

N
L

R
B
の
手
続
と
憲
法
上
の
権
利
(
特
に
陪
審
裁
判
を
う
け
る
権
利
)
と
の
関

係
な

1) ど
カ二
あ
げ
ら
れ
る

州
際
通
商
条
項
に
つ
い
て

ヒ
ュ
ー
ズ
裁
判
長
は
、
多
数
意
見
を
代
表
し
て
、
通
商
に
は
州
が
規
制
す

べ
き
も
の
と
連
邦
が
規
制
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
し
、
連
邦
、
が
規
制
で
き
る

範
囲
を
以
下
の
よ
う
に
広
く
解
釈
し
た
。
「
州
際
通
商
に
対
す
る
圧
迫
活
し
く

は
妨
害
か
ら
そ
れ
を
保
護
す
る
議
会
の
権
限
は
、
州
際
又
は
外
国
通
商
の

『
涜
れ
」
の
電
要
な
部
分
(
虫
再
三
王
宮
門
件
。
同

2
0
ろ
と
み
な
さ
れ
る
取

引
の
規
制
の
み
に
限
ら
な
い
。
圧
迫
や
妨
害
は
、
他
の
源
か
ら
の
有
努
な
行

為
が
そ
の
原
因
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
基
本
的
原
理
と
し
て
、
通
商
規
制

権
限
は
、
「
通
商
の
保
護
や
促
進
』
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
適
切
な
立
法
措
慌
を

な
し
、
『
通
商
の
発
展
と
そ
の
安
全
保
持
』
の
た
め
に
規
制
し
、
若
し
く
は
通

商
を
促
進
、
保
護
、
統
制
及
び
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
権
限
は
、
絶

対
的
な
も
の
で
あ
り
、
州
際
通
商
を
妨
害
す
る
原
因
が
な
ん
で
あ
れ
そ
れ
を

保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
別
的
に
考
慮
さ
れ
た
場
合
に
諸
活
動
が
州
内

的
性
格
を
持
つ
と
し
て
も
、
そ
れ
が
州
際
通
商
に
密
接
立
つ
実
質
的
な
関
連

(
円
]
自

ω
S
L
E
g
sロ
E
ご
己
主
芯
ロ
)
を
有
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
規
制
が

北法24(3・213)631

州
際
通
商
を
圧
迫
及
び
妨
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
必
要
又
は
そ
れ
が
適
切

で
あ
る
場
合
に
は
、
議
会
は
そ
の
権
限
を
行
使
し
う
る
。
」
〈
傍
点
、
筆
者
)

次
に
、
「
州
際
通
商
に
密
接
且
つ
実
質
的
な
関
連
」
と
の
基
準
に
基
づ
き
、



料

労
使
紛
争
と
州
際
通
商
と
の
関
連
が
考
察
さ
れ
た
。
ヒ
ュ
ー
ズ
裁
判
長
は

ま
ず
、
「
産
業
が
全
国
的
規
模
で
組
織
さ
れ
産
業
の
主
要
な
活
動
が
州
際
通
商

資

に
関
連
し
て
い
る
時
代
に
、
労
使
紛
争
に
よ
っ
て
州
際
通
商
が
妨
害
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
そ
れ
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
さ
え
議
会
は
労

使
関
係
に
介
入
し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
〕
と
被
告
の
主
張
に
反
駁
し

た
。
そ
し
て
、
「
経
験
は
、
被
用
者
の
団
結
権
及
び
団
交
目
的
の
た
め
の
代
表

者
選
出
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
が
産
業
平
和
の
基
本
的
条
件
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
唆
し
て
い
る
。
話
し
合
い
拒
否
や
交
渉
拒
否
は
、

紛
争
の
最
も
有
力
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
〕
と
一
評
価
し
、
ワ
グ
ナ

l
法
一
条

の
「
事
実
認
定
及
び
政
策
宣
言
」
と
ほ
ぼ
同
じ
立
場
に
た
っ
た
。

こ
の
考
え
を
前
提
に
、
本
件
の
事
実
関
係
か
ら
、
会
社
の
諸
部
問
は
互
い

に
依
存
し
あ
い
且
つ
鉄
鋼
石
・
石
炭
・
石
灰
が
製
鉄
所
に
行
き
、
そ
こ
か
ら

鉄
鋼
製
品
と
し
て
全
国
の
消
費
地
に
向
う
全
行
程
は
州
際
通
商
に
密
接
且
つ

実
質
的
に
関
連
す
る
、
と
判
示
し
、
被
告
会
社
に
対
す
る

N
L
R
B
の
管
轄

を
認
め
た
。

(2) 

適
法
手
続
条
項
に
つ
い
て

被
告
会
社
は
、
不
当
労
働
行
為
制
度
は
、
①
使
用
者
に
被
用
者
代
表
と
の

交
渉
義
務
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
協
約
の
締
結
ま
で
も
強
制
す
る
、
②
使
用

者
の
有
す
る
採
用
及
び
解
雇
一
の
権
利
を
侵
害
す
る
、
③
一
方
的
に
使
用
者
の

み
を
規
制
す
る
、
の
で
適
法
手
続
条
項
に
違
反
す
る
と
主
張
し
た
。

ヒ
ュ
ー
ズ
裁
判
長
は
、
ま
ず
、
団
結
権
及
び
間
交
権
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
た
。
「
こ
れ
は
基
本
的
権
利
で
あ
る
。
被
告
(
会
社
)
が
経
営
を
組
織

し
自
ら
の
事
務
員
や
代
理
人
を
選
任
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
の
と
問
機

に
、
被
用
者
も
、
間
結
し
、
合
法
的
な
目
的
の
た
め
に
代
表
者
を
選
出
す
る

明
確
な
権
利
を
有
し
て
い
る
。
権
限
あ
る
立
法
機
関
は
、
被
用
者
に
よ
っ
て

自
由
に
行
伎
さ
れ
う
る
間
結
し
、
代
表
者
を
選
出
す
る
権
利
を
妨
げ
る
差
別

や
強
制
を
禁
止
し
う
る
。
」

そ
し
て
、
①
の
主
張
に
対
し
て
は
、
「
本
法
は
労
使
に
対
し
協
定
を
な
す
よ

{
日
〉

う
強
制
し
な
い
」
と
判
示
し
、
本
法
の
目
的
を
間
交
制
度
の
確
立
に
よ
っ
て

産
業
平
和
を
促
進
し
、
「
本
法
自
ら
が
強
制
し
え
な
い
(
労
使
間
の
)
調
撃
と

(
H
V
 

合
意
を
促
す
」
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。
②
に
つ
い
て
は
、
「
本
訟
は
使
用
者
が

通
常
行
使
す
る
採
用
及
び
解
雇
の
権
利
に
は
干
渉
し
な
い
。
使
用
者
は
採
用

及
び
解
雇
の
権
利
を
口
実
に
し
て
間
結
及
び
代
表
者
選
出
に
関
し
て
被
用
者

を
威
嚇
、
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
③
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
は
連
邦
議
会
の
政
策
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
と
判
示
し
た
。
以
上
の

判
示
に
よ
り
、
結
局
、
本
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
不
当
労
働
行
為
制
度
は
適

法

〔二〕星
条
項

違
反
し
な

と
さ
れ
た

本
判
決
の
意
義

北法24(3・214)632



本
判
決
の
判
例
法
上
の
最
大
の
意
義
は
、
州
際
通
商
規
制
権
の
規
制
対
象

を
製
造
業
の
労
使
関
係
ま
で
拡
大
し
た
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
最
高
裁

は
、
そ
れ
ま
で
一
貫
し
て
州
際
通
商
規
制
権
の
内
容
を
狭
く
解
釈
し
て
い

た
。
特
に
、
漉
青
炭
保
全
法
の
違
憲
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
製
造
業

同完

の
労
使
関
係
は
州
際
通
商
条
項
の
規
制
対
象
に
な
ら
な
い
と
は
っ
き
り
と
判

示
し
て
い
た
。
ま
た
、
本
件
の
原
審
た
る
第
五
巡
回
控
訴
裁
判
所
も
そ
の
回
目

判
示
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ヮ
グ
ナ
l
法
も
、
同
様
の
理
由
で
違
憲
と

さ
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
つ
よ
か
っ
た
。
た
だ
、
例
外
的
に
鉄
道
労
働
法
合
憲

判
断

rけ
が
'
州
際
鉄
道
の
労
使
関
係
は
州
際
通
商
条
項
の
規
制
対
象
と
な

る
と
判
示
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
判
決
は
、
州
際
鉄
道
と
い
う
特
殊

な
産
業
分
野
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。

アメリカにおける「不当労働行為制度」の形成

本
判
決
は
、
か
よ
う
な
判
例
の
流
れ
を
一
変
さ
せ
、
製
造
業
の
労
使
関
係

も
州
際
通
商
条
項
の
規
制
対
象
と
な
る
と
し
た
。
そ
の
基
礎
と
な
る
視
点

は
、
「
産
業
が
全
国
的
規
模
で
組
織
さ
れ
、
産
業
の
主
要
な
活
動
が
州
際
通
商

に
関
連
し
て
い
る
時
代
に
、
労
使
紛
争
に
よ
っ
て
州
際
通
商
が
妨
害
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
そ
れ
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
さ
え
、
議
会
は

門
別
〉

労
使
関
係
に
介
入
し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
開
き
直
り
的
表

現
に
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
最
高
裁
は
、
製

造
業
の
労
使
関
係
と
州
際
通
商
を
次
の
よ
う
に
関
連
づ
け
た
。
間
結
権
、
団

交
権
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
使
関
係
に
一
定
の
ん

1
ん
を
設
定
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
労
使
紛
争
を
回
避
し
、
も
っ
て
州
際
通
商
の
阻
害
原
因
を
除

去
す
る
、
と
。
か
よ
う
な
構
成
は
、
鉄
道
労
働
法
人
口
憲
判
決
の
そ
れ
と
ほ
、
ほ

同
じ
内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
判
決
は
、
州
際
鉄
道
と
い
う
特
殊
な
産
業
分

野
を
前
提
と
し
た
解
釈
を
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
に
も
適
用
し
て
解
釈
し
た
わ

け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
州
際
通
商
条
項
の
大
幅
な
解
釈
変
更
、
つ
ま
り
、
判

例
の
変
更
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
連
邦
は
、
労
使
関
係
を
あ
る
程

度
自
由
に
規
制
し
う
る
立
場
に
立
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

(
1
)

六
二
九
頁
の
民

ωの
図
参
照
。

ハ
2
)
Z
H
h
H
μ
切
戸
守
口

2

5仏

F
E聞広
E

∞g
乙
(
い
Q
弓・

ω
口一
d
ω
・ァ

Z
F
H
N
∞
〈
・
明
言
。
}
冨
MMh
凶，

gw一2
門
リ

C
J
ω
o
-
c・
ω
・ム∞・

2
F何
回
〈
-

H

りユ丘
g
g
i白
日
々
宮
日
E
C
C子
宮
聞
の
q
J
印。一

C
・
ω
印
∞
〉

Z
1

9η

尽
な
弘
司
再
出
戸

Z
F
河
タ

ωο
一C-
∞
一
o
u
・

J

司
自
γ
E何件。
P

5司
m
g
u
g
ι
ζ
再
三
日
三
の
g
n
r
h
q
-
〈
-
Z
H、河∞
w
ω
口一
d
・
∞

一
品
川
・
最
後
の
判
決
は
全
員
一
致
、
残
り
の
四
判
決
に
は
、
マ
グ
レ

イ
ノ
ル
ズ
、
パ
ン
デ
パ
ン
タ

i
、
パ
ト
ラ
!
及
び
サ
ザ
!
ラ
ン
ド
の

反
対
意
見
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
①
憲
法
の
州
際
通
商
条
項
は
製

造
業
に
お
け
る
労
使
関
係
規
制
を
含
ま
な
い
、
@
不
当
労
働
行
為
制

度
は
契
約
の
自
由
を
侵
害
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

(
3〉
一

Z
H
A何
回
印
。
ω
・

(
4〉

FMpw
民
印
οu.

北法24(3・215)633



李}

(
5〉

F
H
p
u
a
印

コ

i
印

3
.

(
6
)
仔
子
丸
山
一
吋
!
日
一
∞
・

(
7〉
∞
ω
句
〈
N

L
〉山田∞・

〈
8
〉
本
判
決
は
、
前
述
の
漉
車
円
出
阿
保
全
法
違
憲
判
決
の
影
響
を
強
く
う

け
て
い
る
。

(
9〉

ωο-c・
ω・
ア

ω
件
以

i
勾・

〈

ω〉

F
Z
L
J
曲
丹
念
・

(日〉

F
Z
p
w
h
w
仲
合
・

(口〉

F

玄
仏
J

込

ωω
・

(門川
)
F
r
F
L
・-
m
件ム印・

(日同

)
F
E
-
-
凶
丹
念
・

(山川

)
E
ι•• 
込

合

1
8
.

(
w
m
)

〈

U

日
常
吋
〈

'
n日
常
円
の
む
と
の
P
M∞∞

C
-
ω
a
M
ω
∞w
(

一回
ω由
)

〈
げ
)
∞
一
山
岡
り
(
同
門
凶
〉
∞
∞
∞
・

(
ほ
)
斗
宮
山
田

ω
ロ円山

Z
ヨ々
。ュ
g
E
H
N
g
r
o
t
h
-
-
〈
-
∞
3
5
2
}
M
9
0仏

。
同
対
日
ア
話
可
き
《
日

ωzhM口
出
}
同
名
門
一
q
r
p
日∞一

C
・
ω'gmw・〈一回
ω
O
)

(
川
口
〉
州
際
通
商
条
項
の
拡
大
解
釈
が
な
さ
れ
た
例
に
つ
い
て
は

ω
Z
F

8
e
2
7
3・
宝
山

1
8
0・
を
み
ら
れ
た
い
。

(加〉

ωo-c-ω
・
ア
え
土
・

〈
引
)
連
邦
が
あ
る
叙
度
自
由
に
労
使
関
係
を
規
制
し
う
る
状
態
に
な
っ

た
の
で
、
連
邦
は
実
質
的
に
警
察
権
を
行
使
し
て
い
る
と
の
一
評
価
さ

え
な
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
〉
ロ
ロ
♀
え
5
3
1
5
5常
兵

F
E
E
-『
何
百
i

R
2。
『
可
門
司
口
問
話
器
w

者
芹
「
5

子
ぬ
問
。
口
。
E
}
『
山
口
問
内
申
『
『
m
L
2
ω
}

資

唱。宅
2
m
w
G
『同)司君角川町山口釦
}
C
向。
E
H
G
H
V
O
}
恥円。司
2

2
円伶

Ha包
括
仏
ゲ
可

印

g
z
r四
zac耳目・
(C-ω
・
ω己
℃
円
。
ョ
ゅ
の
D
ロ
ユ
閉
山
命
日
)
申
込
∞
一
円
、
郎
君

E
噌
司
宝
∞
・
〉
参
照
。
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〈
結
語
〉

最
後
に
、
本
稿
を
し
め
く
く
る
に
あ
た
っ
て
、
ワ
グ
ナ
1
法
上
の
「
不
当

労
働
行
為
制
度
」
を
支
え
る
間
結
権
、
間
交
権
が
い
か
な
る
(
法
理
的
)
背

景
を
も
っ
て
成
立
し
た
か
を
検
討
し
て
み
た
可

第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
「
交
渉
力

(
Z
H
m巳
三
百
四
宮
君
。
。
理
論
」
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
労
使
聞
の
交
渉
力
の
不
平
等
を
是
正

し
、
適
正
な
雇
用
条
件
を
確
保
す
る
た
め
に
団
結
権
、
団
結
権
を
保
障
す
る

(
2〉

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
一
九
二

O
年
以
前
に
お
い
て
は
原
則

ハ
s

v

h

4

ザ

と
し
て
こ
の
考
え
を
採
用
せ
ず
、
ア
デ
ィ
ア
対
合
衆
国
事
件
や
コ
ツ
パ
ジ
対

(

S

V

 

カ
ン
サ
ス
事
件
に
お
い
て
労
使
間
の
交
渉
力
は
平
等
で
あ
る
と
繰
り
か
え
し

判
示
し
て
い
た
。
設
高
裁
が
始
め
て
か
よ
う
な
見
解
を
採
用
し
た
の
は
、
ア

メ
リ
カ
鉄
鋼
鋳
物
会
社
対
三
都
市
労
働
組
合
協
議
会
事
件
に
お
い
て
で
あ

〈

6
)

り
、
労
働
組
合
は
労
使
関
の
交
渉
力
を
是
正
す
る
手
段
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
交
渉
力
の
平
等
化
に
よ
る
適
正
な
麗
用
条
件
の
確
保
と
い
う
考
え
は
、

〈

7
〉

一
九
三
二
年
の
ノ
リ
ス
・
ラ
ガ
!
デ
ィ
ア
法
二
条
で
明
一
一
月
さ
れ
る
に
い
た
っ



(
8
d
 

っ
た
。
さ
ら
に
、
ワ
グ
ナ

l
法
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
理
は
大
衆
購
買
力
理
論

と
結
び
つ
き
、
ワ
グ
ナ
i
法
上
の
凶
結
権
、
団
交
権
を
支
え
る
法
理
と
な
っ

た
。
以
後
、
大
衆
購
資
力
理
論
と
結
び
つ
い
た
「
交
渉
力
理
論
」
が
ア
メ
リ

カ
労
使
関
係
法
の
支
柱
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(オ完

第
二
は
、
問
結
権
、
間
交
権
の
保
障
に
よ
り
労
使
紛
争
の
迅
速
、
平
和
的
な

処
理
を
め
ざ
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
(
州
際
〉
通
商
の
自
由
な
流
れ
を
保
護
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
一
連
の
鉄

道
労
働
法
制
に
よ
っ
て
次
第
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
る
立
法
が
州

際
通
商
条
項
に
基
づ
い
て
い
る
と
主
張
す
る
際
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
最
高
裁
は
、
ア
デ
ィ
ア
対
介
衆
国
事
件
に
お
い
て
は
、
か
よ
う
な
見
解

を
採
用
し
な
か
っ
た
が
、

アメリカにおける「不当労働行為市]度Jの形成

一
九
三

O
年
の
テ
キ
サ
ス
・
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
鉄

道
会
祉
対
鉄
道
・
汽
船
職
員
友
愛
会
事
件
及
び
一
九
一
一
一
七
年
の
ヴ

7
1
、シニ

ア
鉄
道
会
社
対
系
統
一
連
盟
第
四

O
支
部
事
例

rお
い
て
こ
れ
を
認
め
た
。
そ

の
際
、
「
団
交
の
た
め
の
代
表
者
選
出
の
権
利
」
と
の
考
え
方
が
電
要
な
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
と
う
り
で
あ
る
。

ワ
グ
ナ
!
日
広
一
条
の
わ
あ
を
み
る
か
ぎ
り
、
労
使
紛
争
の
問
避
に
よ
る
州

(日〕

際
通
商
の
保
護
が
ワ
グ
ナ

l
訟
の
立
法

U
的
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
文
言
は
あ
く
ま
で
違
憲
判
、
決
の
回
避
の
た
め
に
詳
細
に
規
定
さ

〈ロ
v

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
立
法
過
程
か
ら
も
あ
ぎ
ら
か
で
あ
る
ο

し

ワ
グ
ナ
!
訟
の
主
要
な
立
法

U
的
を
州
際
通
商
の
円
滑
化
と
み

る
こ
と
は
で
ま
な
い
で
あ
ろ
う
い
む
し
ろ
ワ
グ
ナ
l
法
の
真
の
立
法
け
的

，
τ、，っ
f
L

争
'e
ム
μ
'
i
h

は
、
労
使
間
の
交
渉
々
の
平
等
化
に
よ
る
大
衆
購
買
力
の
増
強
、
そ
れ
に
よ

る
不
況
の
岩
服
で
あ
る
と
み
る
べ
主
で
あ
ろ
う
。

(
1
〉
「
不
当
労
働
行
為
制
度
」
を
支
え
る
法
理
を
究
明
す
る
た
め
に

は
、
な
ぜ
行
政
委
員
会
が
不
当
労
働
行
為
の
教
済
機
関
と
さ
れ
た

か
、
ま
た
、
な
ぜ
使
用
者
の
反
組
合
的
行
為
が
こ
れ
ほ
ど
力
を
持
ち

得
た
の
か
、
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
者
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
そ
の
原
因
と
し
て
一
応
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
ワ

グ
ナ

l
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利
は
公
権
守
口

r
F
ュ
怠
ご
な
の
で
そ

の
権
利
の
実
現
を
私
人
間
の
争
い
に
委
ね
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。

(
ワ
グ
ナ

i
法
上
の
救
済
手
続
は
、
日
本
法
上
の
そ
れ
と
異
な
り
局

の
職
員
が
不
当
労
働
行
為
を
告
発
す
る
)
。
②
私
人
間
の
訴
訟
は
多
額

の
貸
用
が
か
か
る
。
③
裁
判
所
に
よ
る
ケ

1
ス
毎
の
判
断
は
、
包
括

的
政
策
や
合
理
的
笑
体
的
行
為
規
範
を
形
成
す
る
の
に
不
適
当
で
あ

り
、
ま
た
、
法
解
釈
の
統
一
性
を
達
成
す
る
の
が
凶
難
で
あ
る
。
④

裁
判
手
続
は
柔
軟
性
に
欠
け
る
。

「
日
米
比
較
労
働
法
』
研
修
叢
書
五
五
号
(
一
九
六
八
年
〉
七
一
一
一
viz
・

七
回
頁
。
忌

g
y
c唱
巳
ア
宅
・

ω
!
?

ま
た
、
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
労
使
関
係
の
型
が
、
い
か
な
る

他
の
要
素
よ
り
も
こ
の
国
の
実
体
法
の
大
枠
に
基
本
的
な
影
脅
を
与

北法24(3・217)635



本ヰ

え
た
」
と
の
視
点
か
ら
品
脅
か
れ
た
次
の
論
交
を
み
ら
れ
た
い
。
り
・

。

∞

D
F

院

m
a
r
a
-
-
=
ω
G
D
仲
}
回
命
。
z
t
z
n伸
一
〈
刊
の
Z
E
a
2
9『

〉ヨ
3FgMdFω
日
記
)
門
戸
、

94d¥
出

mW2mw円
L
H
a白
者

間

N2Fn4JCC?
宝

〈
↓
∞
コ
〉
円
y

-
一ω
U
h
?

(
2〉
ワ
グ
ナ
!
法
上
の
問
結
権
、
間
交
権
を
支
え
る
主
要
な
法
理
と
し

て
交
渉
力
均
衡
化
の
法
理
を
あ
げ
る
の
は
岸
弁
教
授
で
あ
る
。
川
伊
井

貞
男
「
日
米
不
当
労
働
行
為
制
度
論
」
季
刊
労
働
法
八

O
ロ
ヴ
(
一
九

七
一
年
〉
六
九
頁
。

(
3〉
但
し
、
段
高
裁
は
、
特
殊
な
職
種
に
あ
る
労
働
者
と
使
用
者
と
の

間
の
交
渉
力
は
平
等
で
は
な
い
と
判
示
し
、
労
働
基
準
規
制
法
の
合

憲
性
を
認
め
た
こ
と
も
あ
る
。
精
練
所
と
地
下
で
働
く
労
働
者
に
関

す
る
、

E
C一《山内口〈

-zmaア
-
E
C
'
ω
。

ω町
田
(
呂
田
∞
)
及
ひ
洗
濯

業
者
に
雇
用
さ
れ
た
婦
人
労
働
者
に
関
す
る

ζ
己
官
〈
・
。
日
間
C
P

M
O
∞
C
ω
・
全
M

C

U

O
∞
)
が
そ
う
で
あ
る
。

(
4〉
〉
【
庄
司
〈

-
C
E
ω
J
M
g
c
s
ω
‘

5
7
(
E
o
s
-

(
5〉
{
U
C

℃
円
出
向
。
〈
・
次
官
H
E
P
M
ω
由

C-ω
・
7
C
2
3
・

(
6
)

〉ヨ
2
-
g
z
ω
件。何一司
GC口内在
2
〈
'
吋
2
i
n芹
可
わ
き
可
弘
、

H，H
2
仏
ぬ

ゎ
czロ円ニ
.
8吋

C
・

ω
}
∞
p
c
s
c
-

(

7

)

二
条
の
基
本
方
針
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ノ
リ
ス
・
ラ
ガ
!
デ
ィ
ア

法
の
個
別
規
定
の
多
く
は
、
間
結
権
、
団
交
権
を
直
接
に
保
障
す
る

も
の
で
は
な
い
。
ノ
リ
ス
・
ラ
ガ

l
デ
ィ
ア
法
二
条
の
観
点
か
ら
団

結
権
、
間
交
権
を
具
体
的
に
保
障
す
る
立
法
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、

ニ
ュ
l
デ
ィ
l
ル
以
降
で
あ
る
。

資

(
8〉
ニ
ラ
七
条
例
の
立
法
目
的
も
-
一
一
7
4
1
体
と
の
関
述
で
い
え
ば
、
大

衆
購
資
力
の
増
強
を
め
ざ
し
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の

具
体
的
運
営
を
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
か
な
り
労
使
紛
争
の
問
避
・

処
理
に
ウ
エ
イ
ト
を
霞
い
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

ハ
9
〉
、
H，
z
s
g
L
Z
ぬ君。ュ
g
a
m
-
閉
山

'
{
U
q

戸
田
川

a
r
q
r
g向日三

HN巳
一
君
主
防
コ
仏

ω昨

g
g
ω
Y
F唱
の
一
2
r
ω
M∞一
C
-
ω
・
宮
市
山
u

〈一回
ω
O
)

・

(
川
山
〉
ぐ
F
円

m
E
U
岡
山
丘
一
語
ω

可。G
〈・

ωヨ
丹
市
ヨ
司
昆
君
主
5
z
z
c
h
s・

ω
G
o
d
-
ω

印-印、(一

8
3

(
け
)
ワ
グ
ナ
1

法
の
立
法
目
的
を
州
際
通
商
の
保
護
と
す
る
も
の
は
、

籾
井
教
援
で
あ
る
。
籾
井
常
喜
「
ア
メ
リ
カ
不
当
労
働
行
為
制
度
を

支
え
る
法
理
」
(
一
九
六
五
年
)
二

O
l二
二
真
。
同
『
経
常
秩
序
と

組
合
活
動
』
所
収
。

(
ロ
)
ワ
グ
ナ
l
法
一
条
に
お
い
て
立
法
目
的
と
州
際
通
商
と
の
関
連
が

詳
細
に
定
め
ら
れ
た
の
は
、
ニ
ラ
に
違
憲
判
決
が
下
さ
れ
た
後
の
下

院
労
働
委
員
会
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
条
の
文
一
一
-
け
は

あ
く
ま
で
も
違
憲
判
決
の
回
避
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る。

(
門
ゆ
〉
そ
の
こ
と
は
、
州
際
通
商
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ

き
ら
か
な
鉄
道
労
働
法
制
と
の
比
較
か
ら
も
主
張
し
う
る
で
あ
ろ

う
。
即
ち
、
ワ
グ
ナ
l
法
は
、
鉄
道
労
働
法
制
の
支
柱
た
る
争
議
調

整
機
構
に
つ
い
て
の
定
め
を
な
ん
ら
持
た
ず
、
さ
ら
に
、
労
働
組
合

の
「
不
当
労
働
行
為
」
を
禁
止
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ヮ

グ
ナ

l
法
の
立
法
目
的
が
鉄
道
労
働
法
制
上
の
そ
れ
と
相
違
し
て
い

る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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